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読者アンケートにご協力をお願いします！



高年齢者雇用管理に関する措置（※）とは、55歳以上の高齢者を対象とした、次のいずれかに該当するもの
(a) 職業能力の開発及び向上のための教育訓練の実施等、(b) 作業施設・方法の改善、(c) 健康管理、安全衛生の配慮、
(d) 職域の拡大、(e) 知識、経験等を活用できる配置、処遇の推進、(f) 賃金体系の見直し、(g) 勤務時間制度の弾力化

※お問合せや申請は、当機構（JEED）の都道府県支部高齢・障害者業務課（65ページ、東京・大阪支部は高齢・障害者窓口サービス課）までお願いします。

障害者雇用納付金関係助成金障害者雇用納付金関係助成金

助成対象となる措置
①�障害者用トイレや手すりを設置または整備
②拡大読書器を購入    等
助成額　支給対象費用の2/3

雇入れ、雇用の継続に必要な障害特性によ
る就労上の課題（加齢に伴う課題を含む）を
克服し、作業を容易にするために配慮された
施設等の設置・整備を行う場合に支給します。

障害者作業施設設置等助成金障害者作業施設設置等助成金
適切な雇用管理のために必要な介助等の措
置や、加齢に伴う課題の解消のために必要な
介助等の各種措置を行う場合に支給します。

障害者介助等助成金障害者介助等助成金

助成対象となる措置
①職場復帰支援
②中途障害者等や中高年齢等障害者の技能習得支援
③職場介助者の配置または委嘱
　（継続措置および中高年齢等措置あり）
④手話通訳・要約筆記等担当者の配置または委嘱
　（継続措置および中高年齢等措置あり）
⑤職場支援員の配置または委嘱（中高年齢等措置あり）
⑥健康相談医の委嘱
⑦職業生活相談支援専門員の配置または委嘱
⑧職業能力開発向上支援専門員の配置または委嘱
⑨介助者等の資質向上措置
⑩�重度障害者の業務遂行のために必要な支援を重度
訪問介護等サービス事業者に委託
助成額　�
①月４万５千円 ほか 
②③④⑥⑦⑧⑨支給対象費用の3/4 ほか
⑤月３万円 ほか　
⑩支給対象費用の4/5 ほか

助成対象となる措置
①訪問型職場適応援助者による支援
②企業在籍型職場適応援助者による支援
　　　　　　　　（①②とも中高年齢等措置あり）
助成額　�①1日３万６千円まで ほか  �

②月９万円 ほか

職場への適応を容易にするために職場適応
援助者による支援を行う場合に支給します。

職場適応援助者助成金職場適応援助者助成金

助成対象となる措置
①住宅の賃借　　　　②住宅手当の支払い　
③駐車場の賃借　　　④通勤用自動車の購入
⑤�重度障害者の通勤援助のために必要な支援を重
度訪問介護等サービス事業者に委託

　（ほかにも対象となる措置がありますのでHPでご確認ください）

助成額　�①～④支給対象費用の3/4　�
⑤支給対象費用の4/5 ほか

障害の特性に応じた通勤を容易にするため
の措置を行う場合に支給します。

重度障害者等通勤対策助成金重度障害者等通勤対策助成金

6565歳超雇用推進助成金のご案内歳超雇用推進助成金のご案内

助成金のご案内助成金のご案内

助成対象となる措置
①�利用事業主に障害者雇用相談援助事業を行った
場合

②�①を行った後に利用事業主が対象障害者を雇い入
れ、かつ6か月以上の雇用継続をした場合
助成額　①60万円 ほか  ②１人７万５千円 ほか

対象障害者の雇入れ及び雇用継続を図るため
の一連の雇用管理に関する援助の事業（障害
者雇用相談援助事業）を実施する事業者（※）に
支給します。※事前に労働局の認定が必要です。

障害者雇用相談援助助成金障害者雇用相談援助助成金

24時間365日
いつでも手続きできます！e-Gov電子申請を利用して申請できるようになりました

ほかにも助成金がありますので、ホームページでご確認ください

主な支給要件
①�労働協約または就業規則で定めている定年年齢等
を、過去最高を上回る年齢に引上げること
②�定年の引上げ等の実施に対して、専門家へ委託費
等の経費の支出があること。また、改正前後の就
業規則を労働基準監督署へ届け出ること
③�１年以上継続して雇用されている60歳以上の雇
用保険被保険者が1人以上いること

④�高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢者雇用
管理に関する措置（※）の実施
支給額
◦�定年の引上げ等の措置の内容、60歳以上の対象
被保険者数、定年の引上げ年数に応じて160万
円まで支給。

65歳以上への定年の引上げ、定年の定めの
廃止、希望者全員を対象とする66歳以上へ
の継続雇用制度の導入、他社による継続雇
用制度の導入のいずれかの措置を実施した
事業主の皆様を助成します。

65歳超継続雇用促進コース65歳超継続雇用促進コース

支給対象となる主な措置（注1）の内容
①�高年齢者の能力開発、能力評価、賃金体系、労
働時間等の雇用管理制度の見直しもしくは導入
②�法定の健康診断以外の健康管理制度（人間ドック
または生活習慣病予防検診）の導入

（注1）�措置は、55歳以上の高年齢者を対象として労働協
約または就業規則に規定し、1人以上の支給対象被
保険者に実施・適用することが必要。

支給額
◦�支給対象経費（注2）の60%（中小企業事業主以外
は45%）

（注2）�措置の実施に必要な専門家への委託費、コンサルタ
ントとの相談経費、措置の実施に伴い必要となる機
器、システム及びソフトウェア等の導入に要した経
費（経費の額に関わらず、初回の申請に限り50万円
の費用を要したものとみなします。）

高年齢者評価制度等雇用管理改善コース高年齢者評価制度等雇用管理改善コース
高年齢者の雇用管理制度を整備するための
措置（賃金制度、健康管理制度等）を実施し
た事業主の皆様を助成します。

主な支給要件
①�高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢者雇用
管理に関する措置（※）を１つ以上実施し、無期雇
用転換制度を就業規則等に規定していること

②�無期雇用転換計画に基づき、無期雇用労働者に
転換していること

③�無期雇用に転換した労働者に転換後 6カ月分（勤
務した日数が 11日未満の場合は除く）の賃金を
支給していること

④�雇用保険被保険者を事業主都合で離職させてい
ないこと
支給額
◦���対象労働者１人につき30万円
　（中小企業事業主以外は23万円）

50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労働
者を無期雇用労働者に転換した事業主の皆
様を助成します。

高年齢者無期雇用転換コース高年齢者無期雇用転換コース

障害者雇用納付金関係助成金
の説明動画はこちら

高齢者助成金の説明動画は
こちら
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大阪ガス株式会社産業医、健康開発センター管
理医長を経て統括産業医に就任。2006（平成
18）年にNPO法人健康経営研究会を設立し理
事長に就任。現在、経済産業省健康経営推進検
討会委員。厚生労働省と文部科学省のメンタル
ヘルス関係の委員などを歴任。

おかだ・くにお

　
い
ま
や
企
業
経
営
に
は
欠
か
せ
な
い

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た「
健
康
経
営
®
」（★
）。

こ
の
言
葉
を
生
み
出
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

健
康
経
営
研
究
会
で
は
、
２
０
２
５

（
令
和
７
）
年
3
月
に
、「『
健
康
経
営

の
進
化
』―
２
０
４
０
年
の
日
本
の
未

来
に
向
け
て
―
」
と
い
う
提
言
を
、
健

康
長
寿
産
業
連
合
会
、
健
康
経
営
会

議
実
行
委
員
会
と
の
連
名
で
発
表
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康

経
営
研
究
会
理
事
長
の
岡
田
邦
夫
さ

ん
に
、
同
提
言
の
ね
ら
い
と
、
今
後

の
健
康
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
健
康
経
営
研
究
会 

理
事
長

岡
田
邦
夫
さ
ん

未
来
に
向
け
た「
健
康
経
営
の
進
化
」を
提
言

高
齢
化
の「
進
化
」で
生
涯
現
役
社
会
を
構
築

★「健康経営Ⓡ」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。
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特定非営利活動法人健康経営研究会 理事長

岡田邦夫さん

律
が
あ
り
ま
す
。
企
業
は
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
の

支
援
は
し
ま
す
が
、
健
康
状
態
が
悪
い
人
は
取
締
役

や
管
理
職
に
な
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
管
理
職
に

な
っ
た
と
た
ん
心
筋
梗
塞
な
ど
で
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
と
、そ
れ
ま
で
の
投
資
が
無
駄
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
日
本
で
は
解
雇
権
濫
用
法
理
が
あ
り
、
合

理
的
理
由
な
く
辞
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

し
、
入
社
し
て
か
ら
退
職
ま
で
雇
用
し
、
健
康
保
険

組
合
が
疾
病
な
ど
を
中
心
に
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
健
康
診
断
な
ど
莫
大
な
健
康
管

理
費
用
を
費
や
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
健
康

診
断
の
有
所
見
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、「
や
り
っ

ぱ
な
し
・
ほ
っ
た
ら
か
し
の
健
診
」と
い
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
に
、
投
資
に
対
し
て
リ
タ
ー
ン
を
求

め
て
い
な
い
と
い
う
お
か
し
な
状
況
で
し
た
。
そ
こ

に
メ
ス
を
入
れ
て
健
康
の
持
つ
事
業
性
を
経
営
者
が

し
っ
か
り
と
認
識
し「
投
資
を
し
て
い
る
以
上
リ
タ
ー

ン
を
求
め
る
べ
き
だ
」と
い
う
の
が
健
康
経
営
の
最

初
の
発
想
で
し
た
。
そ
こ
で
有
識
者
が
集
ま
り
、
健

診
の
あ
り
方
を
含
め
た
検
討
会
を
設
置
し
、
そ
れ
を

―
働
く
人
の
健
康
を
含
む
人
的
資
本
へ
の
関
心
が

高
ま
る
な
か
、「
健
康
経
営
」
が
あ
ら
た
め
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
健
康
経
営
を
提
唱

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の
設
立
の
経
緯

と
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
田　
私
た
ち
は
健
康
経
営
を「
企
業
が
従
業
員
の

健
康
を
経
営
的
視
点
で
と
ら
え
、
戦
略
的
に
実
践
す

る
こ
と
で
、
経
営
面
で
も
大
き
な
成
果
を
期
待
で
き

る
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。

健
康
経
営
の
考
え
方
は
ア
メ
リ
カ
の「
ヘ
ル
シ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
」に
由
来
し
ま
す
。
米
国
の
経
営
心
理

学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン
が
１
９
８
０
年
代
に

「
健
康
な
従
業
員
こ
そ
が
収
益
性
の
高
い
会
社
を
つ

く
る
」と
い
う
ヘ
ル
シ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
う
考
え

方
を
掲
げ
、
経
営
的
視
点
か
ら
体
系
化
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ゼ
ン
は
、
健
康
な
従
業
員
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
高
い
と
主
張
し
、
不
健
康
だ
と
従
業
員
の
能
力
が

発
揮
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
健
康
管
理
の
重
要
性
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
健

康
を
害
し
、
仕
事
が
で
き
な
い
人
を
解
雇
で
き
る
法

機
に
２
０
０
６（
平
成
18
）年
に
健
康
経
営
研
究
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
同
年
に「
健
康
経
営
」
と
い
う
言

葉
の
商
標
登
録
を
行
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
活
動
当
初
は
理
事
が
活
動

費
を
出
し
あ
っ
て
、
無
償
で
健
康
経
営
の
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

―
当
初
は
な
か
な
か
浸
透
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
い
ま
で
は
経
済
産
業
省
の「
健
康
経
営

優
良
法
人
」の
認
定
な
ど
、
健
康
経
営
に
対
す
る
企

業
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

岡
田　
１
９
９
５
年
に
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
が
制

定
さ
れ
、「
高
齢
化
の
進
展
の
速
度
に
比
べ
て
国
民

の
意
識
や
社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
対
応
は
遅
れ
て
い

る
。早
急
に
対
応
す
べ
き
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

残
さ
れ
て
い
る
時
間
は
極
め
て
少
な
い
」と
危
機
感

が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る

一
方
で
、
高
齢
労
働
者
は
増
加
し
、
健
康
や
体
力
に

関
す
る
経
営
課
題
が
顕
在
化
す
る
こ
と
も
予
測
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
労
働
者
の
健
康
が
企
業
経
営
に
及
ぼ

す
影
響
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
と
の
危
惧
か
ら
、

当
時
の
厚
生
省
、
労
働
省
、
通
商
産
業
省
で
議
論
が

始
ま
り
、私
も
委
員
と
し
て
議
論
に
参
加
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
私
た
ち
の
啓
発
活
動
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
と
、
中
小
企
業
か
ら
は「
従
業
員
も
不
足
し

て
い
な
い
し
、
人
手
不
足
の
心
配
は
な
い
」と
い
わ

ア
メ
リ
カ
の「
ヘ
ル
シ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」の
発
想
を
も
と
に

日
本
独
自
の「
健
康
経
営
」を
提
言
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賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
営
利
目
的
で
は
な
く

啓
発
活
動
が
中
心
で
す
が
、
会
員
が
集
ま
っ
た
こ
と

で
以
前
の
手
弁
当
か
ら
、
講
師
に
交
通
費
や
講
演
料

も
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
健
康
経
営
研
究
会
で
は
、
２
０
２
１（
令
和
３
）

年
に「
未
来
を
築
く
、
健
康
経
営
の
深
化
」と
題
す

る
政
策
提
言
を
行
い
、
２
０
２
５
年
３
月
に
は
、
健

康
長
寿
産
業
連
合
会
、
健
康
経
営
会
議
実
行
委
員
会

と
と
も
に「
健
康
経
営
の
進
化
―
２
０
４
０
年
の
未

来
に
向
け
て
―
」を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
提
言
の
ね

ら
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
田　

２
０
０
６
年（
健
康
経
営
研
究
会
設
立
時
）

に
提
唱
し
た
健
康
経
営
の
考
え
方
を
１
・
０
、
２
０

２
１
年
の
提
言
を
２
・
０
、
今
回
の
提
言
を
３
・
０

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
１
・
０
で
は
経
営
者
が
健

康
管
理
を
単
な
る
福
利
厚
生
の
一
環
と
せ
ず
、
経
営

戦
略
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
提
起
し
、
２
・
０
で

は
従
業
員
を
コ
ス
ト
で
は
な
く「
資
本
」と
し
て
と
ら

え
、
経
営
者
を
含
む
組
織
全
体
が
倫
理
観
に
基
づ
き

健
康
経
営
を
実
践
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
提

言
を
行
い
ま
し
た
。
２
・
０
で「
深
化
」と
い
う
言
葉

を
使
っ
た
の
は
、
健
康
経
営
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
組
織
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
し
た
。

　
健
康
経
営
３
・
０
の
核
心
は
、「
人
的
資
本
の
変
革
」

を
通
じ
た「
高
齢
化
の
進
化
」へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
き
わ
め
て
大
き
な
課
題
と

な
る
な
か
、
２
０
２
５
年
に
団
塊
世
代
す
べ
て
が
後

期
高
齢
者
と
な
り
、
２
０
４
０
年
に
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
が
65
歳
に
入
り
ま
す
。
こ
の
間
に
し
っ
か
り
と

対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
健
康
な
働
き
手
が
い
な
く
な

る
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。「
人
生
１
０
０
年

時
代
」と
い
わ
れ
、
１
０
０
歳
の
長
寿
の
人
が
増
え
る

こ
と
は
日
本
人
に
と
っ
て
幸
せ
な
の
か
不
幸
な
の
か
。

現
役
時
代
に
一
生
懸
命
働
き
老
後
資
金
を
貯
め
た
人
、

ま
た
、
定
年
後
も
元
気
に
働
い
て
給
与
を
も
ら
え
る

人
は
長
寿
で
も
幸
せ
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
で
な
い
人
に

と
っ
て
は
不
幸
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
老
後
の
ケ
ア
も
含

め
て
退
職
後
も
豊
か
な
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
が
送
れ
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
企
業
の
社
会
的
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
す
。

れ
る
な
ど
、
な
か
な
か
浸
透
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
潮

目
が
変
わ
っ
た
の
は
政
府
が“
国
策
”と
し
て
推
進

の
旗
を
掲
げ
た
こ
と
で
す
。
２
０
１
４
年
の
安
倍
晋

三
内
閣
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
日
本
再
興
戦
略
改

定
２
０
１
４
』
ー
未
来
へ
の
挑
戦
」
で「
健
康
経
営
」

の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
、
経
営
者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て「
健
康
経
営
銘
柄
」の
設
定
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
「
健

康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」も
始
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
活
動
に
も
関
心
が
高
ま
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
会

員
も
現
在
で
は
１
０
０
法
人
を
超
え
、
多
く
の
方
に

経
営
的
視
点
で
と
ら
え
る
１・０
、
深
化
を
図
る
２・０
を
経
て

健
康
経
営
は「
高
齢
化
の
進
化
」を
う
な
が
す
３・０
へ
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今
回
の
提
言
で
は
、
そ
う
い
う
時
代
に
経
営
者
が

考
え
て
い
く
課
題
と
し
て
、
①
人
的
資
本
の
変
革
、

②
高
齢
化
の
進
化
―
生
涯
現
役
社
会
の
構
築
―
、
③

共
創
社
会
の
実
現
―
―
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
で
は
企
業
と
人
と
の
新
た
な
関
係
構
築
の
必
要
性

を
提
言
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
終
身
雇
用
か
ら
、
い

つ
で
も
離
職
・
転
職
す
る
な
ど
雇
用
の
流
動
化
が
進

み
、
働
き
方
も
テ
レ
ワ
ー
ク
や
兼
業
・
副
業
の
進
行

な
ど
柔
軟
化
が
い
っ
そ
う
進
ん
で
い
く
時
代
に
な
り

ま
す
。
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
大
き
く
変
わ
る
な
か

で
、
経
営
者
は
健
康
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
リ

ス
キ
リ
ン
グ
や
リ
カ
レ
ン
ト
投
資
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
か
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

―
②
の「
高
齢
化
の
進
化
」と
は
ど
う
い
う
も
の

で
し
ょ
う
か
。

岡
田　
暦
年
齢
通
り
の
高
齢
化
は
自
然
現
象
で
す
。

私
た
ち
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は「
老
化
」と
い
う

現
象
で
あ
り
、
こ
れ
を
い
か
に
予
防
し
て
い
く
か
が

「
進
化
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
本
の
企
業
は
中
高

年
従
業
員
に
は
1
回
あ
た
り
5
万
円
以
上
の
健
康
診

断
費
用
を
費
や
し
て
い
る
の
に
健
康
は
悪
化
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
い
ま
は
70
歳
ま
で
働
く
人
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ズ
ム
※
に
陥
っ

て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
生
産
性

が
上
が
ら
な
い
う
え
に
、
医
療
費
の
負
担
も
か
さ
ん

で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
か
ら
２
０

４
０
年
の
間
に「
老
化
」を
予
防
し
、
70
歳
ま
で
元

気
に
働
け
る
人
を
つ
く
る
こ
と
が
、
日
本
に
と
っ
て

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
最
終
的
な「
老
化
」は
会
社
で
は
管
理
で
き

ま
せ
ん
。今
後
は
健
康
経
営
の
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、

労
働
者
自
身
が
主
体
的
に
健
康
経
営
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
70
歳
ま
で
、
あ
る
い

は
さ
ら
に
そ
の
先
も
働
こ
う
と
思
え
ば
、
高
齢
者
が

自
ら
の
健
康
を
主
体
的
に
管
理
し
、
予
防
的
な
取
組

み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
１
社
の
み
が
健
康
経
営
を
営
ん
で
も
、
他
社
が

健
康
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
る
と
Ｂ
２
Ｂ
の
ビ
ジ

ネ
ス
が
成
立
し
な
く
な
る
の
で
、
多
く
の
企
業
が
健

康
経
営
を
営
み
お
互
い
に
成
長
し
な
け
れ
ば
社
会
が

発
展
し
ま
せ
ん
。
③
の
共
創
社
会
の
実
現
と
は
、
お

互
い
に
健
康
経
営
を
営
む
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
こ
れ
か
ら
健
康
経
営
に
取
り
組
む
企
業

の
担
当
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
田　
ま
ず
自
社
に
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
か
を
把
握

す
る
こ
と
で
す
。
企
業
や
業
種
に
よ
っ
て
課
題
は
異

な
り
ま
す
。
何
が
最
も
重
要
な
課
題
な
の
か
を
評
価

し
な
け
れ
ば
効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
自
社
の
課

題
を
発
見
す
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
、
協
会
け
ん
ぽ

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
特
定
健
診
の
デ
ー
タ
を
利
用
す

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
課
題
を
発
見
し
た
ら
改

善
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
具

体
策
を
実
践
し
、
さ
ら
に
結
果
を
検
証
す
る
と
い
う

流
れ
が
健
康
経
営
に
は
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
個
人
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
意
識
を
高
め

る
に
は
、経
営
者
自
身
か
ら「
わ
が
社
の
未
来
に
と
っ

て
一
人
ひ
と
り
の
健
康
が
非
常
に
大
切
だ
」と
従
業

員
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
特
に
中
小
企
業
の
場
合
は

一
人
ひ
と
り
の
従
業
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
大
切

な
役
割
を
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
今
後
は
高
齢
従
業

員
を
含
め
て
一
人
で
も
欠
け
る
こ
と
は
経
営
に
と
っ

て
も
厳
し
く
な
り
ま
す
。
従
業
員
を
だ
れ
一
人
と
し

て
取
り
残
さ
な
い
健
康
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
溝
上
憲
文
　
撮
影
／
中
岡
泰
博
）

従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
健
康
経
営
の
推
進
を

※　プレゼンティズム……出社しているにもかかわらず、心身の問題が作用してパフォーマンスが上がらない状態

特定非営利活動法人健康経営研究会 理事長

岡田邦夫さん
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52“学び直し”を科学する
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36 偉人たちのセカンドキャリア 第 8 回
教育者に転進した“日本騎兵の父”
秋山好古� 歴史作家 河合 敦

38 高齢者の職場探訪  北から、南から　第155 回�
新潟県　株式会社ナビック

42 高齢者に聞く
生涯現役で働くとは 第106回
公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団 シニアアドバイザー
森 義博さん（66歳）

※連載「日本史にみる長寿食」は休載します



特 集

　今回は、「新任人事担当者のための高齢者雇用入門」と題し、高齢者雇用の現　今回は、「新任人事担当者のための高齢者雇用入門」と題し、高齢者雇用の現
状や課題、取組みを推進するうえでのポイントなどについて、マンガを交えて、状や課題、取組みを推進するうえでのポイントなどについて、マンガを交えて、
新任人事担当者の方にもわかりやすく解説します。新任人事担当者の方にもわかりやすく解説します。
　70歳就業時代を迎え、働く高齢者は増えてきましたが、高齢者が持って　70歳就業時代を迎え、働く高齢者は増えてきましたが、高齢者が持っているいる
能力を発揮し、活き活き働ける環境・社会に向けて課題はまだまだ盛りだく能力を発揮し、活き活き働ける環境・社会に向けて課題はまだまだ盛りだくささ
んです。新任人事担当者の方はもちろん、ベテラン担当者や経営者のみなさまんです。新任人事担当者の方はもちろん、ベテラン担当者や経営者のみなさま
にも本企画をご一読いただき、高齢者雇用の推進にお役立てください。にも本企画をご一読いただき、高齢者雇用の推進にお役立てください。

高 齢 者
雇用入門
高 齢 者
雇用入門

新任人事担当者のための
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高齢者雇用の現状と課題高齢者雇用の現状と課題
田

た

口
ぐ ち

和
か ず

雄
お

 高千穂大学 経営学部 教授

★
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
従
業
員
約
２
０
０
人
。
定
年
65
歳
、
希
望
者
全
員
70
歳・基
準
該
当
者
を
75
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

※ このマンガに登場する会社・人物はすべて架空のものです

総論
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65
歳
ま
で
自
社
あ
る
い
は
自
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で

「
雇
用
」す
る
場
を
設
け
る
こ
と
が
企
業
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

新
高
齢
法
で
は
、
上
記
の
雇
用
確
保
措
置
に
加
え
て

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
企
業
に
対

し
て
図
表
２
の
下
段
に
示
す
五
つ
の
制
度
の
い
ず
れ
か

を「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」（
以
下
、「
就
業
確
保

措
置
」）と
し
て
講
じ
る
努
力
義
務
が
新
た
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

旧
高
齢
法
と
比
べ
た
新
高
齢
法
の
お
も
な
特
徴
は
次

の
2
点
で
す
。
第
一
は
、「
自
社
グ
ル
ー
プ
外
で
の
継

続
雇
用
が
可
能
に
な
っ
た
」
こ
と
で
す
。
③
の
継
続
雇

用
制
度（
再
雇
用
制
度
・
勤
務
延
長
制
度
）の
導
入
に

つ
い
て
、
雇
用
確
保
措
置
で
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

雇
用
は
自
社
と
特
殊
関
係
事
業
主（
自
社
の
子
法
人
等
、

親
法
人
等
、
親
法
人
等
の
子
法
人
等
、
関
連
法
人
等
、

親
法
人
等
の
関
連
法
人
等
）の
み
で
し
た
が
、
就
業
確

保
措
置
で
は
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
高
齢
者
に
対
し
て

そ
れ
ら
に
加
え
て
、「
他
の
事
業
主
」が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、
自
社
の
高
齢
者
が
継
続
雇
用
制
度
で

働
く
場
が
自
社
や
自
社
グ
ル
ー
プ
に
と
ど
ま
ら
ず
他
社

や
他
社
グ
ル
ー
プ
企
業
に
拡
大
さ
れ
た
点
で
す
。

第
二
は「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
就
業
確
保
措
置
の
①
～
③
の
制
度
は
こ

れ
ま
で
の
自
社
あ
る
い
は
他
社
で「
雇
用
さ
れ
る
働
き

方
」（
以
下
、「
雇
用
措
置
」）で
あ
る
の
に
対
し
、
④
と

11
は
じ
め
に
～
日
常
の
光
景
と
な
っ
て
い
る

は
じ
め
に
～
日
常
の
光
景
と
な
っ
て
い
る

シ
ニ
ア
の
就
業

シ
ニ
ア
の
就
業

高
齢
者
が
職
場
で
活
躍
し
て
い
る
光
景
を
日
常
生
活

の
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
平
成
期
に
政
府
が
進
め
た
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

（
以
下
、「
高
齢
法
」）の
改
正
、
そ
の
な
か
で
も
２
０
０

４（
平
成
16
）年
改
正（
２
０
０
６
年
4
月
施
行
）の
高

齢
法
が
企
業
に
義
務
づ
け
た「
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保

措
置
」を
受
け
て
、
希
望
す
れ
ば
65
歳
ま
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
就
労
環
境
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
令

和
期
に
入
っ
た
２
０
２
０（
令
和
２
）年
改
正
（
２
０

２
１
年
4
月
施
行
）の
高
齢
法
に
よ
り
、「
70
歳
ま
で
の

就
業
確
保
」の
努
力
義
務
化
が
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
高
齢
者
雇
用
は
70
歳
就
業
時
代

に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
ペ
ー
ジ
の
マ
ン
ガ
に
出
て
く
る
、
こ
の
春
に
人
事

部
に
異
動
し
た
若
木
さ
ん
の
よ
う
に
読
者
（
新
任
の
人

事
担
当
者
を
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
）
の
み
な
さ
ん
は

現
在
の
高
齢
法
に
よ
り
高
齢
者
雇
用
が
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
の
が
た
い
へ
ん
か
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
総
論
で
は
２
０
２
０
年
改
正
・
２
０

２
１
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
高
齢
法
の
概
要
を
ふ
り
返

る
と
と
も
に
、
政
府
統
計
を
も
と
に
現
在
の
高
齢
者
雇

用
に
お
け
る
現
状
を
確
認
し
、
70
歳
就
業
時
代
と
な
っ

た
令
和
期
の
高
齢
者
雇
用
の
課
題
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

22
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
概
要

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
概
要

ま
ず
高
齢
法
が
改
正
に
い
た
っ
た
背
景
か
ら
確
認
し

ま
す
。
わ
が
国
は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
２
０

０
８
年
の
1
億
２
８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
は
減

少
に
転
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
人
口
減
少
時
代
に
お
い

て
、
経
済
の
活
力
を
維
持
す
る
に
は
、
働
き
手
を
増
や

す
こ
と
が
わ
が
国
の
重
要
な
政
策
課
題
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
個
々
の
労
働
者
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
し
て
い
る
な
か
、
将
来
も
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

長
く
働
き
た
い
と
考
え
る
労
働
者
も
増
え
て
お
り
、
高

齢
期
に
な
っ
て
も
能
力
や
経
験
を
活
か
し
て
活
躍
で
き

る
環
境
の
整
備
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
背
景
の
も
と
、
高
齢
法
は
２
０
２
０
年
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
に
改
正
さ
れ
た
高
齢
法
（
以
下
、「
新

高
齢
法
」）の
ポ
イ
ン
ト
は
、
事
業
主（
以
下
、「
企
業
」）

が
高
齢
者
の
多
様
な
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
70
歳

ま
で
就
業
機
会
を
確
保（「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」）

で
き
る
よ
う
、現
行
の
高
齢
法
（
以
下
、「
旧
高
齢
法
」）

の
規
定（「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
」）に
加
え
、
企

業
に
多
様
な
選
択
肢
を
制
度
と
し
て
整
え
る
努
力
義
務

が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
で
す（
図
表
１
）※１
。

旧
高
齢
法
の
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
第
一
に
企
業

が
定
年
を
定
め
る
場
合
は
60
歳
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
そ
の
う
え
で
65
歳
ま
で
の
雇
用

機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
企
業
は
、
図
表
２
の
上
段
に

示
す
三
つ
の
制
度
の
い
ず
れ
か
を「
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
」（
以
下
、「
雇
用
確
保
措
置
」）と
し
て
設
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
※1　�なお、2012年度までに労使協定により継続雇用制度の対象者を限定する基準を定めていた事業主は、経過措置として2025年3月31日まで老

齢厚生年金の報酬比例部分の支給開始年齢以上の年齢の者について、継続雇用制度の対象者を限定する基準を定めることが認められていたが、
2025年4月1日以降は高年齢者雇用確保措置として、定年制の廃止、65歳までの定年の引上げ、希望者全員の65歳までの継続雇用制度の導入
のいずれかの措置を講じる必要がある

※ 筆者作成

図表１　新高齢法と旧高齢法の比較

旧高齢法 新高齢法
（2020年改正、2021年4月施行）

高年齢者雇用確保措置
（65歳までの雇用確保措置）

○
（義務）

○
（義務）

高年齢者就業確保措置
（70歳までの就業確保措置） ー ○

（努力義務）
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⑤
の
制
度
は「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」で「
創
業

支
援
等
措
置
」と
呼
ば
れ
ま
す
。
④
は
会
社
か
ら
独
立

し
て
起
業
し
た
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
た
者
と
業

務
委
託
契
約
を
結
ん
で
仕
事
に
従
事
し
て
も
ら
う
方

法
、
⑤
は
企
業
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
に
自
社
の
高
齢

者
を
従
事
さ
せ
る
方
法
で
す
。
働
く
人
た
ち
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
働
き
方
が
誕
生
し
て
い
ま
す
が
、
高

齢
者
で
も
同
様
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
２
０
２
０
年
の
改
正
で
創
業
支
援
等
措
置
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
創
業
支
援
等
措
置
を
導
入
す
る
場

合
、
企
業
は
過
半
数
労
働
組
合
等
※２
の
同
意
を
得
て
導

入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
65
歳
以
降
は
自
社（
自
社
グ
ル
ー
プ
）

で
の「
雇
用
」に
限
定
せ
ず
、他
社
で
の
雇
用
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
と
し
て
の
業
務
委
託
な
ど
の
働
く
場
の
選
択
肢

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら「
就
業
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

33
高
齢
者
雇
用
の
現
状

高
齢
者
雇
用
の
現
状

～
雇
用
と
就
業
の
状
況

～
雇
用
と
就
業
の
状
況

高
齢
者
雇
用
の
現
状
を
政
府
統
計
か
ら
確
認
し
ま

す
。
図
表
３
は
２
０
０
０
年
以
降
の
高
齢
法
の
改
正
に

あ
わ
せ
た
２
０
０
６
年（
２
０
０
４
年
改
正
の「
高
年

齢
者
雇
用
確
保
措
置
義
務
化
」の
施
行
年
）、２
０
１
３

年
（
２
０
１
２
年
改
正
の「
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者

を
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
」の
施
行
年
）、２
０
２

65
歳
ま
で
自
社
あ
る
い
は
自
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で

「
雇
用
」す
る
場
を
設
け
る
こ
と
が
企
業
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

新
高
齢
法
で
は
、
上
記
の
雇
用
確
保
措
置
に
加
え
て

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
企
業
に
対

し
て
図
表
２
の
下
段
に
示
す
五
つ
の
制
度
の
い
ず
れ
か

を「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」（
以
下
、「
就
業
確
保

措
置
」）と
し
て
講
じ
る
努
力
義
務
が
新
た
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

旧
高
齢
法
と
比
べ
た
新
高
齢
法
の
お
も
な
特
徴
は
次

の
2
点
で
す
。
第
一
は
、「
自
社
グ
ル
ー
プ
外
で
の
継

続
雇
用
が
可
能
に
な
っ
た
」
こ
と
で
す
。
③
の
継
続
雇

用
制
度（
再
雇
用
制
度
・
勤
務
延
長
制
度
）の
導
入
に

つ
い
て
、
雇
用
確
保
措
置
で
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

雇
用
は
自
社
と
特
殊
関
係
事
業
主（
自
社
の
子
法
人
等
、

親
法
人
等
、
親
法
人
等
の
子
法
人
等
、
関
連
法
人
等
、

親
法
人
等
の
関
連
法
人
等
）の
み
で
し
た
が
、
就
業
確

保
措
置
で
は
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
高
齢
者
に
対
し
て

そ
れ
ら
に
加
え
て
、「
他
の
事
業
主
」が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、
自
社
の
高
齢
者
が
継
続
雇
用
制
度
で

働
く
場
が
自
社
や
自
社
グ
ル
ー
プ
に
と
ど
ま
ら
ず
他
社

や
他
社
グ
ル
ー
プ
企
業
に
拡
大
さ
れ
た
点
で
す
。

第
二
は「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
就
業
確
保
措
置
の
①
～
③
の
制
度
は
こ

れ
ま
で
の
自
社
あ
る
い
は
他
社
で「
雇
用
さ
れ
る
働
き

方
」（
以
下
、「
雇
用
措
置
」）で
あ
る
の
に
対
し
、
④
と

※２　�過半数労働組合等……�労働者の過半数を代表する労働組合がある場合には労働組合を、労働者の過半数を代表する労働組合がない場合には労働者の過
半数を代表する者をそれぞれさす

（注）「特殊関係事業主」とは自社の子法人等、親法人等、親法人等の子法人等、関連法人等、親法人等の関連法人等を示す
出典：厚生労働省「高年齢者雇用安定法の概要」（https://www.mhlw.go.jp/content/11700000/001245647.pdf）をもとに筆者作成

図表２　新高齢法の概要
制 度 内 容

高年齢者雇用確保措置
（雇用確保措置）
〔義務〕

① 65 歳までの定年引上げ
② 定年制の廃止
③ �65 歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入 

（特殊関係事業主〔子会社・関連会社等〕によるものを含む）

高年齢者就業確保措置
（就業確保措置）
〔努力義務〕

① 70 歳までの定年引上げ
② 定年制の廃止
③ �70 歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入 

（特殊関係事業主に加えて、他の事業主によるものを含む）

④ 70 歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度の導入
⑤ 70 歳まで継続的に以下の事業に従事できる制度の導入
　a. 事業主が自ら実施する社会貢献事業 
　b. 事業主が委託、出資（資金提供）等する団体が行う社会貢献事業

雇用措置 
（雇用される働き方）

創業支援等措置 
（雇用によらない働き方）
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み
る
と
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
「
60
歳
台
前
半
層
」

の
就
業
状
況
の
推
移
は
２
０
０
６
年
（
52
・
６
％
）、

２
０
１
３
年
（
58
・
９
％
）、
２
０
２
３
年
（
74
・
０
％
）

と
右
肩
上
が
り
の
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も

２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
10
年
間
の
上
が

り
方
（
58
・
９
％
→
74
・
０
％
：
15
・
１
ポ
イ
ン
ト
の

増
加
）は
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
１
３
年
の
上
が
り

方
（
52
・
６
％
→
58
・
９
％
：
６
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
増

加
）
と
比
べ
2
倍
以
上
で
、
65
歳
定
年
へ
の
定
年
年
齢

の
引
上
げ
が
多
く
の
企
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か

で
、
65
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
一
般
的
な
キ
ャ
リ
ア
に
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

実
質
65
歳
定
年
を
迎
え
た
後
の
60
歳
台
後
半
層
（
65

～
69
歳
）の
3
時
点
の
就
業
状
況
の
推
移
に
つ
い
て
も
、

60
歳
台
前
半
層
と
同
じ
傾
向
（
①
右
肩
上
が
り
増
加
傾

向
、
②
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
１
３
年
の
上
が
り
方
に

比
べ
た
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
上
が
り

方
が
大
き
い
こ
と
）
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
60
歳
台
前
半

層
の
就
業
状
況
が
増
え
て
い
る
の
は
年
金
受
給
開
始
年

齢
の
引
上
げ
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
も
か
か
わ
っ
て
お

り
、
60
歳
台
後
半
層
の
就
業
状
況
の
推
移
―
―
水
準
は

60
歳
台
前
半
層
が
低
い
も
の
の
、
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
―
―
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
現

在
、
65
歳
以
上
の
約
4
人
に
1
人
（
25
・
２
％
）
が
、

70
歳
以
上
は
約
５
・
４
人
に
1
人
（
18
・
４
％
）
が
働

３
年（
２
０
２
０
年
改
正
の「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措

置
の
努
力
義
務
化
」の
施
行
）の
３
時
点
の
高
年
齢
者

の
雇
用
と
就
業
の
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
企
業
の
雇
用
状
況
を
確
認
す
る
と
、
高
年
齢
者

雇
用
確
保
措
置
を
実
施
し
て
い
る
企
業
（
高
年
齢
者
雇

用
確
保
措
置
実
施
企
業
）
の
推
移
は
２
０
０
６
年

（
84
・
０
％
）、２
０
１
３
年
（
92
・
８
％
）、２
０
２
３

年（
99
・
９
％
）
と
右
肩
上
が
り
の
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
２
０
１
２
年
改
正
の「
継
続
雇

用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
」は

実
質
65
歳
定
年
制
に
向
け
た
転
機
と
な
り
、
現
在
、
ほ

と
ん
ど
の
企
業
で
65
歳
ま
で
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
に
あ
わ
せ
て
希
望
者
全
員
が
65
歳
以

上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割
合（
２
０
０
６
年：34・０
％
、

２
０
１
３
年
：
62
・
４
％
、
２
０
２
３
年
：
81
・
８
％
）

も
右
肩
上
が
り
の
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
２
０
２
３
年
で

は
8
割
を
超
え
る
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
今

回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
70
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割

合
は
希
望
者
全
員
が
65
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割

合
に
比
べ
低
い
水
準
（
２
０
０
６
年
：
11
・
６
％
、
２

０
１
３
年
：
16
・
７
％
、
２
０
２
３
年
：
40
・
９
％
）

に
あ
る
も
の
の
、
70
歳
就
業
時
代
に
向
け
て
着
実
に
そ

の
割
合
は
増
え
て
お
り
、
２
０
２
３
年
で
は
約
4
割
に

達
し
て
い
ま
す
。

次
に
高
年
齢
者
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。
図
表
3
を

（注）  「雇用状況」は 51人以上規模企業。（　　）は 31人以上規模企業、2023 年は「51人以上の規模企業」の集計は行われていない
出典 ： 厚生労働省「高年齢者雇用状況等報告」、総務省統計局「労働力調査」をもとに筆者作成

図表３　高年齢者の雇用状況と就業状況� （単位：％）

2006年 
（平成18年）

2013年 
（平成25年）

2023年 
（令和5年）

高齢法改正の主な内容
2004年改正の「高年齢者
雇用確保措置義務化」の
施行

2012年改正の「継続雇用
制度の対象者を限定でき
る仕組みの廃止」の施行

2020年改正の「高年齢者
就業確保措置の努力義務
化」の施行）

雇用状況

高年齢者雇用確保措置実施企業（注） 84.0 92.8（92.3） （99.9）

希望者全員が65歳以上まで働ける企業 34.0 62.4（66.5） （81.8）

70歳以上まで働ける企業 11.6 16.7（18.2） （40.9）

就業状況

60～64歳 52.6 58.9 74.0 

65～69歳 34.6 38.7 52.0 

65歳以上 19.4 20.1 25.2 

70歳以上 13.3 13.1 18.4 
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事
の
指
示
な
ど
で
は
高
齢
社
員
一
人
ひ
と
り
へ
の
配
慮

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

高
齢
社
員
の
戦
略
的
活
用
を
今
後
と
も
進
め
て
い
く

際
に
は
、
働
き
方
が
多
様
化
す
る
高
齢
社
員
の
健
康
状

態
に
配
慮
し
た
職
場
管
理
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
の
際
に
は
高
齢
社
員
の
健
康
状
態
は

個
人
情
報
で
す
の
で
、
そ
の
保
護
も
あ
わ
せ
て
求
め
ら

れ
ま
す
。
職
場
管
理
で
重
要
な
役
割
を
に
な
う
の
は
職

場
管
理
者
で
す
の
で
、
彼
ら
の
職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
職
場
管
理
者

へ
の
会
社
の
さ
ら
な
る
支
援
が
不
可
欠
で
す
。
今
後
と

も
職
場
で
活
躍
す
る
高
齢
社
員
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
な
か
、
職
場
管
理
者
の
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の
向
上
と
支
援
が
高
齢
者
雇
用
に
お
け
る
新
た
な
課

題
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
働
き
方
を
高
齢
社
員
は
希
望
し
ま

す
が
、
65
歳
以
降
の
働
き
方
は
、
引
き
続
き
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
を
希
望
し
た
り
、
働
く
ペ
ー
ス
を
緩
や
か
に
し

た
短
日
・
短
時
間
勤
務
を
希
望
し
た
り
と
多
様
化
し
ま

す
。
人
口
減
少
時
代
の
な
か
人
手
不
足
に
よ
り
人
材
獲

得
競
争
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
ま
す
。
長
年
の
職
業

生
活
で
蓄
積
し
て
き
た
ス
キ
ル
や
経
験
を
持
つ
高
齢
社

員
は
企
業
に
と
っ
て
貴
重
な
戦
力
で
あ
り
、
お
お
い
に

頼
り
に
な
り
ま
す
。
高
齢
社
員
の
戦
略
的
活
用
を
今
後

と
も
進
め
て
い
く
に
は
、
多
様
化
す
る
働
き
方
に
寄
り

そ
っ
た
高
齢
者
雇
用
の
個
別
施
策
の
整
備
・
拡
充
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す（
具
体
的
な
施
策
に
つ
い

て
は
解
説
1
～
5
を
参
照
く
だ
さ
い
）。

二
つ
め
は
職
場
管
理
者
の
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

の
向
上
と
支
援
で
す
。
高
齢
者
雇
用
に
お
い
て
避
け
て

は
通
れ
な
い
課
題
の
一
つ
に
高
齢
社
員
の
健
康
管
理
が

あ
り
ま
す
。
加
齢
に
と
も
な
う
身
体
機
能
の
低
下
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
問
題
な
く
遂
行
し
て
い
た
作
業（
例
え

ば
、
身
体
的
負
担
を
と
も
な
う
作
業
な
ど
）が
む
ず
か

し
く
な
っ
た
り
、
危
険
度
が
高
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
そ
の
作
業
を
担
当
か
ら
外
す
、
あ
る
い
は
引

き
続
き
担
当
さ
せ
る
場
合
に
は
職
場
・
作
業
改
善
な
ど

の
対
応
が
会
社
や
仕
事
を
指
示
す
る
職
場
管
理
者
に
求

め
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
身
体
機
能
の
低
下

や
健
康
状
態
は
個
々
人
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
の

で
、
特
に
担
当
し
て
も
ら
う
役
割
や
仕
事
や
日
々
の
仕

い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
雇
用
は
70
歳
就
業
時
代
に
向
け

た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

44
お
わ
り
に
～
人
口
減
少
時
代
の
高
齢
者

お
わ
り
に
～
人
口
減
少
時
代
の
高
齢
者

雇
用
を
考
え
る

雇
用
を
考
え
る

人
口
減
少
時
代
と
な
っ
た
日
本
の
労
働
力
人
口（
15 

歳
以
上
人
口
の
う
ち
、
就
業
者
と
完
全
失
業
者
を
合
わ

せ
た
人
口
）は
１
９
９
０
年
の
６
３
９
４
万
人
か
ら
２

０
２
２
年
の
６
９
０
２
万
人
へ
と
増
え
て
い
ま
す
が
、

２
０
３
０
年
に
は
６
５
５
６
万
人
、
２
０
４
０
年
に
６

０
０
２
万
人
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
※３
。
総
労

働
力
人
口
に
お
け
る
60
歳
以
上
の
労
働
力
人
口
の
比
率

は
１
９
９
０
年
の
11・５
％
か
ら
２
０
２
２
年
21・５
％

へ
と
拡
大
し
て
お
り
※４
、
現
在
50
代
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
が
２
0
３
０
年
代
に
は
60
代
に
な
る
の
で
、
60
歳

以
上
の
労
働
力
人
口
は
今
後
と
も
拡
大
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
人
口
減
少
時
代
の
な
か
で
高
齢
社
員
の

戦
略
的
活
用（
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
と
し
て
の

活
用
）が
不
可
欠
と
な
り
、
70
歳
ま
で
の
就
業
環
境
の

整
備
が
企
業
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
後
に
今

後
の
高
齢
者
雇
用
の
課
題
と
し
て
大
き
く
２
点
を
取
り

上
げ
ま
す
。

一
つ
は
、
多
様
化
す
る
働
き
方
に
対
応
し
た
雇
用
施

策（
制
度
や
環
境
）の
整
備
・
拡
充
で
す
。
年
金
の
受

給
開
始
年
齢
は
原
則
と
し
て
65
歳
で
す
の
で
、
65
歳
ま

※３　�独立行政法人労働政策研究・研修機構の推計（労働政策研究・研修機構〔2024〕「2023年度版労働力需給の推計」）。この数値は一人当たりゼ
ロ成長に近い経済状況のもと、労働参加が 2022 年と同水準で推移した場合（一人当たりゼロ成長・労働参加現状シナリオ）の値。なお、経
済・雇用政策を講じ、成長分野の市場拡大が進み、女性および高齢者等の労働市場への参加が進展する場合（成長実現・労働参加進展シナリオ）
は、2030 年に 6,940 万人と増加した後、2040 年に 6,791 万人と減少すると推定している

※４　総務省「労働力調査」
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11
な
ぜ
高
齢
者
雇
用
制
度
を

な
ぜ
高
齢
者
雇
用
制
度
を

設
け
る
の
か
？

設
け
る
の
か
？

解
説
１
で
は
高
齢
者
雇
用
の
中
核
を
に
な
う
高
齢
者

雇
用
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。
正
社
員
は 

「
雇
用
期
間
の

定
め
の
な
い
、
直
接
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
」
雇
用
形
態

で
、
マ
ン
ガ
に
登
場
す
る
若わ

か

木ぎ

さ
ん
、
大お

お

島し
ま

桜ざ
く
ら

部
長
、

柏か
し
わ

主
任
が
こ
の
形
態
で
す
。
会
社
で
雇
用
さ
れ
る
と
本

人
が
退
職
を
申
し
出
る
ま
で
正
社
員
と
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
定
年
年
齢

を
定
め
、そ
の
多
く
が
60
歳
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

総
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法（
以

下
、「
高
齢
法
」）で
、
65
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
の
義
務
化
と
、
70
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確

保
措
置
の
努
力
義
務
化
が
企
業
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
高
齢
者
雇
用
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

22
高
齢
者
雇
用
制
度
の
概
要

高
齢
者
雇
用
制
度
の
概
要

高
齢
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
雇
用
制
度
の
な

か
で
代
表
的
な
制
度
は「
定
年
廃
止
」、「
定
年
延
長
」、

「
継
続
雇
用
制
度
」の
３
制
度
で
す
。

ま
ず
定
年
廃
止
は
、
定
年
年
齢
を
定
め
て
い
る
定
年

制
を
廃
止
す
る
制
度
で
、
高
齢
社
員（
労
働
者
）の
退
職

の
申
し
出
、
あ
る
い
は
高
齢
社
員
と
会
社
と
の
合
意
に

よ
り
労
働
契
約
を
終
了
さ
せ
る
ま
で
、
高
齢
社
員
は
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。定
年
廃
止
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

会
社
と
し
て
長
く
働
い
て
ほ
し
い
高
齢
社
員
を
雇
用
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
す
べ
て
の
高
齢
社
員
に
対

し
て
安
定
し
た
雇
用
を
保
障
す
る
こ
と
で
本
人
の
安
心

感
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
す
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
高
齢
社
員
の
退
職
時
期
が
不
定
と
な
る
た
め
、
人

員
計
画
が
立
て
に
く
く
な
る
こ
と
、
雇
用
契
約
終
了
時

の
ル
ー
ル
な
ど
で
問
題
が
起
こ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

次
に
定
年
延
長
は
、
現
在
企
業
が
定
め
て
い
る
定
年

年
齢
を
引
き
上
げ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
雇
用
形
態
の

ま
ま
雇
用
を
継
続
す
る
制
度
で
す
。
定
年
廃
止
と
の
大

き
な
違
い
は
、
こ
れ
ま
で
定
め
ら
れ
た
定
年
年
齢
を
廃

止
す
る
か
、
引
き
上
げ
る
か
の
違
い
で
、
雇
用
形
態
は

そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
ま
す
。定
年
延
長
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

定
年
廃
止
と
同
じ
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
労
働
条
件
の

変
更
が
む
ず
か
し
い
こ
と
、
定
年
延
長
を
望
ま
な
い
高

齢
社
員
も
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

最
後
の
継
続
雇
用
制
度
は
、
定
年
に
達
し
た
正
社
員

を
本
人
が
希
望
す
れ
ば
引
き
続
き
雇
用
す
る
制
度
で

す
。
多
く
の
企
業
で
導
入
し
て
い
る
代
表
的
な
継
続
雇

用
制
度
の
再
雇
用
制
度
を
例
に
す
る
と
、
雇
用
形
態
を

継
続
す
る
定
年
廃
止
と
定
年
延
長
と
は
異
な
り
、
再
雇

用
制
度
は
定
年
に
達
し
た
者（
正
社
員
）
を
い
っ
た
ん

退
職
さ
せ
て
、
契
約
社
員
、
嘱
託
社
員
な
ど
の
雇
用
形

態
に
よ
り
再
び
雇
用
す
る
点
で
す
。
継
続
雇
用
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
定
年
前
後
で
労
働
条
件
の
変
更
が
比
較

的
や
り
や
す
い
こ
と
、
定
年
と
い
う
ラ
イ
ン
を
引
く
こ

と
で
、
一
人
ひ
と
り
に
緊
張
感
を
持
た
せ
、
意
識
転
換

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
す
。
一
方
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
定
年
前
後
で
労
働
条
件
を
大
き
く
引
き
下
げ

る
と
高
齢
社
員
の
意
欲
低
下
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
、
長
く
勤
め
て
ほ
し
い
高
齢
社
員
で
あ
っ
て
も

継
続
雇
用
の
労
働
条
件
が
折
り
合
わ
ず
、
定
年
時
点
で

退
職
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

33
高
齢
社
員
活
用
の
基
本
方
針
と

高
齢
社
員
活
用
の
基
本
方
針
と

高
齢
者
雇
用
制
度

高
齢
者
雇
用
制
度

で
は
、
自
身
の
会
社
に
ど
の
よ
う
な
高
齢
者
雇
用
制

度
を
整
備
・
拡
充
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
マ
ン

ガ
の（
株
）Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
導
入
し
て

い
る
高
齢
者
雇
用
制
度
と
同
じ
制
度
（
65
歳
定
年
制
、

希
望
者
全
員
70
歳
ま
で
継
続
雇
用
、
基
準
該
当
者
を
75

歳
ま
で
継
続
雇
用
）を
そ
の
ま
ま
導
入
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
解
説
２
で
あ
ら
た
め
て
詳
し
く
述
べ
ま
す

が
、高
齢
者
雇
用
の
個
別
施
策
は
、企
業
の
経
営
戦
略・

方
針
の
も
と
展
開
さ
れ
る
、
高
齢
社
員
活
用
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。で
す
の
で
、

高
齢
者
雇
用
制
度
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
単
独
で
考
え
る

の
で
は
な
く
高
齢
社
員
活
用
の
基
本
方
針
の
も
と
、
高

齢
社
員
の
就
労
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
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11
評
価
・
処
遇
制
度
に
か
か
わ
る
問
題

評
価
・
処
遇
制
度
に
か
か
わ
る
問
題

～
継
続
雇
用
後
の
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下

～
継
続
雇
用
後
の
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下

企
業
の
労
務
構
成
で
高
齢
社
員
が
大
き
な
集
団
と

な
っ
て
い
る
今
日
、「
高
齢
社
員
の
戦
略
的
活
用
」は

高
齢
社
員
活
用
の
基
本
方
針
の
標
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
定
年
を
迎
え
た
高
齢
社
員
は
継
続
雇
用
に
切
り
替

わ
っ
て
も
、
職
場
で
正
社
員
と
い
っ
し
ょ
に
活
き
活
き

と
活
躍
し
て
い
る
姿
が
多
く
の
企
業
で
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
定
年
前
は
活
き
活
き
と
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
た
社
員
が
、
継
続
雇
用
に
切
り
替
わ

る
と
仕
事
へ
の
取
組
み
意
識
が
下
が
っ
て
し
ま
う「
高

齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
の
問
題
」に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
企
業
が
み
ら
れ
ま
す
。
継
続
雇
用
後
の
仕
事

内
容
は
定
年
前
と
ほ
ぼ
同
じ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
金

な
ど
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
へ
の
不
満
が
そ
の
背
景
に

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
継
続
雇
用
時
の
賃
金
・
評
価
制

度
も
正
社
員
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
高
齢
社
員
全
員
が

同
じ
賃
金
で
、
評
価
が
行
わ
れ
な
い
対
応
が
と
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

マ
ン
ガ
の（
株
）Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
も
以

前
は
こ
の
よ
う
な
制
度
だ
っ
た
た
め
、
高
齢
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
。そ

こ
で
、
解
説
２
で
は
賃
金
・
評
価
制
度
の
視
点
か

ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

22
人
事
管
理
の
基
本
原
則
と

人
事
管
理
の
基
本
原
則
と

賃
金
・
評
価
制
度

賃
金
・
評
価
制
度

賃
金
・
評
価
制
度
を
考
え
る
に
は
、
そ
の
基
盤
と
な

る
人
事
管
理
の
基
本
原
則
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
賃
金
・
評
価
制
度
を
含
め
企
業
の
人
事
管
理
の
個

別
施
策（
仕
組
み
）は
そ
れ
単
独
で
設
計
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
経
営
方
針
・
戦
略
に
基
づ
い
た
人
材
活

用
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

人
事
管
理
は
こ
の
基
本
原
則
に
加
え
て
労
働
法
制
を
遵

守
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

高
齢
社
員
の
賃
金
・
評
価
制
度
に
つ
い
て
も
こ
の
人

事
管
理
の
基
本
原
則
を
あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
、
な
か
で
も
労
働
法
制
で
は
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法（
以
下
、「
高
齢
法
」）を
遵
守
し
つ
つ
、
経
営

方
針
・
戦
略
に
基
づ
い
た
高
齢
社
員
活
用
の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
高
齢
社
員
の
賃
金
・
評
価
制
度
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

33
戦
略
的
活
用
の
進
化
と

戦
略
的
活
用
の
進
化
と

賃
金
・
評
価
制
度

賃
金
・
評
価
制
度

総
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
２
０
２
１（
令
和
３
）年

に
施
行
さ
れ
た
改
正
高
齢
法
は
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会

を
確
保
す
る
措
置
を
講
じ
る
努
力
義
務
を
企
業
に
課
し

ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
従
来
の
自
社
内
で
の
雇
用

確
保
に
加
え
て
65
歳
以
降
の
就
業
に
つ
い
て
他
社
で
の

雇
用
の
確
保
な
ど
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
特
に
65
歳
以
降
の
働
き
方
の
選
択
肢
が
拡
が
る

と
と
も
に
60
歳
の
定
年
後
も
継
続
雇
用
で
10
年
近
く
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
問
題
は
単
に

彼
ら
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
彼
ら
と
一
緒
に
職
場
で

働
い
て
い
る
正
社
員
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

改
正
高
齢
法
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
高
齢
社
員
の

就
業
形
態
に
は
多
様
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在

70
歳
就
業
を
進
め
て
い
る
先
進
企
業
の
多
く
が
実
施
し

て
い
る
、
自
社
で
雇
用
す
る
ケ
ー
ス
を
中
心
に
令
和
期

に
お
け
る
高
齢
社
員
の
賃
金
・
評
価
制
度
を
考
え
て
み

る
と
、
平
成
期
を
通
し
て
多
く
の
企
業
は
高
齢
社
員
の

活
用
を
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
と
し
て
の
戦
略
的

活
用
へ
の
転
換
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和
期
に
お
け

る
高
齢
社
員
の
活
用
は
引
き
続
き
戦
略
的
活
用
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
戦
略
的
活
用

の
進
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
正
社
員
と
同
じ

よ
う
に
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
役
割
を
高
齢
社
員
に
も

求
め
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

彼
ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た

め
に
も
、
企
業
は
人
事
管
理
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

高
齢
社
員
に
も
正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
、
働
き
ぶ
り
に

応
じ
た
賃
金
・
評
価
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
※
。

※　具体的な手順などについては JEEDの「70歳雇用推進マニュアル」（2021年）をご参照ください。
　　https://www.jeed.go.jp/elderly/data/q2k4vk000000tf3f-att/q2k4vk000003om56.pdf
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11
は
じ
め
に

は
じ
め
に

定
年
前
の
正
社
員
時
代
と
同
じ
よ
う
に
高
齢
社
員
に

活
き
活
き
と
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
彼
ら
の
仕
事

へ
の
働
き
ぶ
り
を
正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
評
価
し
て
賃

金
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
に
見
直
す
こ
と
以
外
に
も
、

仕
事
に
や
り
が
い
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
不
可
欠
で

す
。
こ
の
必
要
性
は
、
い
ま
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
企
業
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
日
常
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
行
う
か
は
時
代
に

よ
っ
て
異
な
り
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
で
す
。
解
説
３
で
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
高
齢
者
雇
用
を
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

22
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
？

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
？

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト（engagem

ent

）は「
約
束
」、

「
契
約
」な
ど
の
意
味
を
表
し
ま
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
分

野
で
は「
従
業
員
が
企
業
に
持
つ
愛
着
や
帰
属
意
識
」

を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
は
、
従
業
員
個
人
と
仕

事
と
の
関
係
に
注
目
し
た
「
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
」
と
、
従
業
員
個
人
と
組
織
と
の
関
係
に
着
目
し
た

「
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
の
二
つ
の
種
類
が
あ

り
、「
仕
事
へ
の
満
足
度
」
が
こ
れ
ら
に
共
通
し
ま
す
。

企
業
と
従
業
員
は
仕
事
を
通
し
て
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
、
仕
事
へ
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
、
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
高
い
従
業
員
は
仕
事
へ
の
関
心
が
高

く
、
自
発
的
に
企
業
に
貢
献
す
る
よ
う
行
動
し
ま
す
。

マ
ン
ガ
に
登
場
す
る
高
齢
社
員
の
桐き

り

野の

さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験
や
知
識・ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

仕
事
に
や
り
が
い
を
持
っ
て
職
場
で
活
き
活
き
と
働
い

て
お
り
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
高
い
人
に
あ
て
は
ま

り
ま
す
。

こ
う
し
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
日
本
で
注
目
さ
れ

た
お
も
な
背
景
は
、
人
手
不
足
を
背
景
に
し
た
人
材
の

流
動
化
で
す
。
人
材
確
保
や
離
職
の
防
止
に
は
、
賃
金

の
引
上
げ
な
ど
の
労
働
条
件
の
改
善
は
有
効
な
対
策
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
対
策
は
ほ
か
の
企
業
も
容
易
に
模

倣
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
資
金
力
の
な
い
企
業
は

不
利
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、資
金
力
の
あ
る
企
業
で
も
、

人
手
不
足
の
も
と
で
は
人
件
費
増
加
は
続
く
の
で
、
経

営
業
績
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ
の
点
、エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
場
合
、
一
度
そ
れ
を
高
め
る
と
、
従
業
員

と
企
業
の
結
び
つ
き
は
高
い
状
態
で
持
続
す
る
の
で
、

離
職
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の

な
か
で
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

33
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
か
ら

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
か
ら

高
齢
者
雇
用
を
考
え
る

高
齢
者
雇
用
を
考
え
る

高
齢
社
員
が
仕
事
に
や
り
が
い
を
持
っ
て
、
活
き
活

き
と
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
（
高
齢
社
員

の
）
仕
事
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
高
齢
社
員
の
桐
野
さ
ん
の
よ
う
に
高
齢

社
員
が
持
つ
豊
富
な
経
験
や
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

せ
る
仕
事
や
役
割（
後
進
育
成
な
ど
）、
解
説
4
で
登

場
す
る
新
設
部
署
に
異
動
し
新
し
い
仕
事
に
挑
戦
し
て

い
る
高
齢
社
員
の
木も

く

蓮れ
ん

さ
ん
の
よ
う
に
、
新
た
な
役
割

や
仕
事
を
高
齢
社
員
に
担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

そ
の
際
に
は
、
総
論
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
高
齢
社
員

の
戦
略
的
活
用
の
も
と
で
、
高
齢
社
員
に
担
当
し
て
も

ら
う
仕
事
や
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

高
齢
社
員
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
高
齢
社
員

へ
の
企
業
の
期
待
を
意
味
し
ま
す
の
で
、
自
身
の
役
割

が
明
確
化
さ
れ
た
高
齢
社
員
は
仕
事
へ
の
満
足
度
が
高

ま
り
、
活
き
活
き
と
働
け
る
の
で
す
。

役
割
の
明
確
化
は
定
年
前
の
正
社
員
に
も
あ
て
は
ま

り
、
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
て
い
る
企
業
で

は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
読
者
の
企
業
で
役
割
の
明
確
化
を

定
年
前
の
正
社
員
に
行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
高
齢
社
員

に
も
行
う
こ
と
、
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
高
齢
社
員
だ
け

で
は
な
く
、社
員
全
員
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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11
求
め
ら
れ
る
自
律
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

求
め
ら
れ
る
自
律
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

解
説
２
と
３
で
は
、
高
齢
社
員
に
活
き
活
き
と
活
躍

し
て
も
ら
う
た
め
の
課
題
を
評
価
・
賃
金
制
度
と
最
近

注
目
の
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
か
ら
考
え
て
み
ま

し
た
。
高
齢
社
員
に
活
き
活
き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
に

は
企
業
が
そ
の
環
境
を
整
備
・
拡
充
す
る
だ
け
で
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ン
ガ
に
登
場
す
る
、
デ
ジ
タ

ル
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
猛
勉
強
し
て
習
得
し
、
自
分
の

経
験
を
活
か
し
て
い
た
部
署
か
ら
新
設
の
部
署
に
異
動

し
て
新
し
い
仕
事
に
挑
戦
し
て
い
る
高
齢
社
員
の
木も

く

蓮れ
ん

さ
ん
の
よ
う
に
、
高
齢
社
員
は
継
続
雇
用
後
も
引
き
続

き
活
躍
す
る
意
識
（
キ
ャ
リ
ア
自
律
）を
持
ち
、
業
務

に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
や
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
解
説
４
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
自
律
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

22
キ
ャ
リ
ア
自
律
が
求
め
ら
れ
る
背
景

キ
ャ
リ
ア
自
律
が
求
め
ら
れ
る
背
景

～
変
わ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ
り
方
と
戦
略
的
活
用

～
変
わ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ
り
方
と
戦
略
的
活
用

高
齢
者
雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、
高
齢
社

員
活
用
の
基
本
方
針
を
戦
略
的
活
用
に
転
換
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
総
論
で
述
べ
ま
し
た
。
平
成

期
の
実
質
65
歳
定
年
制（
60
歳
定
年
＋
希
望
者
全
員
の

65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
）で
は
管
理
職
を
目
ざ
し
た「
の

ぼ
る
キ
ャ
リ
ア
」
の
も
と
、
継
続
雇
用
の
5
年
間
を
こ

れ
ま
で
つ
ち
か
っ
て
き
た
経
験
や
ス
キ
ル
を
活
か
す

「
い
ま
あ
る
能
力
を
い
ま
活
用
す
る（
現
有
能
力
の
活

用
）」
こ
と
が
企
業
に
と
っ
て
も
高
齢
社
員
に
と
っ
て

も
合
理
的
で
し
た
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
組
織
運
営
上
の

観
点
か
ら
大
企
業
を
中
心
に
役
職
定
年
制
が
導
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ
り
方
が
定
年
前

に
役
職
を
離
れ
る
「
く
だ
り
の
あ
る
キ
ャ
リ
ア
」
へ
と

変
わ
り
、
役
職
定
年
後
に
一
般
社
員
な
ど
と
し
て
の
就

業
期
間
が
10
年
（
役
職
定
年
を
55
歳
と
し
た
場
合
）
に

延
び
ま
し
た
。「
10
年
」の
期
間
に
は
社
会
を
は
じ
め

市
場
や
技
術
は
変
化
・
進
化
し
ま
す
の
で
、
現
有
能
力

の
活
用
で
は
継
続
困
難
と
な
り
ま
す
。
役
職
定
年
制
を

実
施
し
て
い
る
企
業
は
、
高
齢
社
員
の
戦
略
的
活
用
を

修
正
し
、
現
有
能
力
の
更
新
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

や
教
育
訓
練
体
系
の
整
備
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制

の
拡
充
を
進
め
、
高
齢
社
員
に
は
キ
ャ
リ
ア
の
自
律
を

求
め
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
の
高
齢
法
改
正
に
よ
り
、
今
後
は
就
業

期
間
の
延
伸
が
進
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
、「
の
ぼ
る
キ
ャ

リ
ア
」
は
継
続
困
難
と
な
り
ま
す
。
役
職
定
年
制
の
導

入
が
多
く
の
企
業
で
広
が
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
と
も

な
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ
り
方
も
「
く
だ
り
の
あ
る

キ
ャ
リ
ア
」
へ
の
転
換
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
役
職
定
年

後
の
就
業
期
間
を「
15
年
」と
す
る
と
、
現
有
能
力
は

更
新
で
は
な
く
進
化
が
必
要
と
な
り
、
企
業
に
は
そ
れ

に
対
応
す
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
拡
充

が
、
高
齢
社
員
に
は
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
の
自
律
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

33
高
齢
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
自
律
に
向
け
て

高
齢
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
自
律
に
向
け
て

～
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
と
し
て

～
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
と
し
て

高
齢
社
員
が
企
業
の
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
と

し
て
活
き
活
き
と
活
躍
し
続
け
る
た
め
に
は
、
管
理
職

（
正
社
員
）の
と
き
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
役
職
定
年
や
定
年
後
の
キ
ャ

リ
ア
の
あ
り
方
を
ベ
テ
ラ
ン
社
員
に
な
る
前
の
早
い
段

階
か
ら
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
は
じ
め
、
役
職
定
年

後
も
一
般
社
員
な
ど
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務

ス
キ
ル
や
知
識
の
習
得
・
向
上
で
す
。
さ
ら
に
、
継
続

雇
用
後
も
高
齢
社
員
の
木
蓮
さ
ん
の
よ
う
に
職
場
で
活

躍
す
る
に
は
、
業
務
ス
キ
ル
や
知
識
を
磨
い
て
お
く
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
管
理
職
や
高
齢

社
員
が
業
務
ス
キ
ル
や
知
識
の
習
得
・
向
上
を
図
る
た

め
の
研
修
を
受
講
で
き
る
教
育
訓
練
体
系
の
見
直
し
や

拡
充
を
進
め
る
こ
と
、
高
齢
社
員
だ
け
で
は
な
く
す
べ

て
の
社
員
が
自
ら
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
う
な
が
し
、「
学

び
直
し
」や「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
な
ど
の
新
し
い
知
識

や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
自
己
啓
発
支
援
の
拡

充
や
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
整
備
・
拡
充
が
企
業
に

求
め
ら
れ
ま
す
。
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特集 新任人事担当者のための高齢者雇用入門

11
働
き
方
の
多
様
化
と
柔
軟
な
勤
務
制
度

働
き
方
の
多
様
化
と
柔
軟
な
勤
務
制
度

正
社
員
の
勤
務
制
度
は
「
１
日
８
時
間
、
週
休
２
日

制
」に
よ
る「
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
」が
読
者
の
一
般
的

な
認
識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
労
働
基
準
法

（
第
32
、
35
条
）
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
昭
和
期
を
通

し
て
標
準
的
な
勤
務
制
度
と
な
り
ま
し
た
※１
。し
か
し
、

平
成
期
に
入
る
と
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
就
労

意
識
・
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
背
景
に
、
政
府
は
働
く
人

が
個
々
の
事
情
に
応
じ
て
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
自

ら
選
べ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
企
業
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の

勤
務
制
度
に
加
え
て
、
柔
軟
な
勤
務
制
度
の
整
備
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
解
説
５
で
は

柔
軟
な
勤
務
制
度
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。22

柔
軟
な
勤
務
制
度
ー
三
つ
の
タ
イ
プ

柔
軟
な
勤
務
制
度
ー
三
つ
の
タ
イ
プ

柔
軟
な
勤
務
制
度
は
大
き
く
三
つ
の
種
類
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

一
つ
め
は
柔
軟
な「
勤
務
形
態
」で
、
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
に
比
べ
勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
短
く
し
た
「
短

日
・
短
時
間
勤
務
」
が
代
表
的
な
勤
務
形
態
で
す
。
マ

ン
ガ
の（
株
）Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
も
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
め
は
柔
軟
な「
労
働
時
間
制
度
」で
す
。
読
者

の
多
く
は
会
社
か
ら
定
め
ら
れ
た
始
業
時
間
と
終
業
時

間
の
も
と
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
始
業
時
間
、

終
業
時
間
を
仕
事
の
進
捗
状
況
や
、
例
え
ば
、
マ
ン
ガ

に
登
場
す
る
銀い

ち
ょ
う杏

さ
ん
の
よ
う
な
家
族
の
介
護
、
育
児

中
の
社
員
の
場
合
は
子
ど
も
の
送
り
迎
え
、
社
員
自
身

の
病
気
治
療
の
た
め
の
通
院
な
ど
、
個
人
的
な
事
情
に

よ
っ
て
社
員
が
柔
軟
に
決
め
る
勤
務
制
度
で
、「
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
」
が
代
表
的
な
制
度
で
す
※２
。

三
つ
め
は
、「
働
く
場
所
」の
柔
軟
化
で
す
。
外
回

り
の
営
業
や
建
設
現
場
な
ど
の
会
社
外
で
仕
事
に
従
事

す
る
職
種
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
、
従
業
員
は
仕
事
を

す
る
た
め
に
会
社
に
出
勤
し
て
い
ま
す（
出
社
勤
務
）。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
す
る
な
か
、
新
た
な
働
き
方
と
し

て
在
宅
勤
務（
テ
レ
ワ
ー
ク
）が
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
や

裁
量
労
働
制
が
適
用
さ
れ
て
い
る
社
員
を
中
心
に
拡
が

り
ま
し
た
が
、社
会
全
体
か
ら
み
る
と
限
定
的
で
し
た
。

し
か
し
、
令
和
期
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
産
業
全
体
に
拡
が
り
、
収
束
後
は
育
児
や
介

護
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対
応
す
る
働

き
方
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

33
高
齢
社
員
の
柔
軟
な
勤
務
制
度
を

高
齢
社
員
の
柔
軟
な
勤
務
制
度
を

考
え
る

考
え
る

こ
の
よ
う
に
柔
軟
な
勤
務
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

は
、
自
身
の
病
気
治
療
や
家
族
の
介
護
な
ど
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
高
齢
社
員
に
と
っ
て
も
、
会
社

に
と
っ
て
も
よ
い
動
き（
変
化
）で
す
。
マ
ン
ガ
で
は
、

家
族
の
介
護
で
早
退
や
欠
勤
を
く
り
返
し
て
い
る
銀
杏

さ
ん
が
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
短

日
・
短
時
間
勤
務
制
度
や
在
宅
勤
務
制
度
に
つ
い
て
説

明
し
、
利
用
を
す
す
め
ま
し
た
。
柔
軟
な
働
き
方
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
高
齢
社
員
に
と
っ
て
は
家
庭
の
事

情
で
退
職
せ
ず
に
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
会
社
に
と
っ
て
も
経
験

や
ス
キ
ル
を
持
つ
戦
力（
高
齢
社
員
）を
失
わ
ず
に
す

み
ま
す
。

高
齢
社
員
の
就
労
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
選
択
で
き
る

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
て
、
マ
ン
ガ
の

（
株
）Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
短
日
・

短
時
間
勤
務
や
在
宅
勤
務
な
ど
の
柔
軟
な
勤
務
制
度
を

設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
多

様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
は
高
齢
社
員
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
し
て
い
る

定
年
前
の
正
社
員
に
も
育
児
や
親
の
介
護
、
自
身
の
病

気
治
療
の
健
康
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え

て
い
る
人
が
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
の（
株
）Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
に
柔
軟
な
勤
務
制
度
は
、
高
齢
社
員
だ
け
に
限
定
せ

ず
に
す
べ
て
の
社
員
に
広
く
適
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

※１　�勤務制度の基本原則の詳しい解説は、本誌2024年7月号特集「【解説２】多様で柔軟な働き方の実現に向けて」をご参照ください。
　　　https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202407/index.html#page=18
※２　このほかにも変形労働時間制、裁量労働制等がある
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特集 新任人事担当者のための高齢者雇用入門

11
加
齢
と
労
働
災
害

加
齢
と
労
働
災
害

一
般
的
に
、
年
齢
を
重
ね
る
と
筋
力
や
平
衡
機
能
の

低
下
が
起
こ
り
、
筋
肉
や
関
節
の
痛
み
を
感
じ
や
す
く

な
っ
た
り
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
多
く
な
り
ま
す
。

高
齢
労
働
者（
60
歳
以
上
）の
労
働
災
害
発
生
率
は

30
代
と
比
較
し
て
男
性
で
2
倍
、
女
性
で
4
倍
と
な
っ

て
お
り
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
休
業
期
間
も
長
期

化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

22
職
場
の
環
境
改
善

職
場
の
環
境
改
善

―
腰
痛
予
防
の
視
点
か
ら
―

―
腰
痛
予
防
の
視
点
か
ら
―

高
齢
労
働
者
に
多
い
労
働
災
害
の
ひ
と
つ
が
腰
痛
で

す
。
腰
痛
は
、
重
い
荷
物
な
ど
を
運
ぶ
と
き
だ
け
で
は

な
く
、
マ
ン
ガ
の
よ
う
に
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
主
体
の
職
場

で
も
発
生
し
ま
す
。そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

①
座
位
姿
勢
は
立
位
姿
勢
よ
り
も
腰
に
か
か
る
圧
力

が
高
く
、
②
座
位
姿
勢
を
長
く
続
け
る
と
、
筋
肉
が
持

続
的
に
緊
張
し
、
血
流
も
悪
く
な
り
、
③
加
え
て
、
反

り
腰
や
猫
背
な
ど
の
姿
勢
不
良
が
あ
る
と
、
腰
に
か
か

る
負
担
や
筋
肉
の
緊
張
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
腰
痛
の
発

症
に
つ
な
が
り
ま
す
。

対
策
と
し
て
は
、
適
切
な
い
す
を
配
置
・
導
入
す
る

ほ
か
に
、パ
ソ
コ
ン
の
作
業
環
境
の
見
直
し（
モ
ニ
タ
ー

の
高
さ
は
目
線
の
や
や
下
に
な
る
よ
う
に
、
キ
ー
ボ
ー

ド
や
マ
ウ
ス
は
肘
が
90
度
に
な
る
範
囲
に
設
置
す
る
な

ど
）や
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
時
間
内
で
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ス

ト（
45
分
か
ら
1
時
間
に
1
回
程
度
は
立
ち
上
が
っ
て

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
な
ど
）の
取
組
み
が
有
効
で

す
。近

年
で
は
、
昇
降
式
の
オ
フ
ィ
ス
デ
ス
ク
や
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
の
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
に
適
し
た
職
場
改
善
も
増
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
お
け
る
腰
痛
は
、
自
覚
症
状
と
し
て

の
訴
え
は
多
い
の
で
す
が
、
労
働
災
害
申
請
・
認
定
に

至
る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
実
態
が
過
小
評
価

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

33
職
場
の
環
境
改
善

職
場
の
環
境
改
善

―
転
倒
防
止
の
視
点
か
ら
―

―
転
倒
防
止
の
視
点
か
ら
―

次
に
、
転
倒
防
止
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
中
心
の
オ
フ
ィ
ス
環
境
は
一
見

安
全
に
見
え
ま
す
が
、
段
差
や
滑
り
や
す
い
床
、
照
度

不
足
、
配
線
の
露
出
な
ど
転
倒
の
原
因
と
な
り
う
る
要

因
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず
は
段
差
を
可
能
な

か
ぎ
り
解
消
し
、
そ
の
次
に
階
段
や
段
差
部
分
に
は
手

す
り
を
設
置
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

作
業
エ
リ
ア
や
通
路
の
照
度
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と

で
、
足
元
の
視
認
性
を
高
め
、
つ
ま
ず
き
や
転
倒
の
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
床
面

に
配
線
や
凹
凸
が
露
出
し
な
い
よ
う
、
コ
ー
ド
類
は

ケ
ー
ブ
ル
カ
バ
ー
で
固
定
す
る
な
ど
、
つ
ま
ず
き
の
原

因
と
な
る
障
害
物
の
排
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

44
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
改
善
を

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
改
善
を

前
記
の
よ
う
な
物
的
対
策（
ハ
ー
ド
面
の
対
策
）に

加
え
て
、
転
倒
災
害
を
含
め
た
安
全
確
保
の
た
め
に
は

社
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
何
よ
り
も
重
要
に
な
る
の

で
、
年
齢
や
職
務
に
応
じ
た
安
全
教
育
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
（
ソ
フ
ト
面
の
対
策
）。
高
齢
社
員
に
対
し
て

は
、
歩
行
や
姿
勢
に
配
慮
し
た
指
導
や
体
力
保
持
を
う

な
が
す
取
組
み
も
効
果
的
で
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
講
じ
て
い
て
も
、
腰
痛
の
訴
え
や

職
場
内
で
の
転
倒
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
や

イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
の
活
用
が
き
わ
め
て
重
要
で

す
。
こ
れ
ら
は
実
際
の
重
大
事
故
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、
危
う
く
事
故
が
起
き
そ
う
に
な
っ
た
事
例
を
含
め

て
、
記
録
・
共
有
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
職
場
内
の
潜

在
的
な
危
険
を
早
期
に
発
見
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
重
要
な
対
策
で
す
。
些
細
な
で
き
ご
と

を
含
め
て
報
告
や
検
討
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
風

通
し
の
よ
い
報
告
文
化
を
醸
成
し
、
労
働
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
職
場
改
善
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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11
社
員
の
健
康
づ
く
り
支
援
が

社
員
の
健
康
づ
く
り
支
援
が

企
業
価
値
の
向
上
に

企
業
価
値
の
向
上
に

高
齢
社
員
の
健
康
・
体
力
の
維
持
増
進
は
、
個
々
人

の
働
き
や
す
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
源
泉
で
あ
る
と
と

も
に
、
企
業
の
生
産
性
や
組
織
活
力
の
維
持
に
直
結
す

る
重
要
な
取
組
み
で
す
。
企
業
や
個
々
の
職
場
に
お
い

て
、
積
極
的
に
社
員
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と

は
、「
健
康
経
営
」※
の
実
践
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
、

企
業
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
、
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
な
取
組
み
と

し
て
「
身
体
活
動
に
つ
な
が
る
機
会
の
創
出
」、「
適
切

な
健
康
情
報
の
発
信
」、「
生
活
習
慣
改
善
の
働
き
か
け
」

の
3
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も
「
身
体
活
動
に

つ
な
が
る
機
会
の
創
出
」
は
、
加
齢
に
と
も
な
う
筋
力

や
柔
軟
性
の
低
下
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
上
昇
を
抑

え
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
り
、高
齢
社
員
の
み
な
ら
ず
、

全
社
員
に
対
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。

22
健
康
意
識
の
高
ま
り
が

健
康
意
識
の
高
ま
り
が

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向
上

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向
上

具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
、
職
場
・
事
業
所
レ
ベ
ル

に
お
い
て
は
、
就
業
時
間
中
に
短
時
間
の
ス
ト
レ
ッ
チ

や
軽
い
運
動
を
取
り
入
れ
る「
職
場
体
操
」
な
ど
の
導

入
、
始
業
前
や
昼
休
み
に
実
施
可
能
な
身
体
活
動

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）の
支
援
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
企
業
レ
ベ
ル
で
は
社
内
外
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
施
設
と
の
連
携
な
ど
、
日
常
の
な
か
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
効
果
的
で
す
。

さ
ら
に
、
個
々
人
の
身
体
活
動
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
水
準

に
合
わ
せ
た
適
切
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。
そ
の
方
策
と
し
て
、
健
康
診
断
な
ど

と
組
み
合
わ
せ
て
、
体
力
測
定
や
運
動
機
能
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ

れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供
、
現
状
の
身
体
活
動
量
（
歩

数
や
心
拍
数
な
ど
）
を
知
る
た
め
の
計
測
機
器
（
万
歩

計
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ア
プ
リ
、
専
用
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ

ル・デ
バ
イ
ス
な
ど
）を
提
供
す
る
取
組
み
も
有
効
で
す
。

「
適
切
な
健
康
情
報
の
発
信
」も
重
要
で
す
。
社
員

が
自
ら
の
健
康
課
題
に
気
づ
き
、
主
体
的
に
行
動
を
起

こ
す
た
め
に
は
、
信
頼
で
き
る
情
報
を
継
続
的
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
社

内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
掲
示
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
生

活
習
慣
病
予
防
、
転
倒
防
止
、
睡
眠
の
質
向
上
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
テ
ー
マ
で
定
期
的
に
情
報
を
発
信

し
、多
く
の
社
員
へ
届
け
る
取
組
み
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
健
康
相
談
に
関
す
る
窓
口
の
設
置
や
産
業
医
・

保
健
師
と
の
面
談
機
会
の
拡
充
な
ど
も
気
軽
に
健
康
に

つ
い
て
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
有
効
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
は
、「
生
活
習
慣
改
善
の
働
き
か

け
づ
く
り
」
に
つ
な
が
り
、
社
員
の
健
康
・
体
力
の
維

持
増
進
、
さ
ら
に
企
業
の
生
産
性
や
組
織
活
力
の
維
持

に
寄
与
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
職
場
に
お
け
る
健
康
づ

く
り
は
、
単
な
る
福
利
厚
生
の
一
環
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
健
康
経
営
」の
実
践
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
健
康
経
営
と
は
、
社
員
の
健
康
を
企
業
の
重
要
な

経
営
資
源
と
と
ら
え
、
戦
略
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
で
企
業
の
生
産
性
向
上
や
持
続
的
成
長
に
つ

な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
経
営
手
法
で
す
。
特
に
少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
中
高
齢
期
の
社

員
の
健
康
維
持
は
、
職
場
の
生
産
性
や
組
織
活
力
の
維

持
の
た
め
の
欠
か
せ
な
い
条
件
で
あ
り
、
企
業
と
し
て

そ
の
支
援
を
行
う
こ
と
は
、
労
働
力
の
安
定
的
な
確
保

や
経
験
知
の
継
承
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
加
え
て
、
職

場
に
お
け
る
健
康
意
識
の
向
上
は
、
若
年
層
社
員
に
も

大
き
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
、
組
織
全
体
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
も
寄
与
し
ま
す
。

総
じ
て
、
企
業
が
高
齢
社
員
に
対
し
て
身
体
活
動
の

機
会
や
適
切
な
健
康
情
報
の
提
供
を
積
極
的
・
効
果
的

に
行
う
こ
と
は
、
個
人
の
健
康
保
持
だ
け
で
な
く
、
組

織
の
活
力
維
持
と
持
続
的
発
展
に
資
す
る
戦
略
的
な
取

組
み
で
す
。
今
後
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
、
健
康
経
営
を
実
践
し
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ

て
の
社
員
が
活
き
活
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
取
組
み
か
ら
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
健
康
経
営
と
し
て
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 今号の「リーダーズトーク」（P.1〜）で、「健康経営」を提唱する NPO 法人健康経営研究会理事長の岡田邦夫さんをご紹介しています。あわせてご覧ください
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「
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
」
は
、
65
歳
以
上
へ
の

定
年
引
上
げ
等
を
行
う
事
業
主
、
高
年
齢
者
の
雇
用
管

理
制
度
の
整
備
を
行
う
事
業
主
、
高
年
齢
の
有
期
契
約

労
働
者
を
無
期
雇
用
に
転
換
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、

国
の
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
す
る
も
の
で
あ
り
、「
生

涯
現
役
社
会
」
の
構
築
に
向
け
て
、
高
年
齢
者
の
就
労

機
会
の
確
保
お
よ
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

共
通
の
要
件
は
、
雇
用
保
険
適
用
事
業
所
の
事
業
主

で
あ
る
こ
と
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す

る
法
律
第
８
条
、
第
９
条
第
１
項
の
規
定
と
異
な
る
定

め
を
し
て
い
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
助
成
金
は
次
の
Ⅰ
～
Ⅲ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。Ⅰ

65
歳
超
継
続
雇
用
促
進
コ
ー
ス

こ
の
コ
ー
ス
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
事
業
主
が
、

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
を
就
業
規
則
等
に
規
定
し
、

実
施
し
た
場
合
に
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
上
げ

②
定
年
の
定
め
の
廃
止

③�

希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る
66
歳
以
上
へ
の
継
続
雇

用
制
度
の
導
入

④
他
社
に
よ
る
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

◆
支
給
額

実
施
し
た
制
度
、
引
き
上
げ
た
年
数
、
対
象
被
保
険

者
数
に
応
じ
て
図
表
１
・
2
の
額
を
支
給
し
ま
す
。

Ⅱ
高
年
齢
者
評
価
制
度
等
雇
用
管
理
改
善
コ
ー
ス

こ
の
コ
ー
ス
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
事
業
主
が
、

高
年
齢
者
の
雇
用
の
推
進
を
図
る
た
め
に
雇
用
管
理
制

度
（
賃
金
制
度
、
健
康
管
理
制
度
等
）
の
整
備
に
か
か

る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
に
、
措
置
に
要
し
た
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
（
図
表
3
）。

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
雇
用
管
理
整
備
計
画
書
を
提
出

し
、
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
支
給
額

支
給
対
象
経
費
（
上
限
50
万
円
）
に
60
％
（
中
小
企

業
以
外
は
45
％
）
を
乗
じ
た
額
を
支
給
し
ま
す
。
初
回

の
支
給
対
象
経
費
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
実
施
に

50
万
円
の
費
用
を
要
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す（
２
回

目
以
降
は
50
万
円
を
上
限
と
す
る
実
費
）。

Ⅲ
高
年
齢
者
無
期
雇
用
転
換
コ
ー
ス

こ
の
コ
ー
ス
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
事
業
主
が
、

50
歳
以
上
で
定
年
年
齢
未
満
の
有
期
契
約
労
働
者
を
無

期
雇
用
転
換
制
度
に
基
づ
き
、
無
期
雇
用
労
働
者
に
転

換
さ
せ
た
場
合
に
、
対
象
者
数
に
応
じ
て
一
定
額
を
助

成
し
ま
す
。

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
無
期
雇
用
転
換
計
画
書
を
提
出

し
、
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
支
給
額

対
象
労
働
者
１
人
に
つ
き
30
万
円（
中
小
企
業
以
外

は
23
万
円
）を
支
給
し
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）　

高
齢
者
助
成
部

65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
に
つ
い
て
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特集 新任人事担当者のための高齢者雇用入門

助
成
金
の
詳
細
に
つ
い
て

こ
の
助
成
金
の
支
給
要
件
等
の
詳
細
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
各
コ
ー
ス

の
申
請
様
式
や
支
給
申
請
の
手
引
き
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
制
度
説
明
の
動
画
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

こ
の
助
成
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
や
申
請
は
、
Ｊ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
の
各
都
道
府
県
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
（
東

京
・
大
阪
は
高
齢
・
障
害
者
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
、
連
絡

先
は
本
誌
65
ペ
ー
ジ
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
号
よ
り
始
ま
っ
た
連
載
マ
ン
ガ
「
教
え
て
エ

ル
ダ
先
生
！
Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
3
」（
30
ペ
ー
ジ
）
で
も
助
成

金
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（注）旧定年年齢、継続雇用年齢が70歳未満の場合に支給します。

※　��申請事業主が他社の就業規則等の改正に要した経費の2分の1の額と表中の支給上限額いずれか低い方の額が助成されます。対象経費については申請事業
主が全額負担していることが要件となります。

（注）ほかの事業主における継続雇用年齢が70歳未満の場合に支給します。

JEED　高齢助成金 検 索

https://www.jeed.go.jp

助成金の説明動画はコチラ

https://www.youtube.com/
watch?v=RJzobThcBV4

図表１　65歳超継続雇用促進コース
定年の引上げまたは定年の廃止、希望者全員を対象とする継続雇用制度の導入

65歳への
定年の
引上げ

66〜69歳への
定年の引上げ 70歳以上

への
定年の

  引上げ（注）

定年の
定めの

   廃止（注）

66〜69歳
への

継続雇用の
引上げ

70歳以上
への

継続雇用の
引上げ（注）5歳未満 5歳以上

1〜3人 15万円 20万円 30万円 30万円 40万円 15万円 30万円

4〜6人 20万円 25万円 50万円 50万円 80万円 25万円 50万円

7〜9人 25万円 30万円 85万円 85万円 120万円 40万円 80万円

10人以上 30万円 35万円 105万円 105万円 160万円 60万円 100万円

措置内容

対象
被保険者数

措置内容 66〜69歳への継続雇用の引上げ 70歳以上への継続雇用の引上げ（注）

支給上限額 10万円 15万円

図表２　65歳超継続雇用促進コース
他社による継続雇用制度の導入

図表３　高年齢者評価制度等雇用管理改善コース

高年齢者雇用管理整備措置の種類 支給対象経費
賃金・人事処遇制度の導入・改善

●�高年齢者の雇用管理制度の導入等（労働協約または就業規則の作
成・変更）に必要な専門家等に対する委託費、コンサルタントと
の相談に要した経費

●�上記の経費のほか、左欄の措置の実施にともない必要となる機
器、システムおよびソフトウェア等の導入に要した経費（計画実
施期間内の6カ月分を上限とする賃借料またはリース料を含む）

労働時間制度の導入・改善

在宅勤務制度の導入・改善

研修制度の導入・改善

専門職制度の導入・改善

健康管理制度の導入

その他の雇用管理制度の導入・改善
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※
次
の
ア
と
イ
が
該
当
し
ま
す

　
ア �「
情
報
処
理
・
通
信
技
術
者
」、「
そ
の
他
の
技
術
の
職
業
（
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
限
る
）」
ま
た
は
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
ウ
ェ
ブ
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
限
る
）」
に
該
当
す
る
業
務

　
イ �「
研
究
・
技
術
の
職
業
」
に
該
当
す
る
業
務�

（
脱
炭
素
・
低
炭
素
化
な
ど
に
関
す
る
も
の
に
限
る
）

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
特
定
就
職
困
難
者
コ
ー
ス
）

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
就
職
困
難
者
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労

働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
助
成
金
の
対
象
と
な
る
高
齢
者
は
、
60
歳
以
上
の

方
で
す
。

高
齢
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
の
助
成
対
象
期
間
は
１

年
間
で
、
支
給
対
象
期
（
６
カ
月
間
）
ご
と
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
支
給
額
は
「
短
時
間
労
働
者
以
外
」（
１
週

間
の
所
定
労
働
時
間
が
30
時
間
以
上
）
と
「
短
時
間
労

働
者
」（
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
30

時
間
未
満
の
者
）
で
異
な
り
、
中
小
企
業
が
短
時
間
労

働
者
以
外
を
雇
用
す
る
場
合
、
60
万
円
を
2
期
に
分
け

て
30
万
円
ず
つ
（
中
小
企
業
以
外
は
50
万
円
を
2
期

に
分
け
25
万
円
ず
つ
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
が
短
時
間
労
働
者
を
雇
用
す
る
場
合
は
、

40
万
円
を
2
期
に
分
け
20
万
円
ず
つ（
中
小
企
業
以
外
は

30
万
円
を
２
期
に
分
け
て
15
万
円
ず
つ
）支
給
さ
れ
ま
す
。

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
）

【
成
長
分
野
メ
ニ
ュ
ー
】 

と 

【
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
】 

の
二
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、い
ず
れ
も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
、
就
職
困
難
者
を
業
務
経
験
の

な
い
職
種
で
雇
い
入
れ
た
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
成
長
分
野
メ
ニ
ュ
ー
】
は
、
Ｇ
Ｘ
、
Ｄ
Ｘ
の
成
長
分

野
の
業
務
※
に
従
事
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
、

雇
用
管
理
改
善
や
能
力
開
発
を
行
っ
た
場
合
、【
人
材

育
成
メ
ニ
ュ
ー
】
は
人
材
開
発
支
援
助
成
金
に
よ
る
人

材
育
成
を
行
い
、
賃
上
げ
を
行
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

い
ず
れ
も
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
ほ
か
の

コ
ー
ス
の
1
・
5
倍
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
中
高
年
層
安
定
雇
用
支
援
コ
ー
ス
）

２
０
２
５（
令
和
７
）年
4
月
に
新
設
さ
れ
た
コ
ー

ス
で
す
。
い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
世
代
を
含
む
35
歳
～

60
歳
未
満
の
中
高
年
層
の
う
ち
、
就
職
の
機
会
を
逃
し

た
な
ど
に
よ
り
十
分
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
に
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
し
て
の
就
職
が

困
難
な
方
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
正

規
雇
用
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
労
働
者
は
、
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら

起
算
し
て
過
去
５
年
間
に
正
規
雇
用
労
働
者
と
し
て
雇

用
さ
れ
た
通
算
期
間
が
１
年
以
下
で
、
過
去
１
年
間
に

正
規
雇
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方

と
な
り
ま
す
。

支
給
額
は
、
中
小
企
業
の
場
合
は
60
万
円
を
2
期
に

分
け
て
30
万
円
ず
つ（
中
小
企
業
以
外
は
50
万
円
を
２

期
に
分
け
て
25
万
円
ず
つ
）と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
労
働
局

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
雇
用
促
進
等
の
た
め
の
そ
の
他
の
助
成
金

編集部

当
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
の
「
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
」
の
ほ
か
に
も
、「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
（
特
定
就
職
困
難
者
コ
ー
ス
）、（
成
長
分

野
等
人
材
確
保・育
成
コ
ー
ス
）、（
中
高
年
層
安
定
雇
用
支
援
コ
ー
ス
）」
な
ど
、
中
高
年
齢
者
を
雇
用
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
助
成
金
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
都
道
府
県
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
支
給
窓
口
と
な
り
ま
す
。
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いつも本誌をご愛読いただき、ありがとうございます。
『エルダー』では、よりよい誌面をつくるため、
読者アンケートを実施しています。
みなさまの声をお待ちしています！

読者アンケートに
ご協力を
お願いします！

本誌はデジタルブックで読むことができます！
スマートフォンやパソコンでいつでも無料でお読みいただけます。
ぜひ、ご利用ください！

今号に同封した「読者アンケート」用紙にご記入のうえ、Fax にてお寄せください。

Fax 番号はこちら　➡　043-213-6556

コードはこちら ➡
Webでの回答も可能です。

※カメラで読み取ったリンク先が https://krs.bz/jeed/m/elder_enquete であることをご確認のうえアクセスしてください

★最新号は毎月 5日ごろ JEEDホームページにアップされます。

回答方法

〈お問合せ先〉企画部 情報公開広報課　TEL：043〈お問合せ先〉企画部 情報公開広報課　TEL：043--213213--62006200

読みたいページに
すぐ飛べる！

自由に拡大
できて便利！

★高齢者雇用のさまざまな
　課題などをテーマに現状と
　対応策などを紹介
★高齢者雇用に取り組む
　経営者、人事労務担当者、
　いきいきと働く高齢者本人
　の声を紹介

JEED　エルダー 検 索https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/index.html
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65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメ
第1回

マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載

65歳超雇用推進助成金って何？

★このマンガに登場する人物、会社等はすべて架空のものです
※ 1　�本誌 2023 年 7 月号「マンガで学ぶ高齢者雇用」をご参照ください。�

https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202307/index.html#page=30     

Season3教えてエルダ先生！�
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65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメ
マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載
Season3教えてエルダ先生！�
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65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメ
マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載
Season3教えてエルダ先生！�

対象となる事業主
①�雇用保険適用事業所の事業主（支給申請日および支給決定日の時点で
雇用保険被保険者が存在する事業所の事業主であること）
②�助成金の審査に必要な書類等を整備、保管している事業主
③�助成金の審査に必要な書類等を提出または提示する、実地調査に協力
するなど、審査に協力する事業主
④�「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」の第 8条または第 9条第
1項の規定と異なる定めをしていない事業主
�第 8条　60歳以上の定年を定めていること
第 9条第 1項　65 歳以上の定年、希望者全員を対象
とした 65歳までの継続雇用制度など、65歳までの安
定した雇用を確保するための措置を定めていること

※そのほかにも、コースごとに必要な要件があります
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申請から支給までの流れ

★�高年齢者評価制度等雇用管理改善コースお
よび高年齢者無期雇用転換コースに必要な
過程です。

＜計画申請★＞ ＜支給申請＞

申請書等の提出 申請書等の提出

点検・審査 点検・審査

計画認定等 支給決定等

計画に基づく取組み 助成金の支給

※ 2　�JEED各都道府県支部の連絡先については65ページをご覧ください。東京・大阪支部は、高齢・障害者窓口サービス課が窓口となります
※ 3　�https://www.jeed.go.jp/elderly/subsidy/index.html   

次
号
に
つ
づ
く
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JEED各都道府県支部高齢・障害者業務課（東京・大阪は高齢・障害者窓口サービス課）
※各支部の問合せ先は65ページをご参照ください。

解説

　高齢者雇用を推進していくうえでは、就業規則の見直しおよび賃金制度や労働条件の見直
し、安全・健康管理をはじめとした職場環境の改善等の検討は欠かせません。
　特に就業規則の改正には、企業の実情に即した制度設計やコンプライアンスの観点から社
会保険労務士などの専門的な支援が不可欠ですが、そのための経費も発生します。決して小
さくはないその負担を軽減できるのが、「65歳超雇用推進助成金」です。今回の「教えてエ
ルダ先生！ Season3」では、65歳超雇用推進助成金の活用方法について連載でご紹介します。

お問合せ

65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメ

第1回

マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載

教えてエルダ先生！�

65歳超雇用推進助成金って何？

Season3

　65 歳超雇用推進助成金とは
　高年齢者が意欲と能力のあるかぎり、年齢にかかわりな
く働くことができる生涯現役社会を実現するため、65 歳以
上への定年引上げや高年齢者の雇用管理制度の整備、高年
齢の有期契約労働者の無期雇用への転換などを行う事業主
を支援するための助成金です。

Check1

　取組みに応じた三つのコース
【65 歳超継続雇用促進コース】……65 歳以上への定年引上げ、定年の定めの廃止、希望者全員を対象
とする 66 歳以上への継続雇用制度の導入などを行った事業主に対して助成します。

【高年齢者評価制度等雇用管理改善コース】……高年齢者向けの雇用管理制度の整備等にかかる措置を
実施した事業主に対して助成します。

【高年齢者無期雇用転換コース】……50 歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労働者を無期雇用転換制度
に基づき無期雇用労働者に転換させた事業主に対して助成します。

Check2

　2025 年 4月より「e
イ ー ガ ブ

-Gov」による
　電子申請がスタート
　2025 年 4 月より、デジタル庁が運営する行政サービスの総合窓口

「e-Gov」（https://shinsei.e-gov.go.jp/）から、65 歳超雇用推進 
助成金の申請ができるようになりました。ぜひご活用ください。

Check3



軍
人
か
ら
教
育
者
へ
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ

秋
山
好
古
は
、
日
本
海
海
戦
の
作
戦
を
立
案
・
指
揮
し

た
真さ

ね

之ゆ
き

の
実
兄
で
す
。
伊
予
松
山
出
身
で
陸
軍
士
官
学
校

に
入
る
と
騎
兵
科
を
選
び
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
最
新

の
騎
兵
学
を
学
び
ま
し
た
。
１
８
９
４（
明
治
27
）年
の

日
清
戦
争
で
は
１
０
０
０
の
騎
兵
で
2
万
の
敵
を
食
い

止
め
る
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。
戦
後
は
陸
軍
乗
馬
学
校

（
後
の
騎
兵
学
校
）の
校
長
と
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た

り
ま
す
が
、
１
９
０
４
年
の
日
露
戦
争
で
再
び
騎
兵
第
1

旅
団（
約
８
０
０
０
人
。
秋
山
支
隊
と
も
呼
ば
れ
る
）を

率
い
て
出
征
。
敵
地
へ
潜
行
し
て
情
報
を
集
め
た
り
、
道

路
や
橋
な
ど
を
破
壊
し
後
方
を
攪
乱
し
た
り
す
る
挺
進

騎
馬
隊
を
組
織
し
ま
す
。
翌
年
1
月
、
秋
山
支
隊
は
ロ
シ

ア
軍
10
万
の
猛
攻
に
耐
え
抜
き
、
戦
後
、
好
古
は
「
日
本

騎
兵
の
父
」、「
最
後
の
古
武
士
」と
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
０
９
年
に
陸
軍
中
将
、
１
９
１
６（
大
正
5
）年

に
陸
軍
大
将
に
昇
任
し
、
63
歳
の
１
９
２
３
年
に
予
備
役

に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。定
年
と
な
っ
た
の
で
す
。し
か
し
、

「
人
は
一
生
働
き
続
け
る
も
の
だ
」と
い
う
の
が
好
古
の

信
念
で
、
第
二
の
人
生
と
し
て
教
職
を
選
び
、
翌
年
、
故

郷
松
山
の
私
立
北ほ

く

予よ

中
学
校
の
校
長
に
就
き
ま
し
た
。
学

校
理
事
の
井い

の

上う
え

要か
な
め

が
上
京
し
て
好
古
に
校
長
就
任
を
依

願
し
た
か
ら
で
す
。

日
露
戦
争
で
活
躍
し
た
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

も
大
将
か
ら
校
長

（
院
長
）に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
学
校
は
皇
族
や
華
族

を
教
育
す
る
学
習
院
で
す
。
対
し
て
好
古
は
、
故
郷
の
中

学
校
校
長
。
で
す
か
ら
北
予
中
学
校
の
理
事
会
は
「
田
舎

の
中
学
校
校
長
を
打
診
す
る
の
は
非
礼
だ
し
、
承
諾
し
て

も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
と
こ

ろ
が
井
上
が
直
接
談
判
し
た
と
こ
ろ
、
好
古
は「
俺
は
中

学
の
事
は
何
も
知
ら
ん
が
、
外
に
人
が
い
な
け
れ
ば
校
長

の
名
前
は
出
し
て
も
よ
い
。
日
本
人
は
少
し
く
地
位
を
得

て
退
職
す
れ
ば
遊
ん
で
恩
給
で
食
ふ
こ
と
を
考
へ
る
。
そ

れ
は
い
か
ん
。
俺
で
も
役
に
立
て
ば
何
で
も
奉
公
す
る

よ
」（『
秋
山
好
古
』
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会　
昭
和

11
年
）
と
快
諾
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

井
上
は
大
い
に
歓
び
、「
当
分
で
も
校
長
の
名
を
お
貸

し
下
さ
い
。
そ
う
し
て
時
々
学
校
へ
来
て
生
徒
と
遊
ん
で

下
さ
い
」（『
前
掲
書
』）と
伝
え
ま
し
た
が
、
な
ん
と
、
好

古
は
伊
予
松
山
に
単
身
赴
任
し
、
毎
日
出
勤
し
た
の
で

す
。
じ
つ
は
若
い
こ
ろ
、
好
古
は
小
学
校
の
教
師
を
し
て

い
た
の
で
す
。
け
れ
ど
体
格
が
よ
か
っ
た
の
で
、
盛
ん
に

知
人
た
ち
に
軍
人
に
な
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
、
陸
軍
士

官
学
校
に
入
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

好
古
の
人
柄
に
触
れ
校
風
が
変
わ
る

驚
く
べ
き
こ
と
に
、 

校
長
を
務
め
て
い
た
6
年
間
、
好

古
は
無
遅
刻
無
欠
勤
で
し
た
。
い
つ
も
始
業
の
20
分
前
に

学
校
へ
出
勤
す
る
の
で
、
学
校
沿
い
の
人
々
は
好
古
の
姿

を
見
て
時
計
の
針
を
直
す
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
不

良
少
年
の
た
ま
り
場
と
い
わ
れ
た
北
予
中
学
校
は
、
好
古
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足
痛
は
神
経
痛
で
は
な
く
、
糖
尿
病
悪
化
に
よ
る
血
管

の
閉
塞
か
ら
来
る
痛
み
だ
っ
た
の
で
す
。
伊
予
か
ら
東
京

に
戻
っ
た
好
古
で
し
た
が
、
痛
み
の
た
め
に
睡
眠
す
ら
ま

ま
な
ら
な
く
な
り
、
つ
い
に
壊
疽
が
は
じ
ま
り
、
左
足
の

先
端
部
が
腐
り
は
じ
め
ま
し
た
。
医
師
は
左
足
の
切
断
を

す
す
め
ま
し
た
。
好
古
も
「
こ
の
痛
み
さ
え
去
れ
ば
、
足

の
一
本
は
な
く
て
も
い
い
」
と
納
得
し
、
手
術
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
麻
酔
か
ら
目
ざ
め
た
好
古
は
「
こ
れ
で
す
っ
き

り
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
が
、
翌
日
か
ら
傷
口
が

静
脈
炎
を
起
こ
し
て
高
熱
を
発
し
、
腹
部
に
も
炎
症
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
日
間
、
好
古
は
現
実

と
夢
の
間
を
行
き
来
し
た
よ
う
で
す
。
と
き
お
り
口
か
ら

出
る
言
葉
は
、「
騎
兵
」、「
奉
天
」と
い
っ
た
日
露
戦
争
に

関
す
る
も
の
ば
か
り
で
、
夢
の
な
か
で
ロ
シ
ア
軍
と
戦
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

死
は
免
れ
な
い
と
思
っ
た
親
族
は
、
紅
茶
に
コ
ニ
ャ
ッ

ク
を
ま
ぜ
て
好
古
の
口
に
含
ま
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
陸
軍
士
官
学
校
で
同
期
だ
っ
た
本ほ

ん

郷ご
う

房ふ
さ

太た

郎ろ
う

が
お

見
舞
い
に
来
て
「
俺
が
わ
か
る
か
」
と
尋
ね
る
と
、
好
古

は
「
本
郷
か
、
ち
ょ
っ
と
起
こ
し
て
く
れ
」
と
頼
み
ま
し

た
。
そ
こ
で
身
体
を
起
こ
し
て
や
る
と
、
し
ば
ら
く
し
て

息
を
引
き
取
っ
た
そ
う
で
す
。

日
本
陸
軍
の
騎
兵
を
つ
く
り
上
げ
、
大
将
に
ま
で
昇
り

詰
め
た
軍
人
・
秋
山
好
古
は
、
無
休
主
義
を
か
か
げ
、
中

学
校
の
校
長
と
い
う
第
二
の
人
生
を
見
事
に
全
う
し
て

昇
天
し
た
の
で
す
。
71
歳
で
し
た
。

教
育
に
捧
げ
た
第
二
の
人
生

１
９
２
８（
昭
和
3
）年
の
夏
休
み
、
数
人
の
生
徒
が

乱
暴
を
働
い
て
警
察
の
尋
問
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を

知
っ
た
好
古
は
、
そ
の
責
任
を
感
じ
て
理
事
の
井
上
要
に

宛
て
て
退
職
届
を
書
い
た
の
で
す
。
じ
つ
は
こ
の
こ
ろ
、

足
の
神
経
痛
が
ひ
ど
く
な
り
、
歩
行
に
困
難
を
来
す
よ
う

に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
退
職
理
由
の
一
つ
で
し
た
。
し

か
し
井
上
や
理
事
た
ち
が
平
身
低
頭
し
て
留
任
を
願
っ

た
の
で
、
仕
方
な
く
好
古
は
退
職
届
を
取
り
下
げ
ま
し

た
。
し
か
し
翌
年
正
月
の
新
年
会
で「
自
分
は
も
う
七
十

歳
な
の
で
、
校
長
を
辞
め
た
い
」と
述
べ
た
こ
と
が
地
元

の
新
聞
に
載
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
同
年
三
月
の

卒
業
式
で
井
上
理
事
は
、
演
壇
か
ら「
諸
君
は
秋
山
校
長

先
生
が
罷
め
ら
れ
る
と
云
ふ
て
、
大
に
心
配
し
て
ゐ
る
そ

う
で
あ
る
が
、
校
長
先
生
は
非
常
に
責
任
を
重
ん
ず
る
人

で
あ
る
。
先
生
に
代
わ
る
べ
き
立
派
な
後
任
の
な
い
以

上
、
断
じ
て
諸
君
を
見
捨
て
る
こ
と
は
な
い
。
諸
君
安
心

せ
よ
」（『
前
掲
書
』）と
断
言
し
た
の
で
す
。
こ
れ
を
聞

い
た
好
古
は
「
君
が
あ
ん
な
演
説
を
す
る
と
、
当
分
罷
め

ら
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」と
笑
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
足
に
激
痛
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
以
上
の
勤
務

は
む
ず
か
し
い
と
判
断
。
翌
年
4
月
、
つ
い
に
6
年
以
上

務
め
た
校
長
の
椅
子
を
お
り
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

か
ら
わ
ず
か
半
年
後
、
好
古
は
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

が
着
任
し
た
こ
と
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
教
員
も
生

徒
も
み
な
勉
強
家
と
な
り
、
欠
勤
や
欠
席
す
る
も
の
が
著

し
く
減
っ
た
の
で
す
。
と
く
に
教
員
が
欠
勤
す
る
と
、
好

古
が
自
ら
授
業
を
す
る
の
で
、
安
易
に
休
め
な
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。
と
い
っ
て
も
好
古
が
高
圧
的
に
職
員
や
生
徒

に
接
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
将
軍
は
恐
ろ
し
い
顔
を
し
て
ゐ
た
が
、
併
し
将
軍
の

怒
つ
た
顔
を
見
た
者
は
な
か
つ
た
。
又
叱
ら
れ
た
生
徒
も

一
人
も
な
か
つ
た
。
毎
日
々
々
変
り
な
き
慈
眼
温
容
で
、

終
始
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
み
を
浮
べ
な
が
ら
、
校
の
内
外
を
見

廻
り
、
時
々
経
歴
実
話
を
交
へ
た
温
い
訓
話
を
し
た
」

（『
前
掲
書
』）

軍
服
も
一
切
身
に
付
け
ず
、
背
広
姿
に
鳥
打
ち
帽
を

か
ぶ
っ
て
馬
で
出
勤
し
ま
し
た
。
校
長
室
は
狭
く
て
夏

は
き
わ
め
て
暑
い
部
屋
で
し
た
が
、
好
古
は
一
度
も
暑

い
と
嘆
か
ず
、
上
着
を
脱
ぐ
こ
と
も
せ
ず
、
洋
服
の
ボ

タ
ン
も
上
ま
で
き
ち
ん
と
閉
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
校

長
室
の
整
理
整
頓
の
み
な
ら
ず
、
ゴ
ミ
も
自
分
で
始
末

し
ま
し
た
。

粗
暴
な
生
徒
の
せ
い
で
、
校
内
の
破
損
や
壊
れ
た
物
品

が
か
な
り
あ
っ
た
の
で
す
が
、
好
古
は
夏
休
み
の
間
に
す

べ
て
修
理
し
、
二
学
期
の
は
じ
め
に
全
校
生
徒
を
集
め
、

「
物
が
壊
れ
て
は
、
お
互
い
に
困
る
か
ら
気
を
つ
け
い
よ
」

（『
前
掲
書
』）
と
た
っ
た
一
言
注
意
し
た
そ
う
で
す
。
以

後
、
校
舎
の
破
損
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）の
70
歳
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第155回
新潟県

70歳雇用推進プランナーに相談し
70歳までの継続雇用制度などを整備

株式会社ナビック（新潟県新潟市）

株式会社ナビック 東港工場

▶創業　1929（昭和４）年
▶業種　�精密機械器具製造業、卸売業・

小売業など
▶社員数　65人 （うち正社員数51人）
（60歳以上男女内訳）� 男性（13人）、女性（1人）
（年齢内訳）	60～64歳	 7人	（10.8％）
	 65～69歳	 ４人	（6.2％）
	 70歳以上	 ３人	（4.6％）
▶定年・継続雇用制度
定年60歳。希望者全員を65歳まで、基
準該当者を70歳まで継続雇用。運用に
より70歳超の勤務も可能。現在の最高
年齢者は74歳

新
潟
県
は
日
本
海
に
面
し
て
細
長
い
地
形
を
し
て
お
り
、

変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
や
夕
日
ス
ポ
ッ
ト
、
海
の
幸
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
内
陸
側
は
山
脈
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

積
雪
量
が
多
く
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
施
設

が
多
数
あ
り
ま
す
。
佐さ

渡ど
が

島し
ま

や
粟あ

わ

島し
ま

な
ど
の
離
島
も
あ
り

県
面
積
は
約
１
万
２
５
８
０
km2
と
広
大
で
、
全
国
第
５
位

の
広
さ
で
す
。
産
業
は
米
な
ど
の
農
業
を
中
心
に
、
食
料

品
や
化
学
工
業
な
ど
の
製
造
業
、
建
設
業
も
盛
ん
で
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｅ
D
新
潟
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
の
須す

田だ

美み

佐さ

江え

課
長
は
、
高
齢
者
雇
用
に
関
す
る
企
業
か
ら
の
相
談

な
ど
に
つ
い
て
、「
制
度
を
変
更
す
る
場
合
の
処
遇
面
に
関

す
る
こ
と
や
、同
業
他
社
の
動
向
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

い
っ
た
内
容
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
」と
近
況
を
明
か
し
、

注
力
し
て
い
る
取
組
み
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
企
業
に
と
っ
て
人
材
確
保
は
近
年
の
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
定
年
延
長
や
継
続
雇
用
年
齢
の
延
長
は
対
応
策
の
一

つ
と
し
て
有
用
で
す
。
一
方
で
、
就
業
期
間
の
延
長
に
と
も

な
う
雇
用
制
度
、
賃
金
制
度
の
構
築
な
ど
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
感
じ
る
項
目
で
す
。
当
支
部
で
は
現
状
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
し
っ
か
り
行
い
、
雇
用
制
度
や
賃
金
制
度
な
ど
の
改

正
と
い
っ
た
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
実
施
の
課
題

と
な
る
項
目
の
解
決
の
糸
口
を
提
案
す
る
こ
と
や
、
従
業

員
の
就
業
意
識
へ
の
働
き
か
け
を
目
的
と
し
た
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

の
就
業
意
識
向
上
研
修
※1
の
提
案
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」

同
支
部
で
活
動
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
、
田た

代し
ろ

武た
け

夫お

さ
ん
は
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士
、
中
小
企
業
診
断
士
な

ど
の
資
格
を
有
し
て
お
り
、
専
門
的
知
見
と
豊
富
な
経
験

を
活
か
し
た
提
案
や
助
言
は
、
訪
問
先
事
業
所
の
経
営
者

や
人
事
担
当
者
ら
か
ら
信
頼
を
得
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
D
新
潟
支

部
の
リ
ー
ド
オ
フ
マ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
田
代
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
案
内
で
、「
株
式
会
社

ナ
ビ
ッ
ク
」を
訪
れ
ま
し
た
。 新潟県新潟市

★

※1　�「就業意識向上研修」の詳細は、JEEDホームページをご覧ください。 
https://www.jeed.go.jp/elderly/employer/startwork_services.html
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［田代プランナーから］
「企業の持続可能な成長を支援するために、
課題解決のコンサルタントの役割を果たし
たいと思っています。シニア社員がその能

力を活かして働けるような環境の整備の提案とともに、最近
の労務管理に関する法令の改正情報の提供も心がけています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆新潟支部高齢・障害者業務課の須田課長は田代プランナーにつ
いて、「1999 年より当支部の高年齢者雇用アドバイザー、プラ
ンナーとして活動し、26年目を迎えた大ベテランです。80歳
を超えてなお精力的に事業所を訪問し、これまでの経験を活か
した的確な助言を行っています。事業主への提案のみならず就
業意識向上研修など従業員向けの活動も実施し、受講満足度も
高い結果となっています」と話します。
◆新潟支部高齢・障害者業務課は、JR 新潟駅からバスで 10分ほ
どの距離にあります。事務所が入居しているのは江戸時代の奉
行所跡に建つビルで、新潟市内でも形が特徴的な建物です。
◆同県では、10 人のプランナーが、面積が広い県のため担当地
域ごとに活動しています。2024（令和 6）年度は 475 件の相
談・助言を実施し、そのうち 215 件の制度改善提案を行いま
した。
◆相談・助言を無料で行います。お気軽にお問い合わせください。

●新潟支部高齢・障害者業務課
住所：新潟県新潟市中央区西堀通6-866　NEXT21ビル12階
電話：025-226-6011

アドバイザー・プランナー歴 :26年

田代武夫 プランナー
配
電
盤
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
社
会
に
貢
献

株
式
会
社
ナ
ビ
ッ
ク
は
、
１
９
２
９（
昭
和
4
）年
に
株

式
会
社
中
野
組
と
し
て
設
立
さ
れ
、
１
９
９
２（
平
成
4
）

年
に
現
在
の
社
名
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
と
商
社
の

二
つ
の
顔
を
持
ち
、
現
在
で
は「
制
御
盤
な
ど
各
種
配
電

盤
の
設
計
・
製
作
・
販
売
」、「
ポ
ン
プ
設
備
や
ゲ
ー
ト
等

施
設
機
械
の
販
売
・
施
工
や
上
下
水
道
施
設
の
監
視
制
御

シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
施
工
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」を
行
う
二
つ

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
と
、「
施
設
園
芸
資
材
や
農
薬

の
販
売
」
を
行
う
卸
売
部
門
の
大
き
く
３
部
門
で
事
業
を

展
開
。
配
電
盤（
制
御
盤
・
計
装
盤
・
監
視
操
作
盤
・
高

低
圧
配
電
盤
）の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
工

場
や
官
公
庁
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
て
実
績
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
性
の
高
い
農
薬
の
適
正
使
用
の

指
導
・
販
売
な
ど
に
よ
り
、
農
業
の
発
展
に
も
寄
与
し
て

い
ま
す
。
経
営
理
念
に
も
あ
る
「
共
に
伸
び
共
に
栄
え
る
」

の
も
と
、
取
引
先
の
役
に
立
ち
、
社
会
に
貢
献
し
、
社
員

と
そ
の
家
族
の
幸
せ
の
実
現
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

同
社
代
表
取
締
役
社
長
の
山や

ま

﨑ざ
き

篤あ
つ
し

さ
ん
は
、
同
社
の
人

材
育
成
に
関
す
る
方
針
に
つ
い
て
、「
少
人
数
な
が
ら
先

進
の
技
術
と
知
識
を
兼
ね
備
え
た
人
材
を
育
成
し
、
専
門

性
を
高
め
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

社
員
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
、
か
か
る
費
用
や
取
得
時
の

祝
金
、
資
格
手
当
な
ど
を
会
社
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、
多
く
の
社
員
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
意
欲
が
あ
れ
ば
年
齢
を
重
ね
て
も
続
け
ら

れ
る
業
務
が
多
く
、
常
務
執
行
役
員
・
電
装
事
業
部
長
の

後ご

藤と
う

勇ゆ
う

司じ

さ
ん
は
、「
電
装
事
業
の
設
計
を
に
な
う
ベ
テ

山﨑篤代表取締役社長（中央）、後藤勇司常務執行役員・
電装事業部長（左）、川端一裕常務取締役・管理本部長（右）
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現
在
も
電
装
事
業
部
設
計
開
発
グ
ル
ー
プ
で
設
計
業
務
と

後
進
の
育
成
を
に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２
４

年
10
月
か
ら
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
を
活
用
し
、
設

計
業
務
は
在
宅
で
行
い
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
る
水
曜
日

の
み
出
勤
し
て
い
ま
す
。「
家
庭
の
事
情
も
あ
り
70
歳
を

過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
退
職
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
と
在
宅
勤
務
の
活
用
を
会
社
か
ら

提
案
し
て
も
ら
い
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

水
曜
日
は
出
勤
で
す
が
、
み
ん
な
に
会
え
る
こ
と
が
よ
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
新
保
さ
ん
は
笑

顔
を
み
せ
ま
す
。

設
計
開
発
グ
ル
ー
プ
部
長
兼
品
質
管
理
グ
ル
ー
プ
部
長

の
三み

山や
ま

正ま
さ

人と

さ
ん
は
、「
当
社
に
は
新
保
さ
ん
の
力
が
必

「
田
代
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
ま
ず
当
社
の
状
況
を
よ
く
聞
い

た
う
え
で
助
言
と
提
案
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
検
討
を
重
ね
て
、
定
年
は
そ
の
ま
ま
で
す
が
、
基
準

該
当
者
を
70
歳
ま
で
継
続
雇
用
す
る
制
度
に
あ
ら
た
め
ま

し
た
。
継
続
雇
用
後
は
嘱
託
社
員
と
な
り
基
本
的
に
役
職

は
外
れ
、
一
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
り
ま
す
が
、
後
進
の
指
導

役
と
し
て
も
期
待
し
て
い
ま
す
」と
制
度
改
定
の
経
緯
と

内
容
な
ど
を
話
し
ま
す
。

「
実
際
に
は
70
歳
を
過
ぎ
て
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
社
員
も
お
り
、
そ
の
う
ち
の
1
人
か
ら
家
庭
の
事
情
の

た
め
退
職
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
機
に
、
２
０
２
４

年
に
短
時
間
勤
務
な
ど
の
柔
軟
な
働
き
方
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
田
代
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
川
端
管
理
本
部
長
）

そ
こ
か
ら
70
歳
超
の
社
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
も
検
討

を
重
ね
、
２
０
２
４
年
10
月
、
同
社
で
初
め
て
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
度
を
導
入（
在
宅
勤
務
も
可
能
）し
ま
し
た
。
今

回
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
勤
務
を
続
け
て
い
る
新し

ん

保ぼ

康や
す

文ふ
み

さ
ん（
74
歳
）と
、
遠え

ん

藤ど
う

幸こ
う

一い
ち

さ
ん（
62
歳
）、
お
２

人
の
上
司
で
あ
る
三み

山や
ま

正ま
さ

人と

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

在
宅
勤
務
で
仕
事
の
継
続
が
可
能
に

新
保
康
文
さ
ん
は
勤
続
51
年
。
手
描
き
で
図
面
を
作
成

し
て
い
た
時
代
か
ら
配
電
盤
や
制
御
盤
の
設
計
を
担
当

し
、管
理
職
も
務
め
ま
し
た
。
長
年
の
経
験
を
活
か
し
て
、

ラ
ン
社
員
は
、『
こ
の
人
が
描
い
た
図
面
な
ら
間
違
い
な

い
』と
周
囲
か
ら
信
頼
さ
れ
、若
手
社
員
の
相
談
に
も
の
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
力
を
財
産
と
し
て
、
維
持
し
続

け
る
こ
と
が
現
在
の
課
題
の
一
つ
で
す
」と
ベ
テ
ラ
ン
社

員
の
力
を
語
り
ま
す
。

同
社
は
２
０
２
３（
令
和
５
）年
8
月
、
そ
れ
ま
で
の

60
歳
定
年
、
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
を

見
直
し
、
新
た
に
基
準
該
当
者
を
70
歳
ま
で
雇
用
す
る
継

続
雇
用
制
度
を
導
入
。
ま
た
、
制
度
化
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
70
歳
を
超
え
て
も
働
け
る
仕
組
み
づ
く
り
も
始
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
見
直
し
や
取
組
み
は
、
田
代
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。

70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入

田
代
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
２
０
２
３
年
に
同
社
を
訪
問

し
、
社
員
構
成
、
継
続
雇
用
社
員
の
活
用
状
況
、
賃
金
水

準
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。

「
訪
問
当
時
は
、
60
歳
以
上
の
社
員
が
全
体
の
約
14
％
、

50
歳
以
上
の
社
員
が
約
38
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
継
続

雇
用
者
は
今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
高
齢
社
員
が

そ
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し
て
活
き
活
き
と
働

け
る
仕
組
み
を
助
言
し
、
65
歳
ま
で
の
定
年
延
長
お
よ
び

希
望
者
全
員
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
を
提
案
し
ま
し
た
」

（
田
代
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

同
社
常
務
取
締
役・管
理
本
部
長
の
川か

わ

端ば
た

一か
ず

裕ひ
ろ

さ
ん
は
、

出勤日の水曜日、
社内で設計業務を行う
新保康文さん
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要
で
す
の
で
、
新
保
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い
て
、
在
宅
勤
務

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
会
社
に
提
案
し
て
、
そ
れ
が
か

な
い
ま
し
た
」と
満
面
の
笑
み
で
話
し
ま
す
。

新
保
さ
ん
は
、
周
囲
か
ら
の「
続
け
て
ほ
し
い
」と
い

う
言
葉
と
仕
事
へ
の
情
熱
が
原
動
力
と
な
っ
て
お
り
、「
設

計
の
仕
事
は
一
つ
ひ
と
つ
異
な
る
の
で
、
そ
の
都
度
新
鮮

な
気
持
ち
で
向
き
合
え
ま
す
。
安
全
な
も
の
を
つ
く
る
こ

と
、
ク
レ
ー
ム
の
な
い
仕
事
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
、

大
好
き
な
仕
事
を
今
後
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
健
康
に
気

を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

柔
軟
性
と
能
力
向
上
の
た
め
資
格
取
得
に
挑
戦

遠
藤
幸
一
さ
ん
も
電
装
事
業
部
設
計
開
発
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
て
、
配
電
盤
や
制
御
盤
の
設
計
と
後
進
の
育
成
を

に
な
っ
て
い
ま
す
。
勤
続
44
年
、
こ
の
道
一
筋
の
職
業
人

生
で
す
。
入
社
し
て
か
ら
１
級
電
気
製
図
技
能
士
、
２
級

電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
、
ア
ナ
ロ
グ
第
3
種
工
事
担
任

者
な
ど
の
資
格
を
取
得
。
設
計
開
発
グ
ル
ー
プ
部
長
を
務

め
定
年
を
迎
え
た
あ
と
、
嘱
託
社
員
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム

で
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

「
定
年
前
と
比
べ
て
管
理
の
仕
事
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
設
計
業
務
に
関
し
て
は
以
前
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
管
理
業
務
が
な
く
な
っ
た
分
、
後
輩
た
ち
の

相
談
に
の
り
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
遠

藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

上
司
の
三
山
さ
ん
は「
遠
藤
さ
ん
は
か
つ
て
は
私
の
上

司
で
し
た
。
い
ま
も
支
え
て
く
れ
ま
す
し
、
若
手
に
と
っ

て
は
聞
き
や
す
く
何
で
も
答
え
て
く
れ
る
存
在
で
す
」と
社

内
で
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
遠
藤
さ
ん
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

遠
藤
さ
ん
は
仕
事
へ
の
思
い
に
つ
い
て
、「
当
社
の
製
品

は
地
味
な
が
ら
も
重
要
な
役
目
を
に
な
う
も
の
で
す
し
、

設
置
さ
れ
た
装
置
は
数
十
年
に
わ
た
っ
て
稼
働
し
続
け
る

こ
と
が
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
明
か
し
ま
す
。

ま
た
、「
年
を
取
る
と
頭
が
固
く
な
る
の
で
、
少
し
で
も

や
わ
ら
か
く
す
る
た
め
、資
格
取
得
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
」

と
最
近
も
デ
ジ
タ
ル
工
事
担
任
者
の
試
験
を
受
け
て
合
格

発
表
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い

最
後
に
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、
社
長
の
山
﨑
さ
ん
に

う
か
が
う
と
、「
現
在
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ

ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）※2
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

で
業
務
効
率
化
、
自
動
化
、
省
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
高
齢
社
員
の
高
度
な
知
識
と
技
能
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
元
気
に
活
躍
い
た
だ
け
る
か
ぎ
り
、
そ
の
力
を
弊
社

の
仕
事
に
活
か
し
て
、
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
。
会
社

と
社
員
、
そ
の
家
族
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
こ

れ
か
ら
も
邁
進
し
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田
代
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
定
年
後
も
後
進
の
育
成
に
努
め

な
が
ら
設
計
の
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
る
新
保
さ
ん
、
遠

藤
さ
ん
の
働
き
ぶ
り
と
、　
同
社
が
70
歳
を
超
え
て
働
け
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
、

「
継
続
雇
用
や
70
歳
超
の
働
き
方
に
つ
い
て
課
題
が
あ
れ

ば
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
」と
語
り
ま
し
た
。

�

（
取
材
・
増
山
美
智
子
）

設計業務にあたる
遠藤幸一さん。
いまも仕事のための資格
取得に挑戦している

※2　RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）……�パソコンなどで行っている事務作業を自動化できる技術

三山正人設計開発グループ部長兼
品質管理グループ部長
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研
究
の
喜
び
に
支
え
ら
れ

私
は
神
奈
川
県
横
浜
市
の
生
ま
れ
で
す
。
地
元
の

小
学
校
を
卒
業
後
、
鎌か

ま

倉く
ら

市
に
あ
る
中
学
校
と
高
校

に
通
い
ま
し
た
。
そ
の
後
一ひ

と
つ
ば
し橋

大
学
へ
進
ん
で
経
済

地
理
学
を
専
攻
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
鉄
道
や
地
理

が
好
き
だ
っ
た
の
で
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
大
学
卒
業
後
、
明め

い

治じ

生せ
い
 
め
い命

保
険
相
互
会

社（
現
・
明め

い

治じ

安や
す

田だ

生せ
い

命め
い

保
険
相
互
会
社
）
に
入
社

し
ま
し
た
。当
時
は
景
気
が
回
復
し
始
め
た
こ
ろ
で
、

就
職
は
順
調
に
決
ま
り
、
神
奈
川
県
平ひ

ら

塚つ
か

市
の
湘し

ょ
う

南な
ん

支
社
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
２
年
間
、
現
場

の
事
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
３
年
か
ら

４
年
で
異
動
す
る
こ
と
が
慣
例
で
し
た
か
ら
、
私
も

企
画
や
企
業
年
金
、
営
業
職
員
の
人
事
制
度
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
30
代
半
ば
に

３
年
間
愛
知
県
の
営
業
所
に
勤
務
し
た
以
外
は
、
本

社
で
業
務
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

42
歳
の
と
き
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
株
式
会
社
明
治

生
命
フ
ィ
ナ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
研
究
所（
現
・
株
式

会
社
明
治
安
田
総
合
研
究
所
）
に
異
動
に
な
り
ま
し

た
。
じ
つ
は
そ
の
少
し
前
に
、
病
気
で
１
カ
月
ほ
ど

入
院
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
入
院
中
に
将
来
の
こ
と

を
考
え
る
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い
研
究
所

が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
研
究
所
で
は
少
子
高

齢
化
問
題
や
年
金
、
介
護
保
険
制
度
の
研
究
に
従
事

し
、
時
代
の
課
題
と
向
き
合
う
実
感
が
あ
り
、
や
り

が
い
も
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
研
究
所
で
学
ん

だ
こ
と
は
そ
の
後
の
仕
事
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
病
気
も
よ
い
転
機
に
な
る
の
だ
か
ら
人
生
と
は

お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。

「
気
が
つ
け
ば
14
年
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
」

56
歳
の
と
き
、
縁
あ
っ
て
森
さ
ん
は
公
益
財
団
法

人
ダ
イ
ヤ
高
齢
社
会
研
究
財
団
に
異
動
。
同
財
団
は

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
に
設
立
さ
れ
、
高
齢
社
会

に
お
け
る
健
康
、
経
済
、
生
き
が
い
な
ど
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

こ
か
ら
森
さ
ん
の
活
躍
の
場
が
さ
ら
に
広
が
っ
た
。

高
齢
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
峙
し
て

研
究
所
の
先
輩
が
一
足
先
に
財
団
に
異
動
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
私
も
新
た
な
職
場
で
の
仕
事
は
ス

ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。
研
究
所
で
は
少

子
高
齢
化
の
観
点
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
財
団
は
高
齢
社
会
に
関
す
る
諸
問
題
を
検
討
す

る
の
で
、
目
的
が
い
っ
そ
う
明
確
で
す
。
前
向
き
な

気
持
ち
で
仕
事
が
で
き
る
土
壌
が
あ
り
、
い
つ
の
間

に
か
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
20
人
ほ
ど
の
仲
間
と
楽

し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
60
歳
の
と
き
に
定

年
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
は
毎
年
、
雇
用
契

約
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
企
画
調
査
の
部

署
で
し
た
が
、
い
ま
は
「
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
―
」

と
し
て
広
範
囲
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

財
団
に
資
金
や
人
材
を
出
し
て
い
る
の
は
三み

つ

菱び
し

グ

ル
ー
プ
で
す
。
私
の
い
ま
の
お
も
な
仕
事
は
、
三
菱

公益財団法人
ダイヤ高齢社会研究財団

シニアアドバイザー

森
も り

 義
よ し

博
ひ ろ

さん

　森義博さん（66歳）は現在、高齢社会の研究に取り組む民間シンクタンクで、
仕事と介護の両立支援などのテーマに日々取り組んでいる。生命保険会社が設け
た研究所で重ねた経験を活かし、高齢者がより暮らしやすい社会の実現を目ざし
て奮闘する森さんが、生涯現役で働くためのヒントを語る。
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グ
ル
ー
プ
の
社
員
を
対
象
に
「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
で
す
。
一
昨
年
か

ら
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
18

社
に
協
力
を
し
て
も
ら
い
、
２
万
７
０
０
０
人
を
超

え
る
社
員
か
ら
回
答
が
集
ま
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く

調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
て
き
ま
し
た
の
で
報
告
す

る
た
め
に
各
社
を
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

研
究
部
員
と
協
力
し
な
が
ら
さ
ら
に
分
析
し
ま
と
め

て
い
く
の
で
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
回
答

者
が
多
い
の
で
、
結
果
に
一
定
の
方
向
性
は
出
る
と

思
い
ま
す
が
、「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」
と
い
う
テ
ー

マ
だ
け
に
、
多
く
の
企
業
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
回
答
者
の
年
齢
構
成
を
に
ら
み
な
が
ら
デ
ー

タ
の
偏
り
を
な
く
し
て
い
く
作
業
が
控
え
て
い
ま
す
。

森
さ
ん
は
活か

つ

舌ぜ
つ

が
よ
く
、
話
の
内
容
も
わ
か
り
や

す
い
。
な
に
よ
り
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
仕
事
に
対
す

る
意
気
込
み
を
語
る
人
柄
が
魅
力
的
で
あ
る
。
高
齢

社
会
の
研
究
者
自
身
が
「
生
涯
現
役
」
を
語
る
の
だ

か
ら
説
得
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

働
く
人
の
切
実
な
声
に
耳
を
傾
け
た
い

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
る
の
は
「
仕
事
と
介
護
の

両
立
を
支
援
す
る
社
内
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
て

も
、な
か
な
か
上
司
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」と
か「
最

近
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
や
り
に
く
く
な
っ
て
き
た
」

な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
人
間
関
係
に
ま
つ
わ
る

悩
み
が
目
立
ち
ま
す
。
一
方
、
介
護
の
経
験
が
あ
る
人

が
人
事
部
に
い
る
会
社
か
ら
は
ま
た
違
っ
た
回
答
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
私
も

勉
強
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

室
が
あ
る
会
社
で
、
担
当
者
が
介
護
経
験
者
の
場
合
、

社
員
も
本
音
で
話
し
や
す
い
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。

一
つ
驚
い
た
の
は
、
介
護
の
対
象
は
自
分
の
親
が

一
般
的
で
す
が
、
単
身
の
叔
父
や
叔
母
を
介
護
し
て

い
る
と
い
う
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。
介
護
の
問
題
は

幅
が
広
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

10
年
の
間
、
財
団
で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
高
齢

社
会
の
問
題
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
仕
事
は

自
分
に
向
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
前
職

の
研
究
所
で
は
少
子
化
の
観
点
か
ら
、
結
婚
、
出
産

な
ど
の
調
査
も
進
め
て
き
た
の
で
、
本
音
を
い
え
ば

そ
う
い
う
調
査
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
願
い
も
あ
り

ま
す
。
じ
つ
は
２
年
前
に
結
婚
に
関
す
る
調
査
を
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
財
団
の
方
針
を
ふ
ま
え
て
、

40
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
男
女
に
「
結
婚
等
に
対
す
る

調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
だ
け
記
し
ま
す
と
、

単
身
者
に
比
べ
て
40
歳
以
降
に
結
婚
し
た
人
の
「
想

定
寿
命
」（
人
生
設
計
と
し
て
想
定
す
る
〔
希
望
で
は

な
い
〕
自
身
の
寿
命
）
の
平
均
は
長
い
と
い
う
傾
向
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
配
偶
者
を
得
た
こ
と
に
よ
る
生
活

の
充
実
と
責
任
感
が
反
映
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
若
い
人
の
結
婚
観
に
も
興
味
が
あ

る
の
で
す
が
、
い
ま
は
「
結
婚
」
の
２
文
字
を
口
に

出
せ
ば
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
わ
れ
て
し
ま
い

そ
う
で
気
軽
に
聞
け
ま
せ
ん
。
私
に
も
未
婚
の
子
ど

も
が
い
ま
す
か
ら
、
ま
ず
家
庭
内
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
活
き
活
き
働
け
る
社
会
の
実
現
を

公
益
財
団
法
人
な
の
で
、
広
く
世
の
中
の
役
に
立

つ
成
果
を
発
信
し
て
い
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
わ
け
で
す
。
結
果
を

も
っ
と
深
掘
り
し
て
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
若

い
人
に
も
提
言
で
き
る
よ
う
な
調
査
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
財
団
に
は
研
究
部
が
あ
り
、
そ
こ
は

老
年
学
な
ど
の
博
士
号
を
取
得
し
た
研
究
者
ば
か
り

な
の
で
、
論
文
と
し
て
発
表
す
る
な
ど
し
て
世
の
中

を
鼓
舞
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

趣
味
と
い
え
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
の
出

勤
前
に
ピ
ア
ノ
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
じ
つ
は
小

学
１
年
生
の
時
か
ら
就
職
す
る
ま
で
ピ
ア
ノ
を
習
っ

て
い
ま
し
た
。
59
歳
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
「
60
の
手
習

い
」
で
教
室
通
い
を
再
開
し
ま
し
た
。
い
ま
流は

や行
り

の
街
角
ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
み
た
い
も
の
で
す
。

生
涯
現
役
で
働
く
に
は
や
は
り
健
康
が
大
切
で
す

か
ら
、
出
勤
時
に
は
一
つ
手
前
の
駅
で
降
り
て
、
職

場
ま
で
遠
回
り
し
て
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
宅
付
近
は
自
然
が
残
っ
て
い
る
の
で
休
日
に

は
ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
い
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
人
生
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
両

立
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
く
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
若
い
人
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
れ
る
よ
う
に

も
う
少
し
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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1
は
じ
め
に

今
回
は
、
が
ん
の
罹
患
者
数
の
増
加
、
5
年
生
存
率

の
向
上
、
そ
し
て
治
療
法
の
多
様
化
と
い
っ
た
現
状
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
が
ん
は
発
生
部
位
や
悪
性
度
に

よ
っ
て
予
後
が
大
き
く
異
な
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

予
後
を
示
す
が
ん
種
も
あ
る
一
方
で
、「
不
治
の
病
」

か
ら
「
つ
き
合
う
病
気
」
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
が
ん

種
も
増
え
て
い
ま
す
。

本
連
載
で
は
就
労
支
援
の
観
点
か
ら
、
特
に
治
療
と

就
労
の
両
立
が
可
能
な
が
ん
種
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま

す
。
高
齢
労
働
者
に
お
け
る
が
ん
罹
患
率
の
高
さ
を
ふ

ま
え
、
が
ん
治
療
の
基
本
的
な
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

2
高
齢
者
の
が
ん
の
罹
患
率

高
齢
者
の
方
が
病
気
に
な
り
や
す
い
こ
と
は
、
読
者

の
み
な
さ
ま
も
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
具
体
的
な
数
字

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
落

男性 50〜54歳 60〜64歳 70〜74歳

1位 大腸がん 大腸がん 肺がん

2位 肺がん 肺がん 大腸がん

3位 胃がん 胃がん 胃がん

女性 50〜54歳 60〜64歳 70〜74歳

1位 乳がん 乳がん 乳がん

2位 子宮がん 大腸がん 大腸がん

3位 大腸がん 肺がん 肺がん

出典：�国立がん研究センター がん情報サービス「院内がん登録生存率集計」をもとに
筆者作成

図表１　50代～70代のがん罹患数の順位

が
ん
と
就
労
ー
治
療
と
仕
事
の

　
両
立
支
援
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
ー

二
人
に
一
人
が
罹
患
す
る
と
い
わ
れ
る
病
気
「
が
ん
」。
医
療
技
術
の
進
歩
や
治
療
方
法
の
多
様
化
に

よ
り
、が
ん
に
罹
患
し
た
あ
と
も
働
き
な
が
ら
治
療
を
続
け
て
い
る
人
は
増
え
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

企
業
に
は
、
が
ん
な
ど
の
病
気
に
罹
患
し
た
社
員
が
、
治
療
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
や
制
度
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
企
画
で
は
、特
に「
が
ん
」に
焦
点
を
あ
て
、

そ
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
向
け
、
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
解
説
し
ま
す
。

産
業
医
科
大
学 

医
学
部 

両
立
支
援
科
学 

准
教
授

�

永な
が

田た 

昌ま
さ

子こ

第 1 回

が
ん
の
治
療
と
就
労
の
現
状

新連載
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ち
た
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
５

年
間
は
、
年
齢
ご
と
の
が
ん
の
罹
患
率
に
大
き
な
変
化

は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。
罹
患
率
を
50
代
前
半
と
比
較
す

る
と
60
代
後
半
は
、
男
性
は
約
4
倍
、
女
性
は
約
2
倍

で
す
。
高
齢
者
に
多
い
が
ん
は
、
が
ん
検
診
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
高
齢
労
働
者
の
が
ん
検
診
の
受

診
の
必
要
性
も
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
（
図
表
１
・

２
）。

3
生
存
率
の
向
上

罹
患
率
の
変
化
は
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、
が
ん
治
療
の

進
歩
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。
が
ん
の

5
年
相
対
生
存
率
は
、
１
９
９
３
（
平
成
５
）
〜
１
９

９
６
年
登
録
の
値
（
男
性
48
・
９
％
、
女
性
59
・
０
％
）

か
ら
２
０
０
９
〜
２
０
１
１
年
登
録
の
値
（
男
性
62
・

０
％
、
女
性
66
・
９
％
）
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
手
術

は
よ
り
低
侵
襲
に
、
薬
物
療
法
は
細
胞
傷
害
薬
に
加
え

て
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
や
抗
体
療
法
、
分
子
標
的
薬
な
ど

副
作
用
が
少
な
い
も
の
が
登
場
し
、
ま
た
副
作
用
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
方
策
も
進
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
分
子
標
的
治
療
薬
の
登
場
な
ど
に
よ
り
、
治
療

の
発
展
が
目
覚
ま
し
い
肺
が
ん
を
取
り
上
げ
る
と
、
肺

が
ん
のStage4

と
診
断
さ
れ
た
方
の
生
存
期
間
の
平

均
値
は
、
確
実
に
長
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
近

公
表
さ
れ
た
論
文
に
よ
る
と
、
肺
が
ん
（
非
小
細
胞
が

ん
）Stage4

と
診
断
さ
れ
た
時
期
が
１
９
９
５
～
１

出典：国立がん研究センター がん情報サービス「院内がん登録生存率集計」をもとに筆者作成

出典：国立がん研究センター がん情報サービス「院内がん登録生存率集計」をもとに筆者作成

図表２-１　がんの罹患率（男性）

図表２-２　がんの罹患率（女性）
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９
９
９
年
の
生
存
期
間
の
平
均
値
は
、
８
・
９
カ
月
で

し
た
。
徐
々
に
、
生
存
期
間
が
延
び
、
２
０
１
５
～
２

０
１
９
年
に
診
断
さ
れ
た
方
は
、
25
・
２
カ
月
と
約
３

倍
に
延
び
て
い
る
こ
と
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
以

降
に
診
断
さ
れ
た
方
は
、
さ
ら
に
延
び
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
（
文
献
３
）。

4
が
ん
治
療
の
進
歩
と
就
労

こ
の
よ
う
な
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
が
ん
の
平
均
在

院
日
数
（
35
〜
64
歳
）
は
、
１
９
９
６
年
の
31
・
0
日

か
ら
２
０
２
０
年
の
13
・
3
日
と
半
減
し
ま
し
た
。
同

じ
く
が
ん
の
外
来
患
者
数
は
２
０
０
５
年
に
入
院
患
者

数
を
上
回
り
ま
し
た
（
図
表
３
／
文
献
３
）。

治
療
の
変
化
に
よ
り
働
け
る
状
態
の
患
者
が
増
え
て

お
り
、
が
ん
治
療
を
し
な
が
ら
就
労
継
続
を
希
望
す
る

割
合
も
増
え
て
い
ま
す
。特
に
薬
物
療
法
を
し
な
が
ら
、

働
く
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

が
ん
治
療
の
主
要
な
方
法
は
、
手
術
、
放
射
線
療
法
、

薬
物
療
法
で
す
。
こ
こ
で
は
、
就
労
と
継
続
す
る
こ
と

が
多
い
薬
物
療
法
と
放
射
線
療
法
を
特
に
取
り
上
げ
ま

す
。薬

物
療
法
は
、
お
も
に
内
服
と
点
滴
に
2
分
さ
れ
、

化
学
療
法
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
分
子
標
的
薬
、
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。点
滴
投
与
で
は
、太
い
静
脈
に
カ
テ
ー

テ
ル
を
挿
入
し
、皮
膚
の
下
に
ポ
ー
ト
を
埋
め
込
ん
で
、

継
続
し
て
化
学
療
法
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。
近
年
は
長
時
間
投
与
や
多
剤
併
用

を
す
る
療
法
が
増
え
、
中
心
静
脈
ポ
ー
ト
を
留
置
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
頻
度
が
多
い
薬
物
療
法
を

ご
紹
介
す
る
と
、
2
〜
３
週
に
1
度
、
外
来
で
数
時
間

か
け
て
点
滴
治
療
を
行
い
帰
宅
し
ま
す
。
外
来
で
の
点

滴
を
終
了
後
も
薬
剤
を
持
続
注
入
で
き
る
ポ
ン
プ
（
た

ば
こ
の
箱
よ
り
少
し
大
き
め
の
ケ
ー
ス
）
を
約
2
日
間

装
着
す
る
治
療
で
す
。
通
常
の
生
活
や
入
浴
を
制
限
す

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
副
作
用
が
な
け
れ
ば
、
薬
剤

を
持
続
注
入
し
て
い
る
状
態
で
、
仕
事
に
従
事
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
点
滴
を
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と

に
驚
か
れ
る
患
者
さ
ん
や
職
場
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
就
労
す
る
こ
と
で
治
療
の
効
果
を
下
げ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
労
に
支
障
が
出
る
副
作
用
が
な

け
れ
ば
、
問
題
な
く
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
副
作
用
が
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
通
院
の
日
の
み
休

ん
で
、
そ
の
ほ
か
の
日
に
働
い
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
物
療
法
に
よ
り
、
就
労
現
場
で
遭
遇
す

る
こ
と
が
多
い
副
作
用
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
が
図
表
４
で
す
。
副
作
用
は
個
人
差
が
大
き
い

た
め
個
別
対
応
（
本
人
の
ケ
ア
と
職
場
で
の
理
解
・
配

慮
の
組
合
せ
）
が
必
要
で
す
。
み
な
さ
ま
の
職
場
で
こ

の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
方
が
就
労
す
る
と
き
、
ど
ん
な

支
援
が
可
能
で
し
ょ
う
か
。イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
、

環
境
整
備
や
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
必
要
な
方
策
を
職

場
で
検
討
い
た
だ
く
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※ 厚生労働省令和 5（2023）年「患者調査」より筆者作成

図表３　がんの推計入院外来患者数の推移（35〜64歳）
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費
で
あ
れ
ば
医
療
費
の
自
己
負
担
金
額
は
○
万
円
」
と

は
、
い
え
ま
せ
ん
。
医
療
費
は
薬
剤
費
だ
け
で
な
く
、

血
液
検
査
や
画
像
検
査
、
遺
伝
子
パ
ネ
ル
の
検
査
の
費

用
な
ど
も
か
か
り
ま
す
。
月
額
の
医
療
費
を
外
来
で
た

ず
ね
る
と
、
月
４
～
８
万
円
程
度
の
医
療
機
関
や
薬
局

で
の
支
払
い
を
さ
れ
て
い
る
方
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
継
続
し
て
か
か
る
費
用
で
す
の
で
、
負
担
を
感
じ

る
方
が
多
い
で
す
。
治
療
費
を
負
担
な
く
支
払
う
た
め

に
も
就
労
を
希
望
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

さ
て
、
連
載
第
1
回
目
と
し
て
、
が
ん
の
罹
患
率
や

が
ん
治
療
の
多
様
化
、副
作
用
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

第
2
回
目
に
仕
事
の
両
立
し
や
す
さ
の
現
状
や
具
体
的

に
企
業
に
求
め
ら
れ
る
取
組
み
、
第
3
回
目
に
実
際
に

両
立
支
援
者
が
出
た
場
合
の
進
め
方
等
と
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
放
射
線
療
法
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
ま

す
。
放
射
線
療
法
は
連
日
短
時
間
の
照
射
を
行
う
の
が

一
般
的
で
、
毎
日
の
通
院
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
朝
一
番
や
夕
方
最
後
の
時
間
帯
に
照
射
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
就
労
と
の
両
立
を
図

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
副
作
用
が
軽
微
な
場
合
に
は
、

治
療
を
継
続
し
な
が
ら
半
日
勤
務
な
ど
の
働
き
方
を
選

択
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

5
支
援
の
視
点

こ
こ
ま
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
が
ん
治
療
を
し
な

が
ら
働
く
人
の
支
援
は
、
治
療
法
も
多
様
で
あ
り
、
症

状
の
個
人
差
も
大
き
い
た
め
個
別
対
応
が
必
要
で
す
。

本
人
が
行
う
セ
ル
フ
ケ
ア
と
職
場
で
の
理
解
・
配
慮
を

組
み
合
わ
せ
、
定
期
的
な
症
状
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
治
療

状
況
の
確
認
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
治
療
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
治
療
に
よ
っ
て
生
じ
る
副
作
用
、
日
常
生

活
の
留
意
点
を
本
人
を
通
じ
て
医
療
機
関
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
、
職
場
、
本
人
の
三
者
連
携
に

よ
り
、
治
療
と
就
労
の
両
立
を
模
索
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
医
療
の
進
歩
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し

た
新
し
い
治
療
薬
を
利
用
す
る
場
合
な
ど
、
薬
剤
費
が

高
額
と
な
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
収
入

に
合
わ
せ
て
、
高
額
療
養
費
制
度
な
ど
の
制
度
が
設
け

ら
れ
、
自
己
負
担
割
合
が
異
な
る
た
め
、「
こ
の
治
療

【
参
考
文
献
】

〈
文
献
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※ 筆者作成

図表４　就労現場で遭遇することが多い薬物療法の副作用とその対応
具体的な症状 本人のケア／職場の対応

疲労・体力低下 疲れやすさ がん患者が最も経験する症状で、活動量と休息のバランス調整が重要である。
職場では就労時間短縮、段階的復帰、休憩環境の整備が有効である。

認知機能の低下 短期記憶の低下　
集中力の低下

口頭からメールや文書で作業指示をする。
メモを活用するなどの自己対応が必要である。

末梢神経障害 手足のしびれ
感覚障害

冷所や冷温のものを取り扱うと症状が強くなることがある。パソコン作業や細かい
動作に支障をきたす。保温や指先運動で症状が和らぐことがある。

消化器症状 悪心・嘔吐、下痢・便秘 頻度が高い副作用である。予防的な服薬管理と食事環境の配慮が重要。

見た目の変化 頭髪、眉毛の脱毛
爪や皮膚の変化 ウィッグや帽子の準備、職場でのプライバシー配慮が就労継続に重要である。

皮膚障害 発疹、色調の変化など 保湿剤の塗布。
直射日光にて悪化することがある。

排尿障害 尿漏れなど 排尿障害では、デオドラント効果のある尿取りパッドの使用、自己導尿といった自
己対応が必要である。トイレに行きやすい環境の整備があると就労継続しやすい。



労
働
条
件
は
、
労
働
契
約
、
就
業
規
則
、
労
働
協

約
そ
の
他
労
使
慣
行
と
な
っ
て
い
る
内
容
な
ど
が
あ

る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
内
容
を
変

更
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更

と
な
る
こ
と
が
多
く
、
労
働
者
の
同
意
ま
た
は
変
更

の
合
理
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

労
働
条
件
に
は
、
賃
金
や
退
職
金
な
ど
重
要
な
労

働
条
件
を
含
む
こ
と
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
合
併
に
よ
る
労
働
条
件
の
統
一
の
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
労
働
者
の
自
由
な
意
思
に
よ

る
同
意
を
得
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

自
由
な
意
思
に
よ
る
同
意
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判

合
併
と
労
働
契
約
の
関
係

1会
社
の
合
併
に
よ
っ
て
、
二
つ
以
上
の
会
社
が
一

つ
の
会
社
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

と
き
、
二
つ
の
会
社
に
お
け
る
労
働
条
件
が
、
ま
っ

た
く
同
一
で
あ
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

他
方
で
、
合
併
に
よ
り
、
吸
収
す
る
存
続
会
社
の

労
働
条
件
に
す
べ
て
自
動
的
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
な

法
制
度
も
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
労
働

条
件
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
、
労
働
契

約
法
な
ど
の
規
定
に
従
っ
て
、
順
次
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

合
併
に
よ
る
労
働
条
件
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
変
更
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
や
す
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
継
続
雇
用
に
関
す
る
労
働
条
件
の
提
示
に
つ
い
て
も
、
合
理
的
な
範
囲
で
あ
れ
ば

許
容
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
更
新
拒
絶
は
有
効
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

A
会
社
が
吸
収
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
継
続
雇
用
の
条
件
が
変
更
に
な

る
こ
と
は
不
利
益
変
更
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か

継
続
雇
用
さ
れ
て
い
た
会
社
が
、
吸
収
合
併
に
よ
り
消
滅
し
て
し
ま
い
、
合
併
後
の
会
社
で

雇
用
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
合
併
時
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
２
社
の
間
で
継
続
雇

用
の
条
件
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
次
回
の
継
続
雇
用
の
満
了
時
に
条
件
変
更
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
従
来
の
契
約
と
は
大
き
な
差
が
あ
り
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
提
示
さ
れ
る
条
件
に
し
た
が

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Q 1

第85回   合併後の再雇用拒絶、総合職のみに限定した社宅制度の適法性

　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
変化するうえ、ときには重要な判例も出されるため、日々情報収集することは欠かせません。
本連載では、こうした法改正や重要判例の理解をはじめ、人事労務担当者に知ってもらいたい
労働法などを、Q＆A形式で解説します。

弁護士法人 ALG&Associates　執行役員・弁護士　家永 勲／弁護士　髙木勝瑛

2025.7 48

知っておきたい
労働法 A&Q



断
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
十
分
な
情
報
提
供
ま
た
は

説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
か
否
か
が
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。

定
年
後
の
労
働
条
件
に
つ
い
て

2定
年
後
の
継
続
雇
用
制
度
に
お
い
て
は
、
退
職
金

が
支
給
ず
み
で
あ
り
、
各
種
公
的
給
付
を
受
給
可
能

な
地
位
を
持
つ
こ
と
、
賃
金
に
つ
い
て
正
社
員
と
同

様
の
性
質
が
維
持
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
一
定
程
度
の
減
額
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

他
方
で
、
人
材
確
保
お
よ
び
雇
用
維
持
の
観
点
か

ら
条
件
を
大
き
く
変
更
せ
ず
に
継
続
雇
用
を
実
施
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
各
社
ご
と
に
継
続
雇
用
の
考
え
方

が
異
な
る
こ
と
か
ら
合
併
す
る
2
社
に
お
い
て
、
継

続
雇
用
に
お
け
る
労
働
条
件
が
異
な
る
こ
と
は
よ
く

あ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
は
、
継
続
雇
用
の
期
間
満
了
時
の
更
新
に

お
い
て
、
合
併
後
の
会
社
の
基
準
に
照
ら
し
た
継
続

雇
用
の
条
件
（
従
前
の
労
働
条
件
を
不
利
益
に
変
更

す
る
内
容
を
含
む
）
を
提
示
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

継
続
雇
用
の
提
示
に
お
い
て
、
合
理
的
な
裁
量
の

範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
正
社
員
と
異
な
る
労
働
条
件
の

提
示
が
許
容
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
合
併
後
の
更
新
時

に
も
同
様
の
基
準
が
あ
て
は
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

裁
判
例
の
紹
介

3経
営
悪
化
に
と
も
な
う
吸
収
合
併
に
よ
り
、
消
滅

し
た
会
社
に
所
属
し
て
い
た
労
働
者
を
承
継
し
た
と

こ
ろ
、
継
続
雇
用
の
条
件
に
つ
い
て
、
消
滅
し
た
会

社
の
労
働
条
件
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
、

会
社
が
労
働
契
約
の
更
新
を
拒
絶
し
た
と
い
う
事
案

が
あ
り
ま
す（
東
京
高
裁
令
和
6
年
10
月
17
日
判

決
）。吸

収
合
併
に
あ
た
っ
て
半
年
以
上
前
か
ら
、
労
働

条
件
を
吸
収
す
る
会
社
の
内
容
に
合
致
さ
せ
る
旨
を

周
知
し
て
お
り
、
吸
収
合
併
後
に
労
働
条
件
を
統
一

す
る
こ
と
は
賃
金
総
額
を
減
額
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
提
示
し
た
労
働
条
件
が
拒
絶

さ
れ
た
以
上
、
更
新
拒
絶
は
有
効
で
あ
る
と
主
張
す

る
使
用
者
に
対
し
て
、
労
働
者
は
4
人
と
い
う
少
数

で
あ
り
会
社
へ
の
影
響
が
小
さ
く
、
継
続
雇
用
制
度

の
終
了
と
と
も
に
解
消
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
労
働
条
件
の
不
統
一
に
よ
る
不
利
益
は
き
わ
め
て

小
さ
く
、
統
一
す
る
こ
と
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
な

い
と
し
て
反
論
し
て
い
ま
し
た
。

『
エ
ル
ダ
ー
』
２
０
２
５
年
1
月
号
の
本
連
載
（
第

79
回
）で
、
第
一
審
で
あ
る
東
京
地
裁
令
和
6
年
4
月

25
日
判
決
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
控
訴
審
判
決

に
な
り
ま
す
。
第
一
審
に
お
い
て
は
、
合
理
的
な
期

待
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
労
働
契
約
法
第
19
条

に
よ
り
保
護
さ
れ
る
の
は
「
同
一
」
の
労
働
条
件
で

の
更
新
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
限
定
的
な
解
釈

を
す
る
こ
と
で
、
雇
止
め
を
適
法
と
判
断
し
て
い
ま

し
た
が
、
一
般
的
な
解
釈
と
は
異
な
る
内
容
で
し
た
。

控
訴
審
で
は
、
従
前
の
労
働
条
件
か
ら
変
更
さ
れ

た
内
容
で
あ
っ
て
も
更
新
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
解
雇
と
同
様
に

「
客
観
的
か
つ
合
理
的
な
理
由
」
お
よ
び
「
社
会
通

念
上
の
相
当
性
」
が
雇
止
め
に
必
要
と
さ
れ
る
と
し

て
、
第
一
審
の
よ
う
な
限
定
的
な
解
釈
を
す
る
こ
と

な
く
、
継
続
雇
用
で
あ
り
65
歳
ま
で
労
働
者
が
更
新

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と

判
断
し
ま
し
た
。

更
新
手
続
き
の
経
緯
は
、
合
併
後
の
会
社
か
ら
従

前
の
労
働
条
件
を
下
回
る
内
容
で
提
示
を
し
た
と
こ

ろ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
労
働
者
が
拒
絶
を
し
て
い
た

と
い
う
状
況
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

裁
判
所
は
会
社
か
ら
の
提
案
が
合
理
性
を
有
し
て
い

た
か
否
か
を
含
め
て
、
雇
止
め
に
「
客
観
的
か
つ
合

理
的
な
理
由
」
お
よ
び
「
社
会
通
念
上
の
相
当
性
」

が
認
め
ら
れ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
会
社
が
提
案
し
た
内
容
の
合
理
性
が

問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
社
か
ら
は
、
4
種
類
の

内
容
で
更
新
後
の
労
働
条
件
を
提
示
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
な
か
か
ら
労
働
者
が
選
択
可
能
な
状
況
に
し

て
お
り
、会
社
か
ら
の
各
提
案
の
合
理
性
に
つ
い
て
も
、

消
滅
前
の
会
社
で
も
継
続
雇
用
中
に
条
件
が
下
が
っ

た
前
例
が
あ
っ
た
こ
と
、
赤
字
経
営
が
続
い
て
お
り

債
務
超
過
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
吸
収
合
併
に

至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
手
続
き
に
お
い
て
従
業
員

向
け
の
説
明
会
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
説
明
会
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で
は
吸
収
し
た
会
社
に
お
け
る
継
続
雇
用
制
度
の
内

容
に
つ
い
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
方
法
で
周

知
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

吸
収
合
併
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
労
働
条
件
が
不
利
益

に
変
更
さ
れ
る
提
案
が
さ
れ
る
可
能
性
が
認
識
さ
れ

て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、
期
間
満
了
の
1
カ
月
前

に
は
具
体
的
な
労
働
条
件
が
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
労
働
契
約
が
同
一
内
容
で
更
新
さ
れ
る
と
期

待
す
る
合
理
的
な
理
由
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
吸
収
し
た
会
社
の
定
年
後
再
雇
用
者
と
同

一
の
労
働
条
件
と
す
る
必
要
性
は
高
い
と
認
め
、
会

社
に
よ
る
提
案
の
合
理
性
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
雇
止
め
に
必
要
な
客
観
的
に
合
理
的
な

理
由
と
社
会
通
念
上
の
相
当
性
が
認
め
ら
れ
る
と
判

断
し
、
第
一
審
と
同
様
の
結
論
を
維
持
し
ま
し
た
。

合
併
手
続
き
を
経
て
、
労
働
条
件
を
統
一
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
会
社
の
労
働
者
の
不
公
平
感

が
課
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
控
訴
審
で
は

「
移
籍
す
る
同
種
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
当
然
に
関
心

事
と
な
る
」
こ
と
を
前
提
に
「
従
前
か
ら
雇
用
す
る
労

働
者
に
秘
匿
し
て
お
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
か
つ

不
誠
実
で
も
あ
っ
て
、相
当
と
は
い
え
な
い
」
と
述
べ
、

合
併
し
た
企
業
の
課
題
と
し
て
認
め
て
い
ま
す
。

合
併
後
の
更
新
に
お
い
て
は
、
従
前
と
同
一
の
労

働
条
件
で
は
な
い
提
案
を
受
け
て
い
る
場
合
で
も
、

提
案
さ
れ
た
内
容
が
合
理
的
で
あ
る
場
合
に
こ
れ
に

応
じ
な
い
と
雇
用
が
維
持
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
え

ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

1男
女
雇
用
機
会
均
等
法
（
以
下
、「
均
等
法
」）
は
、

性
別
を
直
接
の
理
由
と
し
た
差
別
的
な
取
扱
い
を
禁

止
し
て
お
り（
均
等
法
第
5
条
・
6
条
、
同
施
行
規

則
第
1
条
4
号
、
直
接
差
別
の
禁
止
）、
ま
た
、
性

別
を
直
接
の
理
由
と
す
る
も
の
で
な
く
と
も
、「
…
…

男
性
及
び
女
性
の
比
率
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て

実
質
的
に
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
措
置
…
…
に
つ
い
て
は
、
…
…
合
理
的
な
理

由
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
講
じ
て
は
な

ら
な
い
」
と
し
て
、
間
接
的
な
差
別
も
禁
止
し
て
い

ま
す（
均
等
法
第
7
条
、
同
施
行
規
則
第
2
条
2
号
、

間
接
差
別
の
禁
止
）。

Ａ
Ｇ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
事
件
は
、
総
合
職
の
み

を
対
象
と
し
た
社
宅
制
度
に
つ
い
て
、
間
接
差
別
に

あ
た
る
と
し
て
違
法
と
判
断
し
て
い
ま
す
の
で
、
以

下
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
Ｇ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
事
件

（
東
京
地
裁
令
和
6
年
5
月
13
日
判
決
）

2⑴
　
事
案
の
概
要

被
告
で
あ
る
会
社
は
、
総
合
職
に
対
し
て
は
、
転

居
を
と
も
な
う
転
勤
命
令
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
通

勤
圏
に
自
宅
を
有
し
な
い
場
合
に
借
り
上
げ
社
宅
制

度
の
利
用
を
認
め
な
が
ら
、
一
般
職
に
は
社
宅
制
度
の

利
用
を
認
め
ず
、
住
宅
手
当
の
支
払
い
に
と
ど
め
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
措
置
が
、
男
女
の

性
別
を
理
由
と
す
る
直
接
差
別
ま
た
は
間
接
差
別
に

あ
た
り
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
提
訴
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
　
直
接
差
別
に
該
当
す
る
か

裁
判
所
は
、
直
接
差
別
に
該
当
す
る
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
判
示
し
、
結
論
と
し
て
直

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
趣
旨
に
反
し
な
い
か
注
意
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
対
象
と
な
る

総
合
職
の
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
あ
り
、
女
性
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
は
対
象
外
と
な
る

と
い
っ
た
場
合
に
は
、
合
理
的
な
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
趣
旨
に
反

す
る
と
し
て
違
法
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

A
総
合
職
の
み
を
社
宅
制
度
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
あ
る
で
し
ょ
う
か

こ
の
た
び
、
従
業
員
へ
の
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
、
総
合
職
の
従
業
員
を
対
象
に
社
宅
制

度
を
新
設
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
何
か
注
意
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
か
。

Q 2
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接
差
別
に
つ
い
て
は
否
定
し
て
い
ま
す
。

「
社
宅
制
度
の
適
用
を
受
け
て
き
た
の
が
Ｇ
を
除

き
全
て
男
性
で
あ
っ
た
の
は
、
…
…
女
性
か
ら
の
応

募
の
少
な
い
職
種
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
」
こ

と
、「
制
度
設
計
の
背
景
に
、
男
女
の
別
に
よ
っ
て
待

遇
の
格
差
を
生
じ
さ
せ
る
趣
旨
が
あ
っ
た
こ
と
を
推

認
す
る
に
足
り
る
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
」
こ
と
、

実
際
に
女
性
社
員（
Ｇ
）
が
社
宅
制
度
を
利
用
し
た

実
績
も
あ
る
こ
と
な
ど
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
、「
社

宅
制
度
に
関
す
る
待
遇
の
格
差
が
男
女
の
性
別
を
直

接
の
理
由
と
す
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

⑶
　
間
接
差
別
に
該
当
す
る
か

ア
　
判
断
枠
組
み

裁
判
所
は
、
間
接
差
別
に
該
当
す
る
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、以
下
の
通
り
判
断
の
枠
組
み
を
示
し
ま
し
た
。

「
均
等
法
7
条
を
受
け
た
同
法
施
行
規
則
2
条
2

号
に
は
、
…
…
住
宅
の
貸
与
（
均
等
法
6
条
2
号
、

同
法
施
行
規
則
1
条
4
号
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
①
性
別
以
外
の
事
由
を
要
件
と
す
る
措
置

で
あ
っ
て
、
②
他
の
性
の
構
成
員
と
比
較
し
て
、
一

方
の
性
の
構
成
員
に
相
当
程
度
の
不
利
益
を
与
え
る

も
の
を
、
③
合
理
的
な
理
由
が
な
い
と
き
に
講
ず
る

こ
と（
以
下
「
間
接
差
別
」
と
い
う
。）は
、
均
等
法

施
行
規
則
に
規
定
す
る
も
の
以
外
に
も
存
在
し
得
る

の
で
あ
っ
て
、
均
等
法
7
条
に
は
抵
触
し
な
い
と
し

て
も
、
民
法
等
の
一
般
法
理
に
照
ら
し
違
法
と
さ
れ

る
べ
き
場
合
は
想
定
さ
れ
る
…
…
」

「
そ
う
す
る
と
、
…
…
均
等
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
、

同
法
7
条
の
施
行
（
平
成
19
年
4
月
1
日
）
後
、
住

宅
の
貸
与
で
あ
っ
て
、
労
働
者
の
住
居
の
移
転
を
伴

う
配
置
転
換
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
要
件

と
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
間
接
差
別
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
民
法
90
条
違
反
や
不
法
行
為
の
成
否
の

問
題
が
生
じ
る
」

具
体
的
に
は
、「
措
置
の
要
件
を
満
た
す
男
性
及
び

女
性
の
比
率
、
当
該
措
置
の
具
体
的
な
内
容
、
業
務

遂
行
上
の
必
要
性
、
雇
用
管
理
上
の
必
要
性
そ
の
他
一

切
の
事
情
を
考
慮
し
、
男
性
従
業
員
と
比
較
し
て
女

性
従
業
員
に
相
当
程
度
の
不
利
益
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
か
否
か
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
つ
き

合
理
的
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
の
観
点
か
ら
、

被
告
の
社
宅
制
度
に
係
る
措
置
が
間
接
差
別
に
該
当

す
る
か
否
か
を
均
等
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
検
討
し
、

間
接
差
別
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
社
宅
管
理
規
程

の
民
法
90
条
違
反
の
有
無
や
被
告
の
措
置
に
関
す
る

不
法
行
為
の
成
否
等
を
検
討
す
べ
き
」と
し
て
い
ま
す
。

イ
　
事
案
の
検
討

裁
判
所
は
、
上
記
の
判
断
基
準
を
も
と
に
、
以
下

の
通
り
判
示
し
、
結
論
と
し
て
間
接
差
別
に
該
当
す

る
違
法
な
措
置
で
あ
る
と
認
定
し
ま
し
た
。

「
社
宅
制
度
の
実
際
の
運
用
は
、
総
合
職
で
あ
り

さ
え
す
れ
ば
、
転
勤
の
有
無
や
現
実
的
可
能
性
の
い

か
ん
を
問
わ
ず
、
通
勤
圏
内
に
自
宅
を
所
有
し
な
い

限
り
希
望
す
れ
ば
適
用
さ
れ
る
と
い
う
の
が
実
態
で

あ
り
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
た
の
は
、
Ｇ
を
除
き
全
て

男
性
で
あ
っ
た
」

「
社
宅
制
度
と
い
う
福
利
厚
生
の
措
置
の
適
用
を
受

け
る
…
…
比
率
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
男
性
の
割
合
が

圧
倒
的
に
高
く
、
女
性
の
割
合
が
極
め
て
低
い
…
…

享
受
す
る
経
済
的
恩
恵
の
格
差
は
か
な
り
大
き
い

…
…
。
他
方
で
、
転
勤
の
事
実
や
そ
の
現
実
的
可
能

性
の
有
無
を
問
わ
ず
社
宅
制
度
の
適
用
を
認
め
て
い

る
運
用
等
に
照
ら
す
と
…
…
社
宅
制
度
の
利
用
を
総

合
職
に
限
定
す
る
必
要
性
や
合
理
性
を
根
拠
づ
け
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
」

「
そ
う
す
る
と
、
…
…
社
宅
制
度
の
利
用
を
…
…

総
合
職
に
限
っ
て
認
め
、
一
般
職
に
対
し
て
認
め
て

い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
男
性
従
業
員
の
み
に

適
用
さ
れ
る
福
利
厚
生
の
措
置
と
し
て
社
宅
制
度
の

運
用
を
続
け
、
女
性
従
業
員
に
相
当
程
度
の
不
利
益

を
与
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
合
理
的
理
由
は
認

め
ら
れ
な
い
。
…
…
被
告
が
…
…
社
宅
制
度
の
運
用

を
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
…
…
均
等
法
の
趣
旨
に
照

ら
し
、
間
接
差
別
に
該
当
す
る
」

所
感

3本
判
決
は
、
均
等
法
施
行
規
則
第
2
条
2
号
の
列

挙
事
由
に
あ
た
ら
な
い
措
置
を
間
接
差
別
に
該
当
す

る
と
判
断
し
た
初
め
て
の
裁
判
例
で
す
。

本
判
決
は
、
総
合
職
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
転
勤

の
有
無
や
現
実
的
可
能
性
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
通

勤
圏
内
に
自
宅
を
所
有
し
な
い
か
ぎ
り
希
望
す
れ
ば

適
用
さ
れ
る
と
い
う
運
用
実
態
か
ら
合
理
性
を
否
定

し
、
間
接
差
別
を
肯
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
制
度
設

計
の
際
に
は
、
こ
の
点
を
ふ
ま
え
、
不
当
な
男
女
差

別
と
な
っ
て
い
な
い
か
注
意
を
払
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
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知っておきたい
労働法 A&Q



　“学び直し”を効果的に行う方法を、ミドル・シニアの方々に伝授する本連載。２回目は「大　“学び直し”を効果的に行う方法を、ミドル・シニアの方々に伝授する本連載。２回目は「大

人脳」ならではの記憶力にスポットをあてていきます。１万人の脳を診断した脳内科医・医人脳」ならではの記憶力にスポットをあてていきます。１万人の脳を診断した脳内科医・医

学博士の加藤俊徳先生に、50・60代の脳の扱い方、記憶力や理解力がアップする勉強法、学博士の加藤俊徳先生に、50・60代の脳の扱い方、記憶力や理解力がアップする勉強法、

学びの効果を高めるポイントなどについてお話しいただきました。学びの効果を高めるポイントなどについてお話しいただきました。

50・60代の記憶力の使い方

株式会社脳の学校 代表／加藤プラチナクリニック 院長　加
か

藤
と う

俊
と し

徳
の り

第 2 回

2025.7 52

加
齢
で
記
憶
力
の
仕
組
み
が
変
わ
る

加
齢
で
記
憶
力
の
仕
組
み
が
変
わ
る

50・60
代
に
な
っ
て
、「
記
憶
力
が
落
ち
て
き
た
」、「
物

覚
え
が
悪
く
な
っ
た
」と
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
年
を
重
ね
る
だ
け
で
は
記
憶
力
が
衰
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
変
わ
っ
た
の
は
記
憶
力
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
記
憶
す
る
た
め
の
脳
の
仕
組
み
で
す
。

10
代
の「
学
生
脳
」
で
は
、
聞
い
た
も
の
を
そ
の
ま

ま
吸
収
す
る「
無
意
味
記
憶
」
が
中
心
で
、
勉
強
も
暗

記
が
主
体
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
50
・
60
代
の
「
大
人

脳
」
の
場
合
、「
意
味
記
憶
」
が
優
勢
に
な
り
、
意
味
を

理
解
し
て
初
め
て
記
憶
す
る
よ
う
に
脳
の
仕
組
み
が
変

わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
学
生
時
代
と
同
じ

方
法
で
暗
記
す
る
の
は
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

何
か
を
記
憶
し
た
い
と
き
は
、「
覚
え
よ
う
」
と
思
う

よ
り
「
理
解
し
よ
う
」
と
頭
を
働
か
せ
る
の
が
正
解
で

す
。
記
憶
力
の
質
の
変
化
に
気
づ
き
、
大
人
脳
の
仕
組

み
に
合
っ
た
勉
強
法
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
勉
強
の
効
率
も
上
が
り
、
学
生
時
代
よ
り
記
憶

力
を
高
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

海
馬
に
「
重
要
だ
！
」
と
思
わ
せ
る

海
馬
に
「
重
要
だ
！
」
と
思
わ
せ
る

脳
に
は
膨
大
な
記
憶
容
量
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
耳
や
目
か
ら
入
っ
て
き
た
情
報
を
す
べ
て
記
憶

と
し
て
貯
め
こ
ん
で
い
た
ら
、
す
ぐ
に
容
量
オ
ー
バ
ー

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
脳
は
、
入
っ
て
き

た
情
報
の
う
ち
、
重
要
と
判
断
し
た
も
の
以
外
を
ど
ん

ど
ん
消
去
し
、
忘
れ
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
が
耳
や
目
か
ら
集
め
た
情
報
は
ま
ず
、
脳
の

中
の
聴
覚
系
や
視
覚
系
な
ど
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
記
憶

を
つ
か
さ
ど
る
「
海か

い

馬ば

」
が
そ
の
と
き
、
同
時
に
働
く

か
否
か
で
、短
期
記
憶
の
な
か
か
ら
「
消
去
す
る
情
報
」

と
「
残
す
情
報
」
を
選
別
す
る
役
割
も
に
な
っ
て
い
ま

す
。記

憶
は
大
き
く
「
短
期
記
憶
」
と
「
長
期
記
憶
」
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
海
馬
が
担
当
す
る
の
は
短
期
記
憶
。

海
馬
が
、情
報
の
入
力
と
同
時
に
働
い
て
、海
馬
が
「
残

す
」
と
判
断
し
た
情
報
が
、
長
期
記
憶
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
す
な
わ
ち
見
聞
き
し
た
情
報
を
、
海
馬
に
し
っ

か
り
「
重
要
だ
！
」
と
思
わ
せ
、
長
期
記
憶
に
送
り
込

む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
記
憶
力
は
上
が
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
仕
組
み
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
50
・
60
代

の
暗
記
法
の
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

「
覚
え
る
」
よ
り
「
理
解
し
よ
う
」

「
覚
え
る
」
よ
り
「
理
解
し
よ
う
」

海
馬
に
「
重
要
だ
」
と
思
わ
せ
る
た
め
に
は
、
海
馬

に
強
く
長
く
活
動
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
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加
齢
で
記
憶
力
の
仕
組
み
が
変
わ
る

加
齢
で
記
憶
力
の
仕
組
み
が
変
わ
る

50・60
代
に
な
っ
て
、「
記
憶
力
が
落
ち
て
き
た
」、「
物

覚
え
が
悪
く
な
っ
た
」と
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
年
を
重
ね
る
だ
け
で
は
記
憶
力
が
衰
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
変
わ
っ
た
の
は
記
憶
力
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
記
憶
す
る
た
め
の
脳
の
仕
組
み
で
す
。

10
代
の「
学
生
脳
」
で
は
、
聞
い
た
も
の
を
そ
の
ま

ま
吸
収
す
る「
無
意
味
記
憶
」
が
中
心
で
、
勉
強
も
暗

記
が
主
体
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
50
・
60
代
の
「
大
人

脳
」
の
場
合
、「
意
味
記
憶
」
が
優
勢
に
な
り
、
意
味
を

理
解
し
て
初
め
て
記
憶
す
る
よ
う
に
脳
の
仕
組
み
が
変

わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
学
生
時
代
と
同
じ

方
法
で
暗
記
す
る
の
は
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

何
か
を
記
憶
し
た
い
と
き
は
、「
覚
え
よ
う
」
と
思
う

よ
り
「
理
解
し
よ
う
」
と
頭
を
働
か
せ
る
の
が
正
解
で

す
。
記
憶
力
の
質
の
変
化
に
気
づ
き
、
大
人
脳
の
仕
組

み
に
合
っ
た
勉
強
法
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
勉
強
の
効
率
も
上
が
り
、
学
生
時
代
よ
り
記
憶

力
を
高
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

海
馬
に
「
重
要
だ
！
」
と
思
わ
せ
る

海
馬
に
「
重
要
だ
！
」
と
思
わ
せ
る

脳
に
は
膨
大
な
記
憶
容
量
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

が
海
馬
の
隣
に
あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
感
情

が
大
き
く
動
く
出
来
事
が
あ
る
と
、
感
情
や
記
憶
を
つ

な
ぐ
脳
内
の
ル
ー
ト
が
刺
激
さ
れ
、
海
馬
が
そ
れ
を
重

要
な
情
報
と
判
断
す
る
の
で
す
。
何
か
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
出
来
事
に
は
「
楽
し
い
」、「
嬉
し
い
」、「
悲
し

い
」な
ど
の
感
情
が
と
も
な
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
出

来
事
の
記
憶
は「
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
」と
し
て
、
長
期

記
憶
に
無
条
件
に
送
ら
れ
る
の
で
す
。

勉
強
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
が
と
も
な
う
よ
う
に
な

る
と
、
記
憶
力
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
ま
す
。
特
に
海
馬

は
、
ワ
ク
ワ
ク
と
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
浴
び
る

と
、「
シ
ー
タ
波
」と
呼
ば
れ
る
脳
波
を
出
し
て
活
発

に
働
く
よ
う
に
な
り
、入
っ
て
き
た
情
報
を
「
重
要
だ
」

と
判
断
し
ま
す
。
シ
ー
タ
波
が
出
て
い
る
と
き
は
、
学

習
速
度
も
上
が
る
と
さ
れ
ま
す
。

勉
強
そ
の
も
の
を
好
き
に
な
れ
な
く
て
も
、
ハ
ッ

ピ
ー
な
気
持
ち
で
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
工
夫
す
る
、
あ
る
い
は
、
ご
褒
美
を
設
定
す
る
な

ど
し
て
、
脳
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
、

効
率
的
な
学
び
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
に
は

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
に
は

「
長
期
記
憶
」
の
図
書
館
が
あ
る

「
長
期
記
憶
」
の
図
書
館
が
あ
る

50
・
60
代
の
人
が
学
ぶ
う
え
で
の
大
き
な
利
点
は
、

す
で
に
長
期
記
憶
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
脳
内
に
は
、
ま
る
で
図
書
館

の
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
長
期
記
憶
も
、
使
い
方
を
間
違
え
れ
ば「
老
害
」

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
有
効
活
用
で
き
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
び
の
窓
口
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分

の
中
の
図
書
館
の
本
を
整
理
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
、
足
り
な
い
本
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
若
い

こ
ろ
、
図
書
館
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
て
、
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
や
っ
て
み
る
の
も

よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昔
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
も
、
50
・
60
代
ま
で
に

ほ
か
の
脳
の
分
野
を
育
て
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
で

き
る
こ
と
は
意
外
に
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
50
・
60
代

に
な
っ
て
あ
ら
た
め
て
取
り
組
ん
で
み
る
と
、
お
も
し

ろ
さ
、
楽
し
さ
が
違
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
長

期
記
憶
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
い
ま
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
に
対
し
て
興
味
を
持
ち
や
す
い
し
、
逆
に
い
ま
ま
で

や
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
興
味
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳
の
中
に
図
書
館
を
持
ち
、
学
び
の
引
き
出
し
が
多

い
の
が
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

理
解
す
る
た
め
の
窓
口
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
て
、
学

ぶ
チ
ャ
ン
ス
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と

に
ま
だ
、
気
づ
い
て
い
な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

�

（
取
材
・
文　
沼
野
容
子
）

の
方
法
の
一
つ
が
「
理
解
す
る
こ
と
」
で
す
。
物
事
を

理
解
す
る
た
め
に
は
、
脳
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
情
報

を
引
っ
張
り
出
し
、
新
し
い
情
報
と
結
び
つ
け
る
こ
と

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
脳
の
中
で
は
、
海

馬
と
と
も
に
、
理
解
に
関
係
す
る
部
分
が
働
き
、
脳
内

が
持
続
的
に
活
性
化
す
る
こ
と
で
、海
馬
が
「
重
要
だ
」

と
記
録
し
、
長
期
記
憶
へ
の
ル
ー
ト
を
開
く
の
で
す
。

大
人
脳
で
は
、「
覚
え
る
」
よ
り
、「
理
解
し
よ
う
」と

す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
海
馬
に
「
重
要
だ
」
と
強
く
印
象
づ
け
る

に
は
、「
情
報
を
く
り
返
し
入
れ
る
」
と
い
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
復
習
で
す
。
何
か
の
学
習
を
始
め

た
ら
、
毎
日
の
復
習
に
よ
り
コ
ツ
コ
ツ
と
そ
の
情
報
を

送
り
続
け
、
海
馬
に
「
重
要
だ
」
と
判
断
さ
せ
る
こ
と

で
、し
っ
か
り
記
憶
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
「
感
情
」
で

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
「
感
情
」
で

記
憶
力
を
高
め
る

記
憶
力
を
高
め
る

短
期
記
憶
の
目
安
は
長
く
て
も
１
～
２
週
間
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昨
日
の
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
思

い
出
せ
ま
す
が
、
数
週
間
前
に
何
を
食
べ
た
の
か
は
、

な
か
な
か
思
い
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。一
方
で
、

特
別
な
出
来
事
が
あ
っ
た
と
き
の
食
事
な
ど
、
何
カ
月

経
っ
て
も
覚
え
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

脳
の
中
で
感
情
や
記
憶
処
理
に
か
か
わ
る
「
扁へ

ん

桃と
う

体た
い

」
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第59回

今
回
は
、「
組
織
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
日
常

的
に
使
っ
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
い
わ
れ
る
と
何
か

説
明
し
に
く
い
用
語
の
最
た
る
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

組
織
に
は
成
立
要
件
が
あ
る

組
織
と
い
う
と
複
数
人
数
の
集
ま
り（
集
団
）で
あ

る
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
す
が
、
例
え
ば
、
仲

の
よ
い
友
人
た
ち
が
い
つ
も
集
ま
っ
て
遊
ん
で
い
て

も
、
そ
れ
を
組
織
と
思
う
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
向
け
て
複
数
の

人
が
集
ま
り
、
各
々
に
役
割
が
付
与
さ
れ
、
指
揮
・
監

督
す
る
人
が
い
る
状
態
に
な
る
と
組
織
と
思
う
人
は
増

え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
点
か
ら
も
い
え
る
よ
う
に
、
組
織
と
は
単
な
る

集
団
で
は
な
く
、
成
立
す
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
組
織
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
大

辞
泉（
小
学
館
）で
調
べ
る
と
、「
一
定
の
共
通
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
、
成
員
間
の
役
割
や
機
能
が
分
化
・
統

合
さ
れ
て
い
る
集
団
。
ま
た
、そ
れ
を
組
み
立
て
る
こ
と
」

と
あ
り
ま
す
。ま
た
、ア
メ
リ
カ
の
経
営
学
者
で
あ
る
チ
ェ

ス
タ
ー
・
バ
ー
ナ
ー
ド
は
、
著
書
『
経
営
者
の
役
割
』の

な
か
で
、
組
織
が
成
立
す
る
た
め
に
は
三
つ
の
条
件
が

必
要
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
三
つ
と
は
、
共
通
目
的

が
あ
る
こ
と
、
組
織
へ
の
貢
献
意
欲
が
あ
る
こ
と
、
円

滑
な
情
報
共
有
・
意
思
伝
達（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

の
手
段
が
あ
る
こ
と
だ
と
し
、
一
つ
で
も
欠
け
る
と
組

織
が
健
全
に
機
能
し
な
く
な
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

組
織
は
設
計
す
る
も
の

こ
れ
ら
の
要
素
を
も
っ
た
組
織
が
自
然
発
生
的
に
形

成
さ
れ
る
の
は
む
ず
か
し
い
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉

の
説
明
に
あ
る
よ
う
に
、
組
織
を
組
み
立
て
る（
設
計
）

行
為
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
次
の
組
織
設
計

の
５
原
則
に
則
る
と
効
果
的
な
組
織
と
し
て
機
能
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・�

専
門
家
の
原
則
…
組
織
の
活
動
が
、
専
門
的
に
特
化

し
た
役
割
分
担
さ
れ
て
い
る
状
態
の
こ
と
。
分
業
に

よ
り
、
効
率
的
か
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
が
し
や
す
い
。

・�

権
限
責
任
一
致
の
原
則
…
組
織
メ
ン
バ
ー
に
与
え
ら

れ
た
権
限
の
大
き
さ
が
、
担
当
す
る
職
務
に
相
応
し

て
い
る
こ
と
。

・�

統
制
範
囲
の
原
則
…
一
人
の
人
間
が
管
理
で
き
る
人

数
に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
管
理
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
。

・�

命
令
統
一
性
の
原
則
…
組
織
秩
序
を
維
持
す
る
た

め
、
組
織
の
メ
ン
バ
ー
は
特
定
の
一
人
か
ら
の
み
指

示
・
命
令
を
受
け
る
こ
と
。

・�

例
外
の
原
則
…
経
営
者
は
、
日
常
的
な
業
務
を
一
般

社
員
に
権
限
委
譲
し
、
例
外
的
な
業
務（
意
思
決
定

や
重
要
課
題
の
対
応
）な
ど
に
専
念
す
る
こ
と
。

「組織」
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な
お
、組
織
の
設
計
や
運
営
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

よ
く
話
題
に
な
る
の
は
、
ス
パ
ン・オ
ブ・コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
統
制
範
囲
の
原
則
に
関
係

す
る
こ
と
で
、
一
人
の
人
間
が
直
接
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
数
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。
一
般
論
で
は
、
適

正
な
の
は
５
～
８
名
、
最
大
10
名
程
度
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、明
確
な
根
拠
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

令
和
６
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査（
厚
生
労
働
省
）

の
役
職
者
別
労
働
者
数
か
ら
計
算
※
す
る
と
、
労
働
者

に
占
め
る
部
長
・
課
長
比
率
は
11
・
８
％（
部
長
級
４
・

１
％
・
課
長
級
７
・
７
％
）で
、
こ
れ
ら
の
比
率
以
外

を
部
下（
管
理
対
象
）数
と
置
き
換
え
る
と
８
名
程
度

と
な
り
、
係
長
級（
６
・
７
％
）も
管
理
を
分
担
し
て

い
る
と
仮
定
す
る
と
部
下
数
は
５
名
程
度
と
な
る
た

め
、
一
般
論
の
数
値
は
現
実
的
と
い
え
ま
す
。

基
本
的
な
組
織
構
造
の
種
類

組
織
設
計
の
５
原
則
を
ふ
ま
え
て
組
織
を
つ
く
り
仕

組
み
化
し
た
も
の
を
組
織
構
造
と
い
い
ま
す
。
い
く
つ

か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
企
業
経
営
す
る

う
え
で
の
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
ま
す
。

・�

機
能
別
組
織
…
研
究
開
発
・
営
業
・
人
事
な
ど
機
能

（
全
体
を
構
成
す
る
個
々
の
部
分
が
果
た
し
て
い
る

固
有
の
役
割
）
別
に
分
け
て
組
織
を
編
成
し
た
も
の
。

業
務
の
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、

組
織
ご
と
に
独
立
し
て
業
務
を
行
う
た
め
、
組
織
間

連
携
や
横
断
的
業
務
に
は
向
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る（
図
表
１
）。

・�

事
業
部
別
組
織
…
経
営
者
の
も
と
に
事
業（
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
・
顧
客
な
ど
）別
に
分
け
て
組
織

を
編
成
し
た
も
の
。
こ
の
組
織
で
あ
る
事
業

部
の
も
と
に
機
能
別
組
織
を
配
置
す
る
こ
と

が
あ
る
。
市
場
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
意
思
決
定
や
、
収
益
や
責
任
の
所
在
が
明

確
に
な
る
一
方
、
事
業
部
間
の
競
争
が
激
化

し
た
り
、
事
業
部
間
の
機
能
別
組
織
に
重
複

が
発
生
し
非
効
率
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

・
カ
ン
パ
ニ
ー
制
組
織
…
事
業
部
制
組
織
よ�

　
り
も
さ
ら
に
事
業
に
権
限
委
譲
し
、
独
立�

　
性
を
高
め
た
疑
似
会
社（
カ
ン
パ
ニ
ー
）

で
組
織
を
編
成
し
た
も
の
。
カ
ン
パ
ニ
ー
が
独
立
し

て
意
思
決
定
し
、
収
益
責
任
を
も
つ
た
め
、
迅
速
な

意
思
決
定
と
戦
略
実
行
が
図
れ
、
次
世
代
の
経
営
者

育
成
が
や
り
や
す
く
な
る
一
方
で
、
カ
ン
パ
ニ
ー
が

別
会
社
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
な
る
た
め
、
交
流
が

し
に
く
く
な
り
、
会
社
と
し
て
の
一
体
感
を
保
ち
に

く
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

・�

マ
ト
リ
ク
ス
型
組
織
…
機
能
と
事
業
の
二
軸
を
縦
と

横
で
組
み
合
わ
せ
て
網
の
目
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
組

織
。
機
能
と
事
業
の
二
つ
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
機
能
・
事
業
間
の
情
報
共
有
、
課
題
へ
の
柔

軟
対
応
が
で
き
人
的
・
技
術
的
交
流
が
し
や
す
く
な
る

一
方
で
、
指
揮
命
令
系
統
が
複
雑
に
な
る
こ
と
で
現
場

が
混
乱
し
、
責
任
の
所
在
が
曖
昧
に
な
り
意
思
決
定

の
調
整
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る（
図
表
２
）。

こ
こ
ま
で
み
た
通
り
、
ど
の
組
織
に
も
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
と
き
に
は
機

能
別
組
織
か
ら
事
業
部
別
組
織
に
し
た
も
の
の
、
機
能

別
組
織
に
ま
た
戻
す
と
い
っ
た
大
き
な
再
編
成
を
行
う

会
社
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
経
営
史
学
者
で
あ
る

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
は「
組
織
は
戦
略
に

従
う
」と
提
唱
し
ま
し
た
が
、
完
璧
な
組
織
は
な
く
、

環
境
変
化
や
事
業
の
目
的
な
ど
に
よ
っ
て
流
動
的
に
見

直
さ
れ
、
形
を
変
え
て
い
く
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

次
回
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。

※　全産業の企業規模（10人以上）計・男女計・学歴計の労働者数から筆者が計算

研究開発本部 製造本部

経営者

営業本部 管理本部

情
報
シ
ス
テ
ム
部

法
務
課

総
務
課

営
業
部

営
業
推
進
部

営
業
企
画
部

品
質
管
理
部

Ｂ
工
場

Ａ
工
場

製
造
設
計
部

製
造
開
発
部

基
礎
研
究
部

出典：筆者作成

図表2　�マトリクス型組織

図表1　�機能別組織

研究開発

A部門事業

スタッフ

営業

製造

機能
B部門 C部門

出典：筆者作成
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木
き

島
じま

康
やす

雄
お

 監修／
三修社／
2420円

小
こ

林
ばやし

包
かね

美
よし

 著／
第一法規／
2970円

事
業
者
必
携
　
知
っ
て
お
き
た
い
！

最
新　

法
務
リ
ス
ク
と
ト
ラ
ブ
ル
予
防
の

法
律
知
識

実
際
の
相
談
事
例
で
わ
か
る
！

高
年
齢
者
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
実
務

65
歳
以
上
の
就
業
者
数
が
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年

時
点
で
20
年
連
続
し
て
増
加
を
続
け
て
い
る
な
か
、
高

齢
者
雇
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
る
。

本
書
は
、
高
齢
者
雇
用
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ど
う

向
き
合
い
、ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、

特
定
社
会
保
険
労
務
士
で
、
東
京
簡
易
裁
判
所
民
事
調

停
委
員
な
ど
を
歴
任
し
多
く
の
事
案
の
解
決
に
た
ず
さ

わ
っ
て
き
た
著
者
の
経
験
を
も
と
に
、
有
効
な
対
策
と

そ
の
進
め
方
を
提
示
す
る
一
冊
。

本
文
は
３
章
構
成
で
、
第
１
章「
高
年
齢
者
雇
用
の

現
状
」で
は
、
70
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置

の
実
施
状
況
や
、
企
業
に
お
け
る
定
年
制
の
状
況
な
ど

を
分
析
。
第
２
章「
高
年
齢
者
雇
用
の
人
事
・
労
務
管

理
の
留
意
事
項
」で
は
、
実
務
的
見
地
か
ら
、
労
働
条

件
の
明
確
化
や
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
そ
の
特
例
、労
働・

社
会
保
険
の
適
用
な
ど
、
特
に
留
意
し
た
い
点
に
つ
い

て
て
い
ね
い
に
説
く
。
第
３
章「
高
年
齢
者
雇
用
の
ト

ラ
ブ
ル
と
対
策
」で
は
、
定
年
後
再
雇
用
の
雇
用
契
約

締
結
か
ら
雇
用
終
了
ま
で
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
な
ど
に
つ

い
て
、
対
策
、
解
決
方
法
、
予
防
措
置
な
ど
の
実
務
ポ

イ
ン
ト
を
事
例
に
即
し
て
解
説
し
て
い
る
。

簡
明
な
文
章
な
の
で
、
企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
の

実
務
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
高
齢
者
雇
用
に
関
す
る
基

礎
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
人
に
も
手
に
取
り
や
す
い
。

企
業
に
と
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
と
そ
の
後
の
対
応

は
将
来
を
左
右
し
か
ね
な
い
一
大
事
と
い
え
る
。
長
年

築
い
て
き
た
信
頼
も
崩
れ
る
と
き
は
一
瞬
で
、
取
引
先

や
消
費
者
の
信
頼
を
取
り
戻
す
に
は
多
く
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。

本
書
は
、
企
業
活
動
を
行
う
う
え
で
事
業
者
が
知
っ

て
お
き
た
い
法
務
リ
ス
ク
と
ト
ラ
ブ
ル
予
防
の
法
律
知

識
に
つ
い
て
、弁
護
士
監
修
の
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

残
業
代
不
払
い
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
解
雇
、
秘
密
保

持
契
約
な
ど
の
労
務
関
連
の
問
題
を
は
じ
め
、
個
人
情

報
や
企
業
の
営
業
秘
密
の
漏
え
い
な
ど
の
情
報
管
理
の

問
題
、
製
造
物
責
任
法
や
独
占
禁
止
法
、
下
請
法
、
景

品
表
示
法
な
ど
の
法
令
違
反
の
問
題
、
知
的
財
産
権
侵

害
な
ど
、
企
業
活
動
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
問
題

と
対
策
を
幅
広
く
取
り
上
げ
て
い
る
。「
社
会
保
険
料

逃
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
手
続
き
に
つ
い

て
知
っ
て
お
こ
う
」、「
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
と
し
て
ど
ん
な

こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
か
」な
ど
平
易
な
言
葉
と
図
表
、

Ｑ
＆
Ａ
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
お
り
読
み
や
す
い
こ
と
も

特
徴
だ
。
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
内
部
告
発
な

ど
法
改
正
や
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
も
取
り
上
げ
て
い
て
、最
新
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
。

企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
心
を
持
つ
人
た

ち
に
と
っ
て
、必
要
な
知
識
が
身
に
つ
く
一
冊
で
あ
る
。

弁護士が監修、企業のリスクマネジメントに役立つ一冊

定年後再雇用の雇用契約締結から雇用終了まで、トラブル対応が事例でわかる！
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榧
かや

野
の

 潤
じゅん

 著、
西
にし

垣
がき

英
はな

恵
え

 著／
独立行政法人労働政策

研究・研修機構／
3850円

篠
しの

原
はら

菊
きく

紀
のり

 監修／
ナツメ社／
1430円

坪
つぼ

井
い

貴
たか

司
し

 著、
寺
てら

田
だ

 新
しん

 著／
東京大学出版会／

2750円

生
涯
現
役
を
実
現
す
る
に
は
、
元
気
に
動
け
る
体
づ

く
り
が
大
切
だ
。
そ
う
思
い
健
康
情
報
を
集
め
て
み
る

と
、
な
か
に
は
「
こ
れ
っ
て
本
当
？
」、「
売
る
た
め
に

誇
張
し
て
い
る
？
」と
疑
問
を
抱
く
も
の
も
…
…
。

本
書
は
、
世
の
中
に
広
く
流
布
し
て
い
る
「
よ
く
聞

く
健
康
知
識
」
を
取
り
上
げ
て
、
科
学
的
な
根
拠
や
理

論
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
真
偽
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
く
。

著
者
の
２
人
は
東
京
大
学
大
学
院
教
授
で
、
そ
れ
ぞ

れ
生
命
科
学
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
を
専
門
と
し
て
い
る
。

本
書
で
は「
食
と
栄
養
」、「
運
動
と
体
」に
関
す
る
情
報

を
取
り
上
げ
て
、「
糖
質
制
限
食
っ
て
優
れ
た
ダ
イ
エ
ッ

ト
法
な
の
？
」、「
有
酸
素
性
運
動
で
脂
肪
を
使
わ
な
い

と
痩
せ
な
い
の
？
」
な
ど
20
の
疑
問
に
つ
い
て
詳
解
し

て
い
る
。
ま
た
本
書
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら

発
信
さ
れ
る
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、
自
分
の
頭
で
考

え
て
判
断
で
き
る
よ
う
一
般
の
人
た
ち
の
科
学
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
る
こ
と
に
も
役
立
つ
内
容
に
し
た
い
、
と

い
う
著
者
の
思
い
も
込
め
ら
れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
む
ず
か
し
い
内
容
も
あ
る
が
、
わ
か

り
や
す
い
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
。
気
に
せ
ず
に
読
み

進
め
て
い
け
ば
、
読
み
通
し
た
こ
ろ
に
は
よ
り
よ
く
生

き
る
た
め
の
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
が
身
に
つ
い
て
い
る
、

そ
ん
な
こ
と
も
期
待
で
き
る
良
書
だ
。

高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
認
知
症
に
な
る
人
が
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
生
活

習
慣
な
ど
の
改
善
に
よ
っ
て
、
そ
の
発
症
リ
ス
ク
を
抑

え
ら
れ
る
こ
と
が
最
近
わ
か
っ
て
き
た
。

本
書
は
、
そ
う
し
た
報
告
や
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）が
推
奨
す
る
認
知
症
予
防
の
た
め
の
生
活
習
慣
を

前
提
と
し
て
、
老
化
を
く
い
止
め
、
病
気
予
防
に
も
つ

な
げ
て
い
く「
９
つ
の
習
慣
」を
説
い
て
い
る
。

９
つ
の
習
慣
は
、「
脳
ト
レ
」、「
運
動
」、「
睡
眠
」、「
食

事
」、「
余
暇
活
動
」、「
全
身
の
健
康
管
理
」、「
人
と
の

交
流
」、「
ス
ト
レ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
脳
に
い
い

言
葉
」。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
習
慣
や
効

果
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
な
ど
を
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
紙

面
で
簡
潔
に
説
明
し
、
日
常
生
活
で
実
践
し
や
す
い
運

動
や
食
習
慣
、
脳
に
い
い
言
葉
を
口
に
す
る
習
慣
づ
く

り
な
ど
を
紹
介
。
例
え
ば
、
複
数
の
作
業
を
並
行
し
て

進
め
る
家
事
は
、
最
高
の
脳
ト
レ
に
な
る
と
い
う
。
た

だ
、
慣
れ
た
こ
と
を
す
る
と
き
に
脳
は
活
性
化
し
な
い

た
め
、
い
つ
も
と「
順
番
を
変
え
る
」、「
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
る
」な
ど
の
工
夫
を
加
え
る
と
よ
い
そ
う
だ
。
本

書
の
監
修
は
、本
誌（
64
ペ
ー
ジ
）
で
「
脳
力
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！
」
を
連
載
し
て
い
る
篠
原
菊
紀
氏
が

務
め
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
脳
の
老
化
予
防
に
関
心
が

あ
る
人
に
は
、
一
読
の
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
労
働
市
場
の
構
造
的
問
題
に
注
目
し
、
１

９
３
０
年
代
に
は
じ
ま
っ
た
失
業
の
心
理
学
研
究
の
蓄

積
と
、
著
者
が
積
み
重
ね
て
き
た
実
証
的
研
究
成
果
を

も
と
に
、
失
業
者
の
心
理
と
求
職
行
動
を
科
学
的
に
分

析
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
効
果
的
な
支
援
を
実
現
す
る

た
め
の
新
し
い
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
す
る
と
と
も

に
、「
心
理
的
・
社
会
的
困
難
へ
の
支
援
」な
ど
再
就
職

支
援
の
実
務
に
資
す
る
16
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

著
者
の
榧
野
氏
は
、（
独
）労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
の
労
働
大
学
校
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安

定
所
）職
員
向
け
の
研
修
を
担
当
し
、
研
修
を
通
じ
て

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
が
直
面
す
る
課
題
や
、
年
齢
、
ス

キ
ル
不
足
、
育
児
や
介
護
の
責
任
、
病
気
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
抱
え
る
失
業
者
の
事
例
に
触
れ
た
。
同
時

に
、
職
員
の
親
身
な
支
え
と
本
人
の
努
力
に
よ
っ
て
再

就
職
を
果
た
し
た
人
々
の
感
動
的
な
事
例
を
学
び
、
困

難
な
状
況
に
直
面
し
た
人
が
、「
再
就
職
」と
い
う
新
た

な
希
望
を
見
出
し
て
い
く
過
程
の
心
理
を
理
解
し
、
効

果
的
な
再
就
職
支
援
の
方
法
を
研
究
し
て
い
る
。

16
の
提
言
は
、
再
就
職
支
援
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
や
、

失
業
問
題
に
取
り
組
む
研
究
者
、
政
策
立
案
者
に
向
け

た
も
の
だ
が
、
労
働
者
が
望
む
労
働
や
職
場
環
境
、
良

好
な
雇
用
関
係
の
構
築
を
目
ざ
す
事
業
主
に
と
っ
て
も
、

新
た
な
示
唆
を
得
る
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

よ
く
聞
く
健
康
知
識
、
ど
う
な
っ
て
る
の
？

脳
が
喜
ぶ
９
つ
の
習
慣

老
化
を
予
防
し
若
返
る
！

研
究
双
書  

失
業
の
心
理
学

―
失
業
か
ら
再
就
職
へ
の
橋
渡
し
―

健康情報の真偽を解説。科学リテラシーを高めたい人にもおすすめ

いますぐできる9つの習慣で、脳が喜び認知症を予防！

失業者の心理と求職行動の分析をふまえた、再就職支援のための16の提言
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行
政
・
関
係
団
体�

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
Ｑ
＆
Ａ（
高
年
齢
者

雇
用
確
保
措
置
関
係
）改
訂
版
を
掲
載

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
５（
令
和
７
）年
３
月
31
日
付

け
で
改
訂
し
た
「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
Ｑ
＆
Ａ（
高
年

齢
者
雇
用
確
保
措
置
関
係
）」（
同
年
４
月
１
日
適
用
）を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

Ｑ
＆
Ａ
の
改
訂
は
、
段
階
的
に
措
置
し
て
き
た
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
の
経
過
措
置
が
２
０
２
５
年
３
月
31
日
で

終
了
し
、
同
年
４
月
1
日
以
降
は
、
希
望
者
全
員
の
65
歳

ま
で
の
雇
用
確
保
が
中
小
企
業
を
含
む
す
べ
て
の
企
業
に

義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
の
義
務
化
に
と

も
な
う
所
要
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
超
高
齢
社
会

に
お
い
て
、
高
齢
者
の
活
躍
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
り
を

み
せ
て
い
る
な
か
、
高
齢
者
の
雇
用
の
安
定
を
確
保
す
る

た
め
、
継
続
雇
用
時
の
賃
金
や
労
働
条
件
の
決
定
等
に
関

す
る
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

◆�

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
Ｑ
＆
Ａ

　

�https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/koyou_roudou/koyou/koureisha/
topics/new

page_55003.htm
l

ま
た
、「
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
」の
た
め
に
事

業
主
が
講
ず
る
べ
き
措
置（
努
力
義
務
）等
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
掲
載
し
て
い
る
。

◆�

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
〜
70
歳
ま
で
の
就
業
機

会
確
保
〜

　

�https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/koyou_roudou/koyou/koureisha/
topics/tp120903-1_00001.htm

l

労
働
者
協
同
組
合
の
設
立
状
況
を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
労
働
者
協
同
組
合
の
設
立
状
況
を
公

表
し
た
。
２
０
２
５（
令
和
７
）年
４
月
１
日
時
点
で
、
１

都
１
道
２
府
31
県
で
１
４
４
法
人
が
設
立
さ
れ
た
。
新
規

設
立
が
１
０
９
法
人
、
企
業
組
合
か
ら
の
組
織
変
更
が
25

法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
の
組
織
変
更
が
10
法
人
と
な
っ

て
い
る（
厚
生
労
働
省
が
把
握
し
て
い
る
も
の
に
か
ぎ
る
）。

労
働
者
協
同
組
合
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
支
援
、

子
育
て
支
援
、
荒
廃
山
林
を
整
備
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
の
経

営
、
葬
祭
業
、
成
年
後
見
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が

行
わ
れ
て
お
り
、
新
し
い
働
き
方
を
実
現
し
て
い
る
。

労
働
者
協
同
組
合
は
、
労
働
者
協
同
組
合
法
に
基
づ
い

て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
、労
働
者
が
組
合
員
と
し
て
出
資
し
、

そ
の
意
見
を
反
映
し
て
組
合
の
事
業
が
行
わ
れ
、
組
合
員

自
ら
が
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
基
本
原
理
と
す
る
組
織
。

厚
生
労
働
省
は
労
働
者
協
同
組
合
を
通
じ
、
多
様
な
働
き

方
を
実
現
し
つ
つ
、
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
活
動
す
る

人
々
の
選
択
肢
が
広
が
る
よ
う
、
特
設
サ
イ
ト（
※
）
を
活

用
し
た
周
知
広
報
を
実
施
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
８
月
か

ら
は
国
が
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
選
定
し
た
神
奈
川
県
、
福

井
県
、
長
野
県
、
三
重
県
、
徳
島
県
の
５
県
に
設
置
さ
れ

た
協
議
会
に
お
け
る
労
働
者
協
同
組
合
の
活
用
を
通
じ
、

多
様
な
働
き
方
が
可
能
と
な
る
環
境
整
備
や
、
働
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
人
々
や
女
性
、
中
高
年
齢
者
な
ど
の
多
様
な

雇
用
機
会
の
創
出
を
行
う
地
域
の
取
組
み
を
支
援
し
、
全

国
展
開
を
図
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/new

page_56100.
htm

l

（
※
）
特
設
サ
イ
ト
「
知
り
た
い
！
労
働
者
協
同
組
合
法
」

　
　

 https://w
w
w
.roukyouhou.m

hlw
.go.jp

人
口
推
計（
令
和
６
年
10
月
1
日
現
在
）
を

公
表

総
務
省

総
務
省
は
、
２
０
２
４（
令
和
６
）年
10
月
１
日
現
在
の

人
口
推
計
を
公
表
し
た
。
15
～
64
歳
人
口
は
前
年
と
比
べ

22
万
４
０
０
０
人
減
少
の
７
３
７
２
万
８
０
０
０
人
。
総

人
口
は
１
億
２
３
８
０
万
２
０
０
０
人
。
前
年
と
比
べ
55

万
人
減
少
し
、
14
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。

総
人
口
に
占
め
る
年
齢
別
人
口
の
割
合
を
み
る
と
、
15

歳
未
満
は
11
・
２
％
、
15
～
64
歳
は
59
・
６
％
、
65
歳
以

上
は
29・３
％
、
65
歳
以
上
の
う
ち
75
歳
以
上
は
16・８
％
。

前
年
に
比
べ
る
と
、
15
歳
未
満
は
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
。

65
歳
以
上
人
口
と
75
歳
以
上
人
口
が
そ
れ
ぞ
れ
0
・
２
ポ

イ
ン
ト
、
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

ま
た
、
総
人
口
に
占
め
る
年
齢
別
人
口
割
合
の
推
移
を

み
る
と
、
15
歳
未
満
人
口
は
、
１
９
７
５
年（
24
・
3
％
）

以
降
一
貫
し
て
低
下
を
続
け
、
２
０
２
４
年（
11
・
２
％
）

は
過
去
最
低
。
15
～
64
歳
は
、
１
９
８
２
年（
67
・
５
％
）

以
降
上
昇
し
て
い
た
が
、１
９
９
２
年
（
69・８
％
）
に
ピ
ー

ク
と
な
り
、
そ
の
後
は
低
下
を
続
け
、
２
０
２
１
年
お
よ

び
２
０
２
２
年（
59
・
４
％
）
に
過
去
最
低
と
な
っ
た
も
の

の
、
２
０
２
４
年
は
59
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

65
歳
以
上
人
口
は
、
１
９
５
０
年
（
４
・
９
％
）
以
降
一
貫

し
て
上
昇
し
、
２
０
２
４
年
は
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
75

歳
以
上
人
口
も
１
９
５
０
年
（
１
・
３
％
）
以
降
一
貫
し
て

上
昇
し
、
２
０
２
４
年
は
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

15
歳
未
満
人
口
の
割
合
は
、
前
年
に
比
べ
す
べ
て
の
都

道
府
県
で
低
下
し
、
15
歳
未
満
人
口
の
割
合
が
75
歳
以
上

人
口
の
割
合
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
沖
縄
県
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

https://w
w
w
.stat.go.jp/data/jinsui/2024np/

index.htm
l

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
高
齢
者
の
仕
事
に
！

事
業
モ
デ
ル
の
普
及
可
能
性
を
確
認

東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
は
、２
０
１
８（
平
成
30
）年
よ
り
埼
玉
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
本
部（
い
き
い
き
埼
玉
）と
協
働
し
て
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
仕
事
と
し
て
対
価
を

得
な
が
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
の
運
営
を
担
う
」と
い
う

事
業
モ
デ
ル
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
の
事
業
化
を
う
な
が
す
た
め
、
埼

玉
県
内
全
58
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン

タ
ー
」）
に
対
し
、
①
運
動
・
栄
養
・
社
会
面
に
働
き
か
け

る
教
室
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
教
材
の
提
供
、
②
（
教
室
の
担
い

手
を
養
成
す
る
た
め
の
）
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
研
修
（
全
３
回
／
年
）、
③
事
業
に
関
す
る
情
報
交
換
会

（
１
回
）、
④
事
業
実
施
に
関
す
る
相
談
支
援
を
実
施
。
そ

の
結
果
、
59
％
の
セ
ン
タ
ー
が
事
業
を
実
施
し
、
40
％
の

セ
ン
タ
ー
が
②
の
養
成
研
修
を
受
け
て
フ
レ
イ
ル
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
セ
ン
タ
ー
の
会
員
へ
対
価
が
支
払
わ
れ

る
か
た
ち
で
教
室
事
業
を
実
施
。
実
施
し
た
セ
ン
タ
ー
の

う
ち
、
75
％
の
セ
ン
タ
ー
が
２
年
以
上
事
業
を
継
続
し
た
。

こ
れ
ら
の
実
績
か
ら
同
研
究
所
は
、「
広
が
り
や
継
続
性

と
い
う
面
で
、『
非
専
門
家
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
が
仕
事
と
し
て
教
室
運
営
を
担
う
』
と
い
う

同
モ
デ
ル
の
普
及
可
能
性
が
示
さ
れ
た
」
と
評
価
。
そ
の

う
え
で
、
こ
の
事
業
モ
デ
ル
は
「
地
域
に
お
け
る
フ
レ
イ

ル
予
防
の
担
い
手
が
増
え
る
、
高
齢
者
に
と
っ
て
魅
力
の

あ
る
就
業
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
る
等
の
波
及
効
果
が
期

待
で
き
る
モ
デ
ル
」
で
あ
る
と
し
て
、
今
後
は
他
地
域
へ

の
さ
ら
な
る
普
及
を
目
ざ
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.tm

ghig.jp/research/release/�
2025/0418.htm

l

「
２
０
２
５
年
度 

新
入
社
員
意
識
調
査
」

集
計
結
果
を
公
表

東
京
商
工

会
議
所

東
京
商
工
会
議
所
は
、「
２
０
２
５
年
度　

新
入
社
員

意
識
調
査
」の
集
計
結
果
を
公
表
し
た
。

調
査
は
、
同
所
が
実
施
し
た
新
入
社
員
研
修
の
受
講
者

を
対
象
に
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
４
月
に
実
施
し
た

も
の
。
８
５
７
人
が
回
答
し
た（
回
答
率
：
92
・
２
％
）。

調
査
結
果
か
ら
、
就
職
先
の
会
社
で
い
つ
ま
で
働
き
た

い
か
に
つ
い
て
み
る
と
、「
定
年
ま
で
」は
24
・
４
％
で
、

前
年
の
２
０
２
４
年
度
調
査
（
21
・
１
％
）
に
比
べ
３
・
３

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
が
、
10
年
前
の
２
０
１
５
年
度

調
査
（
36
・
３
％
）
に
比
べ
る
と
11
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
、「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
転
職
」は
25・７
％

で
、
前
年
調
査（
26
・
４
％
）に
比
べ
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
る
が
、
２
０
１
５
年
度
調
査
の
11
・
６
％
と
比

べ
る
と
14
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

就
職
先
の
会
社
を
決
め
る
際
に
重
視
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、「
社
風
、
職
場
の
雰
囲
気
」（
58・８
％
）、「
処
遇
面
」

（
52
・
７
％
）、「
福
利
厚
生
」（
44
・
９
％
）が
上
位
と
な
っ

て
い
る
。
２
０
２
４
年
度
調
査
で
は
、「
処
遇
面
」（
56
・

０
％
）、「
社
風
、
職
場
の
雰
囲
気
」（
54
・
３
％
）、「
福
利

厚
生
」（
45
・
４
％
）」
の
順
で
、「
処
遇
面
」、「
社
風
、
職

場
の
雰
囲
気
」の
順
位
が
逆
転
し
た
。

入
社
時
点
ま
で
に
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル･

知
識
に
つ
い

て
は
、
80
・
9
％
の
新
入
社
員
が
入
社
時
点
ま
で
に
何
ら

か
の
ス
キ
ル･

知
識
を
身
に
つ
け
て
い
て
、
内
容
は
多
い

順
に
「
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
」（
35
・
４
％
）、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
」（
33
・
１
％
）、「
就
職
先
の
会
社
の
業
種
や
業
界
に

関
す
る
知
識
」（
25
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.tokyo-cci.or.jp/file.jsp?id=

�
1205796
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高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
高
齢
者
の
仕
事
に
！

事
業
モ
デ
ル
の
普
及
可
能
性
を
確
認

東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
は
、２
０
１
８（
平
成
30
）年
よ
り
埼
玉
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
本
部（
い
き
い
き
埼
玉
）と
協
働
し
て
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
仕
事
と
し
て
対
価
を

得
な
が
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
の
運
営
を
担
う
」と
い
う

事
業
モ
デ
ル
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
の
事
業
化
を
う
な
が
す
た
め
、
埼

玉
県
内
全
58
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン

タ
ー
」）
に
対
し
、
①
運
動
・
栄
養
・
社
会
面
に
働
き
か
け

る
教
室
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
教
材
の
提
供
、
②
（
教
室
の
担
い

手
を
養
成
す
る
た
め
の
）
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
研
修
（
全
３
回
／
年
）、
③
事
業
に
関
す
る
情
報
交
換
会

（
１
回
）、
④
事
業
実
施
に
関
す
る
相
談
支
援
を
実
施
。
そ

の
結
果
、
59
％
の
セ
ン
タ
ー
が
事
業
を
実
施
し
、
40
％
の

セ
ン
タ
ー
が
②
の
養
成
研
修
を
受
け
て
フ
レ
イ
ル
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
セ
ン
タ
ー
の
会
員
へ
対
価
が
支
払
わ
れ

る
か
た
ち
で
教
室
事
業
を
実
施
。
実
施
し
た
セ
ン
タ
ー
の

う
ち
、
75
％
の
セ
ン
タ
ー
が
２
年
以
上
事
業
を
継
続
し
た
。

こ
れ
ら
の
実
績
か
ら
同
研
究
所
は
、「
広
が
り
や
継
続
性

と
い
う
面
で
、『
非
専
門
家
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
が
仕
事
と
し
て
教
室
運
営
を
担
う
』
と
い
う

同
モ
デ
ル
の
普
及
可
能
性
が
示
さ
れ
た
」
と
評
価
。
そ
の

う
え
で
、
こ
の
事
業
モ
デ
ル
は
「
地
域
に
お
け
る
フ
レ
イ

ル
予
防
の
担
い
手
が
増
え
る
、
高
齢
者
に
と
っ
て
魅
力
の

あ
る
就
業
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
る
等
の
波
及
効
果
が
期

待
で
き
る
モ
デ
ル
」
で
あ
る
と
し
て
、
今
後
は
他
地
域
へ

の
さ
ら
な
る
普
及
を
目
ざ
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.tm

ghig.jp/research/release/�
2025/0418.htm

l

調
査
・
研
究�

「
女
性
と
健
康
」
に
関
す
る
調
査
結
果

日
本
経
済

団
体
連
合
会

一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
以
下
、「
経
団

連
」）は
、「
女
性
と
健
康
に
関
す
る
調
査
結
果
」を
公
表
し
た
。

調
査
は
、
経
団
連
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
・
同

企
画
部
に
所
属
す
る
計
96
社
を
対
象
に
、
２
０
２
４
（
令

和
６
）
年
12
月
に
実
施
し
た
も
の
。
女
性
特
有
の
健
康
上

の
課
題
や
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
迎
え
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
を
進
め
て
い
く
女
性
と
健
康
に
関
す
る
企
業
の
取
組
み

や
課
題
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

調
査
結
果
か
ら
、
企
業
が
サ
ポ
ー
ト
可
能
と
考
え
る
女

性
の
健
康
課
題
は
、「
月
経
に
ま
つ
わ
る
不
調
」（
83・３
％
）

が
最
も
多
く
、「
女
性
特
有
の
が
ん
」（
59
・
４
％
）、「
更

年
期
関
連
の
不
調
」（
53
・
1
％
）
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
、
女
性
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
が
企
業

に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、「
女
性
社
員
の
生
産
性

向
上
」（
52
・
１
％
）
が
最
も
多
く
、「
女
性
社
員
の
定
着

率
の
向
上
」（
22
・
９
％
）
が
続
い
て
い
る
。

女
性
へ
の
健
康
支
援
に
関
す
る
取
組
み
状
況
は
、
95
・

８
％
の
企
業
が
「
実
施
し
て
い
る
」
と
回
答
。
一
方
で
、

女
性
へ
の
健
康
支
援
に
関
す
る
取
組
み
の
進
捗
レ
ベ
ル
を

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
62
・
５
％
が
「
一
般
的
で
あ
る
」
と
回

答
し
、「
進
歩
的
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
25
・
０
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
女
性
へ
の
健
康
支
援
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
多
く
の
企
業
が
「
利
用
率

10
％
未
満
」
ま
た
は
「
導
入
し
て
い
な
い
、
利
用
実
態
を

確
認
し
た
こ
と
が
な
い
・
分
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
。

https://w
w
w
.keidanren.or.jp/policy/�

2025/023.pdf

「
２
０
２
５
年
度 

新
入
社
員
意
識
調
査
」

集
計
結
果
を
公
表

東
京
商
工

会
議
所

東
京
商
工
会
議
所
は
、「
２
０
２
５
年
度　

新
入
社
員

意
識
調
査
」の
集
計
結
果
を
公
表
し
た
。

調
査
は
、
同
所
が
実
施
し
た
新
入
社
員
研
修
の
受
講
者

を
対
象
に
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
４
月
に
実
施
し
た

も
の
。
８
５
７
人
が
回
答
し
た（
回
答
率
：
92
・
２
％
）。

調
査
結
果
か
ら
、
就
職
先
の
会
社
で
い
つ
ま
で
働
き
た

い
か
に
つ
い
て
み
る
と
、「
定
年
ま
で
」は
24
・
４
％
で
、

前
年
の
２
０
２
４
年
度
調
査
（
21
・
１
％
）
に
比
べ
３
・
３

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
が
、
10
年
前
の
２
０
１
５
年
度

調
査
（
36
・
３
％
）
に
比
べ
る
と
11
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
、「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
転
職
」は
25・７
％

で
、
前
年
調
査（
26
・
４
％
）に
比
べ
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
る
が
、
２
０
１
５
年
度
調
査
の
11
・
６
％
と
比

べ
る
と
14
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

就
職
先
の
会
社
を
決
め
る
際
に
重
視
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、「
社
風
、
職
場
の
雰
囲
気
」（
58・８
％
）、「
処
遇
面
」

（
52
・
７
％
）、「
福
利
厚
生
」（
44
・
９
％
）が
上
位
と
な
っ

て
い
る
。
２
０
２
４
年
度
調
査
で
は
、「
処
遇
面
」（
56
・

０
％
）、「
社
風
、
職
場
の
雰
囲
気
」（
54
・
３
％
）、「
福
利

厚
生
」（
45
・
４
％
）」
の
順
で
、「
処
遇
面
」、「
社
風
、
職

場
の
雰
囲
気
」の
順
位
が
逆
転
し
た
。

入
社
時
点
ま
で
に
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル･

知
識
に
つ
い

て
は
、
80
・
9
％
の
新
入
社
員
が
入
社
時
点
ま
で
に
何
ら

か
の
ス
キ
ル･

知
識
を
身
に
つ
け
て
い
て
、
内
容
は
多
い

順
に
「
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
」（
35
・
４
％
）、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
」（
33
・
１
％
）、「
就
職
先
の
会
社
の
業
種
や
業
界
に

関
す
る
知
識
」（
25
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.tokyo-cci.or.jp/file.jsp?id=

�
1205796
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●
今
号
の
特
集
は
「
新
任
人
事
担
当
者
の
た
め
の

高
齢
者
雇
用
入
門
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
高
齢

者
雇
用
を
推
進
す
る
う
え
で
は
、
雇
用
の
年
齢
上

限
を
定
め
る
定
年
制
度
・
継
続
雇
用
制
度
の
整
備

だ
け
で
は
な
く
、
賃
金
・
評
価
制
度
や
柔
軟
な
勤

務
制
度
、
労
働
災
害
防
止
対
策
、
健
康
対
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
企
画

で
は
、
高
齢
者
雇
用
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
新

任
人
事
担
当
者
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ
テ

ラ
ン
担
当
者
、
経
営
者
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
一
読

い
た
だ
き
、
高
齢
者
雇
用
の
取
組
み
推
進
の
一
助

と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
本
号
か
ら
、「
マ
ン
ガ
で
学
ぶ
高
齢
者
雇
用 

教

え
て
エ
ル
ダ
先
生
！ 

S
e
a
s
o
n
３
」、「
が
ん

と
就
労
―
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
制
度
の
ポ
イ

ン
ト
」
の
連
載
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

前
者
の
連
載
で
は
、「
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成

金
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
助
成
金
の
ポ
イ
ン
ト
や
支

給
額
、
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
マ
ン
ガ
で
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

後
者
の
連
載
は
、「
二
人
に
一
人
が
罹
患
す
る
」

と
い
わ
れ
る
「
が
ん
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
治

療
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
実
務
に
役
立

つ
ポ
イ
ン
ト
が
満
載
で
す
の
で
、
今
後
の
内
容
に

も
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

編
　
集
　
後
　
記
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50
年
以
上
の
経
験
を
有
し

「
現
代
の
名
工
」に
選
出

紙
や
布
な
ど
を
の
り
で
貼
り
合
わ
せ
、

ふ
す
ま
や
び
ょ
う
ぶ
、
掛
け
軸
な
ど
を

仕
立
て
る
表
具
師
。
洋
室
の
住
居
が
増

え
た
近
年
は
、
ク
ロ
ス
張
り
な
ど
の
内

装
工
事
も
に
な
う
な
ど
、
仕
事
の
領
域

は
幅
広
い
。

令
和
６（
２
０
２
４
）
年
度「
卓
越

し
た
技
能
者（
現
代
の
名
工
）」の
表
彰

で
は
、
全
国
で
３
人
の
表
具
師
が
選
出

さ
れ
た
。
そ
の
１
人
が
、「
有
限
会
社

井
上
表
具
店
」（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

の
井
上
和
夫
さ
ん
だ
。

表
具
師

井い

の

上う

え

和か

ず

夫お

さ
ん
（
77
歳
）

て
い
ね
い

美
し
さ
を
保
つ「
ふ
す
ま
」

な
仕
事
か
ら
生
ま
れ
る

 vol.353
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ふすまは、木の骨組みの上に、下張りの和紙を何枚も重ねて仕上げていく。ていねいにつくられたふすまは、年月が経過してもきれいな状態を保つことができる

山
形
県
出
身
の
井
上
さ
ん
は
、
上
京

し
て
し
ば
ら
く
問
屋
で
働
い
て
い
た

が
、
21
歳
の
と
き
、
表
具
師
だ
っ
た
義

理
の
兄
に
誘
わ
れ
、こ
の
道
に
進
ん
だ
。

「
職
人
の
世
界
を
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、最
初
は
ず
い
ぶ
ん
戸
惑
い
ま
し
た
。

で
も
、
も
の
づ
く
り
が
好
き
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
親
方
で
あ
る
義
理
の
兄
に

つ
い
て
見
よ
う
見
ま
ね
で
や
っ
て
い
る

う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
仕
事
が
お
も
し
ろ

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

当
時
の
住
宅
は
和
室
が
一
般
的
だ
っ

た
時
代
。
親
方
の
腕
が
よ
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
寝
る
暇
も
な
い
ほ

ど
の
忙
し
さ
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で

も
、「
つ
く
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

つ
ら
い
と
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」

と
笑
う
。

親
方
の
も
と
で
13
年
間
働
い
た
後
、

独
立
。
以
来
約
40
年
に
わ
た
り
表
具
店

を
経
営
し
、
息
子
を
含
め
て
3
人
の
弟

子
を
育
て
あ
げ
た
。
４
年
前
に
代
表
の

座
を
息
子
に
引
き
継
い
だ
が
、
現
在
も

現
役
で
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
な
ど
を
手

が
け
て
い
る
。

一
つ
ひ
と
つ
の
工
程
に

神
経
を
使
う

表
具
師
の
技
能
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
な
か
で
も
井
上
さ
ん
が「
現
代
の

名
工
」と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
、

ふ
す
ま
製
作
で「
柱
の
特
性
に
合
致
す

る
よ
う
に
正
確
か
つ
迅
速
に
削
り
付
け

を
行
う
こ
と
に
卓
越
し
て
い
る
」点
で

あ
る
。
柱
は
木
製
の
た
め
、
曲
が
り
や

ね
じ
れ
な
ど
の
ク
セ
が
あ
る
。
ま
た
、

柱
と
鴨か
も

居い

や
敷し

き
居い

が
必
ず
し
も
直
角
に

組
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
実
際
に
ふ
す
ま
を
は
め
て
み
て
、

柱
に
当
た
る
部
分
を
か
ん
な
で
削
っ
て

調
整
す
る
こ
と
で
、
隙
間
が
な
く
開
閉

し
や
す
い
ふ
す
ま
に
な
る
。

こ
の
削
り
付
け
を
正
確
か
つ
迅
速
に

行
う
に
は
、
も
ち
ろ
ん
経
験
が
必
要
だ

が
、
前
提
と
し
て
か
ん
な
を
使
い
こ
な

せ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

「
か
ん
な
は
む
ず
か
し
い
道
具
で
す
。

使
っ
て
い
る
う
ち
に
変
化
し
ま
す
し
、

天
候
に
よ
っ
て
台
に
反
り
が
出
る
こ
と

「ていねいに仕上げてお客さまに喜んでもらうことが一番。新品のうちは
わかりませんが、年数が経過するにつれて、仕上がりの差が出てきます」
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げ
て
納
め
て
、
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
か
が
す
べ
て
。
で
す
か
ら
、
一

つ
ひ
と
つ
の
工
程
に
神
経
を
使
い
ま
す
」

職
業
訓
練
指
導
を
通
じ
て

若
手
職
人
の
育
成
に
努
め
る

井
上
さ
ん
は
、
埼
玉
県
表
具
内
装
組

合
連
合
会
の
会
長
を
約
10
年
間
務
め
、

伝
統
技
能
の
継
承
に
努
め
て
き
た
。
会

長
職
は
２
０
２
４
年
に
退
い
た
が
、
現

在
も
続
け
て
い
る
の
が
若
手
職
人
の
育

成
だ
。
表
装
技
能
士
の
検
定
委
員
を
務

め
る
ほ
か
、
職
業
訓
練
校
で
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
少
年
刑
務
所

で
の
職
業
訓
練
の
指
導
も
15
年
以
上
続

け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
指
導
で
、
2

級
合
格
率
は
１
０
０
％
だ
と
い
う
。

「
要
請
が
あ
れ
ば
、
喜
ん
で
指
導
し

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
技
術

を
身
に
つ
け
て
一
人
前
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
い
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

有
限
会
社
井
上
表
具
店

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
８（
７
９
４
）７
２
９
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
８（
７
９
４
）３
４
１
０

（
撮
影
・
羽
渕
み
ど
り
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

も
あ
り
ま
す
の
で
、
台
を
削
っ
て
調
整

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
れ
だ
け
で

も
3
年
く
ら
い
の
経
験
が
必
要
で
す
」

本
格
的
な
ふ
す
ま
は
、
木
で
で
き
た

骨
組
み
に
下
張
り
の
和
紙
を
何
層
も

貼
っ
て
仕
立
て
る
。
井
上
さ
ん
が
手
が

け
る
高
級
な
ふ
す
ま
で
は
、
下
張
り
を

7
回
も
す
る
そ
う
だ
。

和
紙
を
貼
る
際
は
で
ん
ぷ
ん
の
り
を

水
に
溶
い
て
使
う
が
、
使
う
和
紙
に

よ
っ
て
、
ま
た
工
程
に
よ
っ
て
も
濃
さ

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
の
り
が
濃
す
ぎ
て
も
薄
す
ぎ
て
も

き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま
せ
ん
。
の
り
の

濃
さ
の
調
整
は
数
を
こ
な
さ
な
い
と
。

２
〜
３
年
経
験
し
た
く
ら
い
で
は
な
か

な
か
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
」

経
験
を
積
ん
だ
職
人
が
て
い
ね
い
に

つ
く
っ
た
ふ
す
ま
は
、
何
十
年
た
っ
て
も

き
れ
い
な
状
態
を
長
く
保
て
る
。
逆
に

手
抜
き
を
し
た
ふ
す
ま
は
、
最
初
は
き

れ
い
で
も
、し
ば
ら
く
す
る
と
表
面
に
し

み
や
た
る
み
な
ど
が
出
て
く
る
と
い
う
。

「
表
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表具の仕事に用いるかんななどの刃物類。かんな
は、ふすまの建てつけをよくするために、骨組み
の周囲を削るのに使う

和紙を貼るのりにはでんぷんのりを用いる。紙の
種類や工程に応じて、水を加えて濃度を調整する。
のりの調整は経験が求められる技能のひとつ

下張りに用いる手漉き和紙。機械漉きの
和紙もあるが、手漉きのほうが繊維の絡
みが強く丈夫とのこと

下張りの和紙にのりづけをしているところ。周囲
だけにのりをつけて貼る「袋張り」をすることで、
ふすまの表面に貼る表張りのしわを防ぐ

のりづけや和紙を貼るのに用いるはけ。用途によって、
毛の種類や量・長さの異なるさまざまなはけを使い分け
る。なかにはクマ、ヤギ、タヌキなどの毛のはけも

かんなは天候などによって変化しやすいため、使う
たびに調整が必要になる。写真はかんなの台を削
るかんなで、台を平らに削っているところ
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　今回は集中力のトレーニングです。集中力は、「選択的集中」、「分散的集中」、「集中
の持続」に分けることができます。選択的集中は部分部分をしっかり見ていくこと、
分散的集中は全体を見て違和感を感じ取ること、集中の持続は根気よく続けること。
歳をとると特に集中の持続がむずかしくなっていきます。このトレーニングでしっ
かり鍛えましょう。

目標
2分

第97回 一文字探し

【問題の答え】

数種類の漢字がたくさん並んでいます。
この中から、一文字しかない漢字を見つけてください。

今回の脳トレでは「集中力」が鍛えられます。人が集中してい
るとき、脳では前頭前野や前頭葉、頭頂葉などが活性化し、思考
や注意のコントロールが行われます。さらに、目の動きをつかさ
どる前頭眼野も働くことから、集中とは「しっかり対象を見るこ
と」といえます。
集中できないときは、意識的に眼球を動かしたり、自分を客観
的に眺めるイメージを持つと効果的です。また、集中しすぎて固
執状態になってしまうと、視野が狭まり判断力が鈍りますが、「引
いた目線」で全体を見ることで、気持ちが落ち着き、冷静に物事
を見ることができます。
集中しているとき、脳はいまやっていることに必要な回路を活
発に働かせ、関係ないことを考える回路の働きを抑えます。さらに、
集中の維持を助ける脳内物質（ドーパミンなど）も分泌されます。
つまり、集中とは、必要な情報にだけ意識を向け、脳の力を効
率よく使っている状態なのです。

集中力と脳の働き 篠原菊紀（しのはら・きくのり）
1960（昭和35）年、長野県生まれ。人システム研究
所所長、公立諏訪東京理科大学特任教授。健康
教育、脳科学が専門。脳計測器多チャンネルNIRS
を使って、脳活動を調べている。『中高年のための
脳トレーニング』（NHK出版）など著書多数。
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）  各都道府県支部高齢・障害者業務課  所在地等一覧

　JEEDでは、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害者の雇用支援のための業務�
（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受付、啓発等）を�
実施しています。� 2025年 7月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町274  千葉職業能力開発促進センター内 043-304-7730

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301

ホームページはこちら
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　2021（令和３）年４月１日から、改正高年齢者雇用
安定法が施行され、７０歳までの就業を確保する 
措置を講ずることが事業主の努力義務となりました。
　本事例集では、70歳以上の定年引上げ、70歳 
以上の継続雇用制度の導入、定年制の廃止を実施 
した事例を掲載しています。
　各事例では、高齢社員の戦力化や賃金制度、安全
衛生などについて詳しく紹介しています。

検索ガイドを掲載
企業規模や業種を超えた共通の課題に対応した
事例を検索することができます。

インタビュー形式で掲載
制度改定の経緯や苦労話をインタビュー形式で
紹介しています。

『70歳雇用推進事例集2025』はJEEDホームページから無料でダウンロードできます

https://www.jeed.go.jp/elderly/data/manual.html 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)　高齢者雇用推進・研究部

70歳雇用推進事例集 検 索
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